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．
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は
じ
め
に

「
地
域
経
済
統
合
（E

conom
ic
Integration

）」は
、
近
隣
国
同
士
又
は
地
域
横
断
的
に
複
数
国
の
経
済
分
野
を
統
合
し
、
共
通
の
経
済

政
策
に
よ
っ
て
運
営
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
形
成
さ
れ
た
経
済
共
同
体
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
は
、
関
税
そ
の
他
の
貿
易
障
壁
、

貿
易
に
係
る
規
制
、
投
資
や
人
の
移
動
の
制
限
の
緩
和
・
撤
廃
に
よ
り
、
域
内
の
市
場
経
済
の
統
合
を
見
据
え
て
い
る
。
統
合
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
る
「
自
由
貿
易
地
域
（Free

T
rade

A
greem

ent:FTA

）」は
、
二
〇
二
〇
年
六
月
現
在
、
世
界
ベ
ー
ス
の
件
数
は
三
六
六
件
（
前

年
同
期
三
一
四
件
）
に
達
し
て
い（
1
）る。
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
特
定
地
域
内
で
の
経
済
関
係
を
強
化
す
る
手
段
と
し
て
活
用
さ

れ
て
き
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
担
う
地
域
横
断
的
な
も
の
が
増
え
て
い
る
。
現
在
、

最
大
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
欧
州
連
合
（E

uropean
U
nion:

E
U

）
で
あ
り
、
二
七
ヶ
国
が
加
盟
し
て
い
る
。

欧
州
大
陸
の
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
は
、
両
国
の
国
境
付
近
の
鉱
山
資
源
の
領
有
を
め
ぐ
り
長
く
対
立
し
て
き
た
。
良
質
な
石
炭
や
鉄
鉱

石
を
産
出
し
工
業
地
帯
と
し
て
重
要
だ
っ
た
ド
イ
ツ
・
ザ
ー
ル
地
方
は
、
両
国
が
戦
争
を
起
こ
す
た
び
に
、
フ
ラ
ン
ス
が
領
有
し
ド
イ
ツ

が
編
入
す
る
と
い
っ
た
不
安
定
な
地
域
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
は
、
豊
か
な
農
産
物
、
良
質
な
鉄
鉱
石
・
石

炭
の
産
地
で
あ
り
、
両
国
に
よ
り
一
、
〇
〇
〇
年
に
わ
た
り
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
両
国
国
境
付
近
の
領
有
、
資
源
を
め
ぐ
る
両

国
の
対
立
が
、
間
接
的
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
を
世
界
規
模
に
拡
大
さ
せ
た
要
因
と
も
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
に
は
、
両
国

が
対
立
し
た
ま
ま
で
は
欧
州
の
平
和
と
繁
栄
は
達
成
で
き
な
い
と
い
う
認
識
が
、
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
と
も
に
高
ま
っ
た
。

一
九
五
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
外
相
ロ
ベ
ー
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
実
業
家
・
政
治
家
の
ジ
ャ
ン
・
オ
メ
ー
ル
・
マ
リ
・
ガ
ブ

リ
エ
ル
・
モ
ネ
（
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
、
一
八
八
八
〜
一
九
七
九
年
）
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
よ
る
石
炭
・
鉄
鋼
の
共
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同
管
理
を
行
う
こ
と
を
宣
言
し
た
。
宣
言
を
受
け
、
一
九
五
一
年
の
パ
リ
条
約
調
印
を
経
て
欧
州
石
炭
鉄
鋼
同
盟
（E

uropean
C
oal
and

Steel
C
om
m
unity:

E
C
SC

）
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
が
欧
州
統
合
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。
一
九
五
七
年
に
は
、
ロ
ー
マ
条
約
に
基
づ
き
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
六
ヶ
国
が
、
一
層
緊
密
な
同
盟
関
係
を
築
く
た
め
、
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
を
発
展
さ
せ
る
形
で
欧
州
経
済
共
同
体

（E
uropean

E
conom

ic
C
om
m
unity:

E
E
C

）
を
発
足
さ
せ
た
。

Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
欧
州
共
同
体（E

uropean
C
om
m
unity:

E
C

、一
九
六
七
年
設
立
）時
代
に
か
け
て
、関
税
同
盟（
一
九
六
八

年
、
モ
ノ
の
移
動
の
自
由
の
保
障
）、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
（
一
九
八
五
年
、
ヒ
ト
の
移
動
の
自
由
の
保
障
）
が
締
結
さ
れ
る
な
ど
、
経
済

統
合
に
向
け
た
作
業
が
進
ん
だ
。
一
九
九
二
年
七
月
に
は
、
欧
州
連
合
条
約
（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
）
が
調
印
さ
れ
、
翌
年
一
一
月
に

は
Ｅ
Ｕ
が
発
足
し
た
。
同
条
約
で
は
、
統
一
通
貨
「
ユ
ー
ロ
（E

uro

）」の
創
設
が
決
定
さ
れ
、
欧
州
全
体
の
経
済
活
動
を
振
興
し
、
政
治

・
社
会
的
な
結
束
を
強
め
て
一
層
緊
密
な
同
盟
に
向
か
う
意
思
が
表
明
さ
れ
た
。

欧
州
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
に
つ
い
て
は
、
導
入
前
か
ら
学
界
、
経
済
界
、
政
界
の
擁
護
派
、
反
対
派
に
別
れ
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
。

ユ
ー
ロ
擁
護
派
は
、
欧
州
統
合
に
よ
っ
て
世
界
に
対
す
る
欧
州
の
発
言
権
と
影
響
力
を
高
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
米
国
同
様
統
一
通
貨
を
持

つ
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
当
時
か
ら
そ
の
効
果
に
懐
疑
的
な
見
方
が
学
界
、
経
済
界
に
は
存
在
し
た
。
二
〇
〇
一
年
に
ノ
ー
ベ
ル

経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ユ
ー
ジ
ン
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ（
一
九
四
三
年
〜
）は
、
そ
の
著
書「
ユ

ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
（T

he
E
uro
and
its
threat

to
the
future

of
E
urope

）」の
中
で
、
欧
州
統
合
の
慎
重
な
取
り

組
み
と
は
対
照
的
に
、「
統
一
通
貨
へ
の
移
行
は
失
敗
だ
っ
た
」
と
断
じ
て
い
る
。
ユ
ー
ロ
楽
観
論
に
一
石
を
投
じ
、
ユ
ー
ロ
崩
壊
に
よ

る
世
界
経
済
の
混
乱
を
警
告
し
た
の
で
あ
る
。

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、「
ニ
ュ
ー
・
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
」
の
代
表
格
と
し
て
各
国
で
知
名
度
は
高
く
、
そ
の
発
言
は
学
界
や
政
策
関
係
者

か
ら
常
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
主
張
で
有
名
な
の
は
、「（
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
唱
え
た
）『
神
の
見
え
ざ
る
手
』な
ど
存
在
し
な
い
」
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と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
以
来
の
古
典
派
経
済
学
が
唱
え
た
自
由
放
任
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム
、
自
由
な
市
場
が
全
て
を
解
決
す
る
と

い
う
考
え
方
を
否
定
し
、
市
場
に
は
適
切
な
規
制
と
適
時
の
政
府
介
入
が
必
要
と
し
た
。
自
由
放
任
主
義
の
下
で
展
開
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
「
富
の
集
中
」
に
対
す
る
批
判
で
も
知
ら
れ
、
各
国
政
府
へ
の
経
済
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
米
国

人
で
あ
る
彼
が
ユ
ー
ロ
や
欧
州
統
合
の
行
く
末
を
懸
念
し
た
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
Ｅ
Ｕ
の
存
在
感
が
米
国
に
比
肩
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
そ
の
経
済
的
成
果
や
政
治
的
安
定
が
世
界
中
の
人
々
に
と
り
重
要
な
問
題
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
後
半
、
戦
後
欧
米
経
済
学
界
で
主
流
だ
っ
た
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
は
、
米
国
に
お
け
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
生
と

そ
れ
へ
の
対
応
の
不
十
分
さ
か
ら
急
速
に
影
を
ひ
そ
め
、
代
わ
っ
て
自
由
放
任
主
義
経
済
学
が
息
を
吹
き
返
し
た
。
英
国
、
米
国
と
い
う

二
大
大
国
で
新
自
由
主
義
政
権
（
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
）
が
誕
生
し
先
進
他
国
も
そ
れ
に
倣
う
と
と
も
に
、
一
九
九
〇
年

代
初
頭
に
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
崩
壊
し
て
東
欧
諸
国
が
自
由
主
義
国
に
転
じ
た
。
こ
う
し
た
流
れ
が
、
以
後
四
〇
年
近
く
に
わ
た
り
、
自

由
放
任
主
義
経
済
学
に
よ
る
学
界
及
び
経
済
政
策
の
支
配
を
許
す
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
米
国
で
起

こ
っ
た
金
融
危
機
（
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）
に
伴
い
、
行
き
過
ぎ
た
自
由
放
任
主
義
は
見
直
さ
れ
、
ケ
イ
ン
ズ
主

義
が
復
活
す
る
と
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
同
じ
く
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
の
ポ
ー
ル
・
ロ
ビ
ン
・
ク
ル

ー
グ
マ
ン
（
一
九
五
三
年
〜
）
ら
と
と
も
に
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
経
済
学
を
受
け
継
ぐ
現
代
経
済
学
界
の
先
導
者
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。Ｅ

Ｕ
は
加
盟
国
数
や
地
域
的
広
が
り
、
域
内
人
口
で
世
界
最
大
の
地
域
経
済
統
合
で
あ
り
、「
超
国
家
共
同
体
」
と
し
て
見
た
場
合
、

米
国
に
近
い
存
在
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
関
税
同
盟
に
よ
っ
て
、
加
盟
国
の
産
業
界
は
有
利
な
貿
易
条
件
を
享
受
し
て
き
た
。

Ｅ
Ｕ
法
や
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
よ
っ
て
域
内
の
人
の
移
動
も
自
由
化
し
た
。
さ
ら
に
一
九
九
四
年
の
資
本
移
動
の
自
由
化
に
続
き
、

一
九
九
九
年
に
は
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
の
導
入
が
加
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、
モ
ノ
、
ヒ
ト
、
カ
ネ
の
自
由
化
と
い
う
点
で
、
北
米
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自
由
貿
易
協
定
（N

orth
A
m
erican

Free
T
rade

A
greem

ent:
N
A
FTA

）
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
主
要
な
地
域
経
済
統
合
よ
り
も
は
る

か
に
統
合
の
深
度
は
高
い
。
擁
護
派
が
唱
え
る
よ
う
に
理
論
的
に
は
、
ユ
ー
ロ
は
欧
州
全
体
の
一
体
感
を
強
め
経
済
活
動
を
振
興
し
、
政

治
・
社
会
的
な
結
束
を
高
め
て
一
層
緊
密
な
同
盟
に
向
か
う
有
効
な
手
段
、
で
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
こ

の
ユ
ー
ロ
こ
そ
が
、
Ｅ
Ｕ
の
健
全
な
発
展
を
妨
げ
る
最
大
要
因
の
ひ
と
つ
と
い
っ
て
憚
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
が
そ
の
主
著
の
ひ
と
つ
で
行
っ
た
指
摘
等
を
参
考
に
、
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
の
功
罪
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地

域
経
済
統
合
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
統
合
度
合
い
を
深
め
る
べ
き
か
（
加
盟
国
は
ど
こ
ま
で
ル
ー
ル
や
政
策
を
共
有
す
べ
き
か
）、
加
盟
国

や
世
界
経
済
の
利
益
に
適
う
経
済
統
合
の
深
化
の
あ
り
方
、
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

Ⅰ
．
拡
大
す
る
地
域
経
済
統
合
と
欧
州
連
合

1
．
拡
大
す
る
地
域
経
済
統
合

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
自
由
貿
易
主
義
の
下
で
国
際
貿
易
は
順
調
に
拡
大
し
て
き
た
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体（
2
）制の
下
で
一
九
四
七
年
に

締
結
さ
れ
た
「
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
（G

eneral
A
greem

ent
on
Tariffs

and
T
rade:

G
A
T
T

）」と
一
九
九
五
年
か
ら
そ

れ
を
発
展
的
に
引
き
継
い
だ
世
界
貿
易
機
関
（W

orld
T
rade

O
rganization:

W
T
O

）
を
中
心
に
、
自
由
貿
易
の
原
則
は
維
持
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
が
戦
後
の
国
際
貿
易
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
及
び
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
一
貫
し
て
流
れ
る
方
針
は
、
①
自
由
貿
易
の
確
保

（
輸
出
入
に
対
す
る
制
限
の
禁
止
）、
②
関
税
率
の
引
下
げ
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き（
3
）る。

そ
の
一
方
、
一
九
五
〇
年
代
に
入
り
、
加
盟
国
数
の
増
加
、
交
渉
分
野
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
機
動
的
な
交
渉
や
合
意
形
成
が
困
難
と

な
る
局
面
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
複
数
の
国
・
地
域
間
で
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
や
経
済
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連
携
協
定
（E

conom
ic
Partnership

A
greem

ent:
E
PA

）
を
結
ぶ
地
域
経
済
統
合
の
動
き
が
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
の
自
由
貿

易
主
義
の
綻
び
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
あ
る
国
や
地
域
の
間
に
限
定
す
る
形
で
、
輸
出
入
品
に
係
る
関
税
障
壁
を
取
り
払
い
、
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
を
自
由

に
行
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
定
で
あ
る
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
内
容
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
貿
易
自
由
化
だ
け
で
な
く
、
人
（
労

働
力
）
の
移
動
、
投
資
、
知
的
財
産
の
ル
ー
ル
作
り
な
ど
、
よ
り
広
範
囲
な
経
済
分
野
を
対
象
と
し
た
協
定
で
あ
る
。
特
定
国
の
間
で
関

税
障
壁
を
撤
廃
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、「
全
て
の
国
を
無
差
別
に
扱
う
」
と
い
う
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
及
び
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
無
差
別
原
則
（
最
恵

国
待
遇
及
び
内
国
民
待
遇
）
に
反
す
る
が
、
も
と
も
と
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
は
一
定
条（
4
）件の
下
で
無
差
別
原
則
の
例
外
と
し
て
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
認
め
て

い
た
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
第
二
四
条
）。
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
市
場
の
拡
大
、
競
争
促
進
と
経
済
活
性
化
を
加
盟
国
に
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
一
方
、
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
招
き
自
由
貿
易
を
阻
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
異
な
る
取
決
め
を
し
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
が

多
数
存
在
す
る
場
合
は
、
貿
易
に
係
る
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
得
る
。
そ
う
し
た
事
態
が
顕
在
化
し
な
い
限
り
で

の
例
外
と
し
て
で
あ
る
。

現
在
三
五
〇
を
超
え
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
規
模
や
地
域
的
広
が
り
は
様
々
で
あ
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
域
内
加
盟
国
の
経
済

関
係
を
強
化
す
る
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
地
域
横
断
的
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
締
結
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ

た
。
締
結
年
代
別
に
み
る
と
、
地
域
横
断
型
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
比
率
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
急
増
、
そ
の
後
も
高
水
準
で
推
移
し
て

い
る
（
図
表
1
）。

現
在
ま
で
発
効
し
て
い
る
地
域
経
済
統
合
の
う
ち
、
域
内
人
口
が
二
億
人
を
超
え
る
も
の
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
ほ
か
、
北
米
自

由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）、
中
南
米
の
南
米
南
部
共
同
市
場
（M

ercado
C
om
ún
del
Sur:

M
E
R
C
O
SU
R

）、
東
南
ア
ジ
ア
の
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（A

ssociation
of
Southeast

A
sian

N
ations:

A
SE
A
N

）、
そ
し
て
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（T

rans-
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Pacific

Partnership
A
greem

ent:
T
PP

）
の
五
つ
で
あ
る
（
図

表
2
）。

こ
の
う
ち
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、
モ

ノ
の
関
税
だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ
ス
、
投
資
の
自
由
化
を
進
め
、

さ
ら
に
は
知
的
財
産
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
、
電
子
商
取
引
、
国
有

企
業
の
規
律
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
二
一
世
紀
型
の
ル
ー
ル
を

構
築
す
る
経
済
連
携
協
定
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
二
月
に
米
国
、

日
本
を
含
む
一
二
ヶ（
5
）国に
よ
る
協
定
に
向
け
て
署
名
が
行
わ
れ

た
が
、
二
〇
一
七
年
一
月
の
米
国
の
離
脱
表
明
を
受
け
協
議
が

行
わ
れ
た
結
果
、
二
〇
一
八
年
三
月
に
「
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11

協
定
）」が
チ
リ
で
署
名
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
協
定
は
、
二
〇
一

八
年
一
二
月
に
ま
ず
六
ヶ
国
で
発
効
し
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
が
順

次
参
加
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
今
年
二
月
に
は
、
英
国
が

加
入
を
申
請
、
六
月
に
そ
の
加
入
交
渉
の
開
始
が
決
定
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ（
6
）る。

そ
し
て
現
在
、
世
界
最
大
級
の
地
域
経
済
統
合
「
東
ア
ジ
ア

地
域
包
括
的
経
済
連
携
（R

egional
C
om
prehensive

図表1 世界のＦＴＡの年代別・地域別発効件数（ＥＰＡを含む・2018年6月末まで）

注）「2015―2018年」は2015年1月から2018年6月までの数値。
（出所）日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）「ジェトロ世界貿易投資報告2018年版」より筆者作成
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E
conom

ic
Partnership

A
greem

ent:
R
C
E
P

）」が
形
成
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
二
〇
一
二
年
一
一
月
の
構
想
宣
言
か
ら
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
日

本
を
含
む
一
五
ヶ（
7
）国が
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
協
定
に
署
名
し
た
。
二
〇
二
二
年
一
月

一
日
に
正
式
に
発
効
す
る
予
定
と
さ
れ
て
い
る
。
一
五
ヶ
国
合
計
の
域
内

人
口
は
二
二
・
七
億
人
（
二
〇
一
九
年
・
世
界
全
体
の
約
三
割
）、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
二
五
・
八
兆
ド
ル
（
二
〇
一
九
年
・
世
界
全
体
の
約
三
割
）、
輸
出
総

額
五
・
五
兆
ド
ル
（
二
〇
一
九
年
・
世
界
全
体
の
約
三
割
）
に
達
す
る
。

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
が
主
導
す
る
形
で
世
界
の
通
商
戦
略
が
大

き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

経
済
統
合
の
拡
大
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
論
と
し
て

の
自
由
貿
易
の
原
則
と
の
関
連
で
あ
る
。
現
在
地
域
経
済
統
合
は
、
単
に

特
定
地
域
の
協
調
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
地
域
横
断
的
に
拡
大
し
て
い

る
。
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
よ
う
に
大
型
化
も
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で

地
域
経
済
統
合
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
自
由
貿
易
規
定
の
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
広
が
り
巨
大
化
す
る
時
、
果
た
し
て
自
由
貿
易
の

原
則
は
世
界
レ
ベ
ル
で
維
持
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
地
域
経
済
統
合
の
広

が
り
は
新
た
な
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
生
み
、
あ
る
国
が
複
数
の
大
規
模
な

経
済
統
合
に
横
断
的
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
国
の
経
済
活
動

ベラ・バラッサ
理論に基づく統
合段階（統合の
深化度合い）

Stage1

Stage3‐4

Stage1

Stage2

Stage1

‐

貿易額
（輸出入）
（10億ドル）

2，551

11，820

5，786

802

2，900
（輸出）

1，502

1人当り
GDP

（ドル）

3，976

36，317

42，703

11，854

21，960

36，194

GDP
（10億ドル）

2，478

18，460

20，488

3，518

11，200

4，601

人口
（億人）

6．23

5．08

4．79

2．96

5．1

1．27

加盟国
（ヶ国）

10

28

3

6

12

‐

発効年

1967年

1993年

1994年

1995年

2018年

東南アジア諸国
連合
（ASEAN）
欧州連合
（EU）
北米自由貿易協定
（NAFTA）
南米共同市場
（MERCOSUR）
環太平洋パート
ナーシップ協定
（TPP）
日本

図表2 主要な地域経済統合の概要と統合の深度（発効年順）

注）数値は2018年のもの
（出所）外務省資料より筆者作成
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が
煩
雑
に
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
い
て
、
地
域
経
済
統
合
の
拡
大
は
必
然
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に

は
慎
重
さ
と
自
由
貿
易
主
義
と
の
周
到
な
調
整
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

2
．
欧
州
連
合
の
統
合
深
度

一
九
六
二
年
、
米
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
ベ
ラ
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ッ
サ
（
一
九
二
八
〜
一
九
九
一
年
）
は
、
そ
の

著
書
「
地
域
経
済
統
合
の
理
論
（T

he
T
heory

of
E
conom

ic
Integration

）」で
、
地
域
経
済
統
合
の
段
階
を
次
に
示
す
五
段
階
に
分
類

し
た
。「
ベ
ラ
・
バ
ラ
ッ
サ
の
地
域
経
済
統
合
理
論
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
統
合
の
深
化
度
合
い
は
、
次
に
示
す
五
段
階
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き（
8
）る。

第
一
段
階：

自
由
貿
易
協
定
・
地
域
（Stage

1:
free-trade

area

）

・
加
盟
国
間
で
関
税
そ
の
他
の
貿
易
障
壁
を
撤
廃
す
る
一
方
、
加
盟
国
以
外
（
域
外
）
の
非
加
盟
国
に
対
し
て
は
共
通
関
税
を
設
け
ず
、

加
盟
各
国
が
各
々
独
自
の
関
税
率
を
設
定
す
る
。
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
拡
大
だ
け
で
は
な
く
、
人
や
投
資
の
拡
大
な
ど
も
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

第
二
段
階：

関
税
同
盟
（Stage

2:
custom

s
union

）

・
域
内
貿
易
に
関
す
る
関
税
障
壁
の
撤
廃
に
加
え
、
非
加
盟
国
か
ら
の
輸
入
に
対
し
共
通
関
税
を
設
け
る
。

第
三
段
階：

共
同
市
場
（Stage

3:
com
m
on
m
arket

）

・
域
内
で
の
貿
易
上
の
制
限
の
撤
廃
だ
け
で
な
く
、
加
盟
国
間
の
労
働
力
（
職
業
資
格
の
相
互
認
証
）
・
資
本
な
ど
の
生
産
要
素
の
移

動
の
制
限
も
撤
廃
す
る
。
域
外
に
対
し
て
は
共
通
関
税
を
設
け
る
。
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第
四
段
階：

経
済
同
盟
（Stage

4:
econom

ic
union

）

・
域
内
で
の
関
税
撤
廃
、
域
外
に
対
し
て
は
共
通
関
税
を
設
け
る
（
共
通
市
場
を
基
礎
と
す
る
）。
域
内
の
労
働
力
・
資
本
の
移
動
を

自
由
化
す
る
こ
と
に
加
え
、
共
通
通
貨
や
共
通
の
金
融
政
策
の
導
入
、
そ
の
他
経
済
政
策
の
調
整
を
加
盟
国
間
で
実
施
す
る
。

第
五
段
階：
完
全
な
経
済
統
合
（Stage

5:
com
plete

econom
ic
integration

）

・
金
融
政
策
、
財
政
政
策
、
社
会
政
策
を
統
一
す
る
こ
と
に
加
え
、
政
治
的
統
合
も
視
野
に
入
れ
た
統
合
の
段
階
。
二
〇
二
一
年
八
月

末
時
点
で
、
こ
の
段
階
に
達
し
た
地
域
経
済
統
合
は
存
在
し
て
い
な
い
。

一
九
九
三
年
発
効
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
っ
て
成
立
し
た
Ｅ
Ｕ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
っ
た
世
界
の
主
要
な
地

域
経
済
統
合
に
比
べ
て
も
、
そ
の
統
合
度
合
い
は
は
る
か
に
高
い
、
制
度
的
に
深
化
し
た
経
済
統
合
体
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
、
欧
州
連
合

運
営
条
約
第
四
五
条
に
お
い
て
、
域
内
に
お
け
る
労
働
者
の
自
由
な
就
労
が
認
め
ら
れ
て
い（
9
）る。
同
条
約
は
、
Ｅ
Ｕ
市
民
権
保
持
者
で
あ

れ
ば
他
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
就
労
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
国
籍
に
基
づ
く
労
働
条
件
等
の
差
別
を
禁
止
し
て
い
る
。
一
九
九
九

年
に
は
域
内
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
が
誕
生
し
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
域
内
で
の
流
通
が
開
始
さ
れ
た
。
他
の
経
済
統
合
は
、
バ
ラ
ッ
サ
に
よ
る

分
類
の
第
一
段
階
か
ら
第
二
段
階
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
全
て
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
は
な
い
に
せ
よ
、
第
三
段
階
の
人
の
就
労

の
自
由
、
第
四
段
階
の
統
一
通
貨
の
導
入
ま
で
統
合
が
進
み
、
金
融
・
財
政
、
農
業
、
産
業
、
通
商
と
い
っ
た
分
野
で
共
通
政
策
が
導
入

・
実
施
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
の
統
合
深
度
は
、
第
三
段
階
の
共
同
市
場
と
第
四
段
階
の
経
済
同
盟
の
中
間
、
見
方
に
よ
っ
て
は
や
や
第
四

段
階
寄
り
の
位
置
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

最
も
深
化
し
た
地
域
経
済
統
合
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
は
、
果
た
し
て
経
済
的
な
成
功
を
収
め
た
の
か
。
少
な
く
と
も
一
九
九
二
年
に
Ｅ
Ｕ
が
誕

生
し
て
か
ら
現
在
ま
で
、
中
国
や
米
国
な
ど
先
進
他
国
と
比
べ
て
も
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
が
際
立
っ
て
成
長
し
た
と
は
い
い
難
い
。
冒
頭
で
述
べ



55 地域経済統合の深化と問題点

た
よ
う
に
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
経
済
発
展
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
欧
州
統
合
の
中
核
に
あ
る
「
統
一
通
貨
ユ
ー

ロ
」
で
あ
る
。
ユ
ー
ロ
の
何
が
問
題
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
欧
州
に
お
け
る
通
貨
統
合
ま
で
の
過
程
を
整
理
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

た
い
。

Ⅱ
．
欧
州
統
一
通
貨
「
ユ
ー
ロ
」
の
誕
生
ま
で

1
．
欧
州
通
貨
協
力
の
背
景

基
軸
通
貨
国
を
中
心
に
主
要
国
の
為
替
相
場
安
定
を
図
る
た
め
の
制
度
を
国
際
通
貨
制
度
と
い
う
。
一
九
世
紀
に
成
立
し
た
国
際
金
本

位
制
以
降
の
為
替
相
場
の
安
定
、
二
度
の
世
界
大
戦
や
世
界
恐
慌
に
よ
る
崩
壊
と
再
構
築
を
経
て
、
国
際
通
貨
制
度
は
整
備
さ
れ
て
き
た
。

第
二
次
大
戦
後
、
米
国
主
導
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
固
定
相
場
制
（Fixed

E
xchange

R
ate
System

）
が
形
成
さ
れ
、
世
界
は
為
替
相
場
の
安
定
を

享
受
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
末
、
米
国
が
自
国
本
位
の
政
策
に
転
換
し
た
こ
と
か
ら
、
国
際
金
融
市
場
は
混
乱

期
に
入
っ
た
。
一
九
七
一
年
八
月
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
新
経
済
政
策
に
よ
っ
て
固
定
相
場
制
は
崩
壊
、
同
年
一
二
月
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

協
定
で
緩
や
か
な
固
定
相
場
制
に
復
帰
し
た
が
短
期
間
で
崩
壊
し
、
一
九
七
三
年
、
主
要
国
は
変
動
相
場
制
に
移
行
し
た
。

変
動
相
場
制
の
下
で
は
、
国
力
の
差
が
通
貨
価
値
に
顕
著
に
表
れ
る
。
米
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
も

と
も
と
経
済
開
放
度
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
輸
出
入
額
の
割
合
）
が
低
く
、
為
替
相
場
変
動
の
国
内
経
済
へ
の
影
響
は
、
伝
統
的
に
欧
州
諸

国
の
お
お
よ
そ
三
分
の
一
程
度
と
小
さ（
10
）い。広
大
な
国
土
、現
在
で
も
三
億
人
を
超
え
る
人
口
を
擁
す
る
国
内
は
、多
く
の
米
企
業
に
と
っ

て
最
優
先
の
市
場
で
あ
る
。
ま
た
、
伝
統
的
に
国
際
基
軸
通
貨
米
ド
ル
に
準
拠
し
て
為
替
政
策
を
行
う
国
が
多
く
、
相
場
が
変
動
し
て
も
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他
国
が
追
随
す
る
こ
と
で
、
実
効
為
替
相
場
の
変
動
は
大
き
く
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
伝
統
的
に
米
国
は
為
替
相
場
安
定
に
配
慮
し

な
い
傾
向
が
強
か
っ
た
。
ド
ル
は
、
日
本
の
円
、
旧
西
ド
イ
ツ
の
マ
ル
ク
な
ど
主
要
通
貨
に
対
し
、
大
き
く
変
動
し
た
。
例
え
ば
、
ド
ル

の
対
円
相
場
を
見
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
ま
で
乱
高
下
を
繰
り
返
し
、
そ
の
度
に
欧
州
通
貨
の
安
定
は
脅
か
さ
れ（
11
）た。

欧
州
各
国
は
通
貨
安
定
の
模
索
を
続
け
、
将
来
の
通
貨
統
合
を
見
据
え
て
一
九
七
〇
年
代
か
ら
通
貨
協
力
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
れ

は
、
ド
ル
相
場
の
不
安
定
性
に
対
す
る
自
衛
策
と
し
て
始
ま
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
、
米
国
や
日
本
と
比
べ
経
済
的
に
小
国
が
多
く
、
国

内
市
場
が
小
さ
い
た
め
に
経
済
開
放
度
は
総
じ
て
大
き
い
。
為
替
相
場
の
不
安
定
性
が
国
際
取
引
で
の
利
益
を
損
な
い
、
国
内
経
済
が
混

乱
す
る
リ
ス
ク
を
常
に
孕
ん
で
い
た
。
特
に
ド
ル
の
下
落
期
に
は
欧
州
通
貨
の
相
場
は
強
弱
二
分
化
し
、
そ
れ
が
欧
州
経
済
に
経
済
状
況

の
不
均
衡
と
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
弱
い
通
貨
国
は
為
替
介
入
の
必
要
か
ら
外
貨
準
備
を
失
い
、
金
融
引
き
締
め
策
か
ら
景
気
は
後

退
し
た
。
そ
れ
で
も
、
一
九
七
〇
年
代
に
自
国
優
先
の
ス
タ
ン
ス
を
貫
い
た
米
国
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
が
ド
ル
相
場
の
安
定
化
を
要
請
し
て
も

応
じ
な
か
っ
た
（
ビ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
、「
優
雅
な
る
無
視
」
政
策
）。「
ド
ル
か
ら
の
自
立
」
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
欧
州
の
悲

願
と
な
っ
た
。

2
．
経
済
・
通
貨
同
盟

Ｅ
Ｕ
諸
国
は
、
域
内
の
為
替
相
場
安
定
の
た
め
に
為
替
相
場
同
盟
を
結
成
し
、
一
九
七
二
年
に
域
内
固
定
相
場
制
（m

ethod
of
parity

grid：

パ
リ
テ
ィ
・
グ
リ
ッ
ド
方
式
）
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
欧
州
通
貨
制
度
の
為
替
相
場
を
維
持
す
る
た
め
の
方
法
の
ひ
と
つ
で
、

例
え
ば
二
国
間
の
通
貨
変
動
幅
が
上
下
二
・
二
五
％
を
超
え
た
場
合
（
為
替
変
動
幅
は
最
大
四
・
五
％
と
な
る
）、
両
国
の
中
央
銀
行
が

外
国
為
替
市
場
に
介
入
し
て
変
動
幅
の
調
整
を
図
る
も
の
で
あ（
12
）る。各
国
通
貨
相
互
に
為
替
平
価（
為
替
相
場
変
動
の
中
心
に
な
る
相
場
）

を
定
め
、
多
通
貨
の
間
に
為
替
平
価
の
格
子
（grid

）
が
で
き
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
（
図
表
3
）。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
平
等
で
あ
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る
こ
と
が
建
前
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
の
国

の
通
貨
を
基
軸
通
貨
に
使
う
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
方
式
が
と

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
末
か
ら
域
内
通
貨
の
変
動

幅
縮
小
を
計
画
し
て
い
た
Ｅ
Ｕ
（
当
時
は

Ｅ
Ｃ
）
は
、
一
九
七
二
年
四
月
、
加
盟
六

ヵ
国
通
貨
間
の
変
動
幅
を
基
準
相
場
の
上

下
各
一
・
一
二
五
％
、
計
二
・
二
五
％
と

す
る
縮
小
変
動
幅
の
取
決
め
を
実
施
し
た
。

複
数
の
国
が
相
互
間
で
は
固
定
為
替
相
場

制
（
調
整
可
能
な
釘
付
け
相
場
制
）
を
と

り
な
が
ら
、
他
国
通
貨
に
対
し
て
は
全
体

と
し
て
変
動
為
替
相
場
制
を
採
る
共
同
フ

ロ
ー
ト
制
は
、
な
お
も
続
い
た
ド
ル
の
不

安
定
へ
の
対
応
策
と
し
て
機
能
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
以
後
一
九
九
九
年
に
ユ
ー
ロ

が
導
入
さ
れ
る
ま
で
続
く
こ
と
に
な
っ（
13
）た。

FL100
=…CU

94．375
92．2767
90．225
1，483．25
1，450．26
1，418．00
266．365
260．439
254．645
217．96
213．113
208．38
24．9089
24．3548
23．8130
44，807．4
42，199．5
39，743．4
-

-

-

L1，000
=…CU

2．322
2．18668
2．059
36．490
34．3668
36．490
6．553
6．1716
5．813
5．3620
5．05013
4．7560
0．612801
0．577135
0．543545
-

-

-

2．516
2．36970
2．23175

Irish£100
=…CU

3．875
3．78886
3．705
60．9020
59．5471
58．2225
10．9365
10．6935
10．4555
8．9495
8．75034
8．5555
-

-

-

1，839．78
1，732．70
1，631．85
4．1995
4．10597
4．0145

FF100
=…CU

44．285
43．2995
42．335
696．00
680．51
665．375
124．985
122．207
119．49
-

-

-

11．6881
11．4281
11．1739
21，025．2
19，801．5
18，649．0
47．99
46．9235
45．88

DKr100
=…CU

36．235
35．4313
34．645
569．50
556．85
544．45
-

-

-

83．69
81．8286
80．01
9．56424
9．35147
9．14343
17，204．5
16，203．3
15，260．5
39．27
38．3967
37．5425

FB100
=…CU

6．508
6．36277
6．221
-

-

-

18．3665
17．9581
17．5585
15．0290
14．6948
17．5585
1．71755
1．67934
1．64198
3，089．61
2，909．79
2，740．44
7．0520
6．89531
6．7420

DM100
=…CU

-

-

-

1，607．40
1，571．64
1，536．65
288．660
282．237
275．960
236．21
230．95
225．81
26．9937
26．3932
25．8060
48，557．6
45，731．4
43，069．8
110．835
108．370
105．960

通貨単位（CU）

国・通貨・
ECU 中心レート

U

M

L

U

M

L

U

M

L

U

M

L

U

M

L

U

M

L

U

M

L

西ドイツ
ドイツマルク
DM2．51064
ベルギー
ベルギーフラン
FB39．4582
デンマーク
デンマーククローネ
DKr7．08592
フランス
フレンチフラン
FF5．79831
アイルランド
アイルランドポンド
Irish£0．662638
イタリア
イタリアリラ
L1，148．15
オランダ
オランダギルダー
FL2．72077

図表3 パリティ・グリッドの格子表（1979年3月）

注）“U”は為替相場の上限レート（sale）、“M”は2国間の中心レート（mean value）、“L”は為替
相場の下限レート（purchase）

（出所）Monthly Report of the Deutsche Bundesbank, Mar. 1979, p.14、田中素香・長部重康・久
保広正・岩田健治「現代ヨーロッパ経済第5版」有斐閣アルマ 2011年10月、110頁
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一
九
七
〇
年
代
初
め
の
ド
ル
不
安
定
へ
の
対
抗
と
通
貨
協
力
の
一
層
の
推
進
に
向
け
、
Ｅ
Ｕ
は
一
段
上
の
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
た
。

一
九
七
〇
年
に
公
表
さ
れ
た
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
報
告
書
（W

erner
R
epo

（
14
）

rt

）
は
、
経
済
政
策
を
各
国
ご
と
で
な
く
Ｅ
Ｕ
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
レ
ベ
ル

で
推
進
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
同
報
告
書
は
、
経
済
統
合
を
通
貨
統
合
に
よ
っ
て
推
進
す
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
一
九
七
一
年
、

同
報
告
の
経
済
・
通
貨
同
盟
決（
15
）議が
採
択
さ
れ
る
と
、
経
済
・
通
貨
同
盟
（E

conom
ic
and
M
onetary

U
nion:

E
M

（
16
）

U

）が
発
足
し
た
。
こ

れ
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
固
定
相
場
制
を
前
提
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
六
ヶ
国
（
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
）
の
為
替
変
動
幅
を
段
階
的
に
縮
小
し
、
一
〇
年
後
に
為
替
変
動
幅
を
ゼ
ロ
と
す
る
通
貨
統
合
計
画
を
含
ん
で
い
た
。
為
替
変
動
幅

の
縮
小
作
業
は
一
九
七
一
年
六
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
同
年
五
月
に
西
ド
イ
ツ
が
単
独
フ
ロ
ー
ト
制
に
移
行
し
、
計
画
は

冒
頭
か
ら
挫
折
す
る
こ
と
に
な
っ（
17
）た。

初
期
の
通
貨
統
合
計
画
は
挫
折
し
た
も
の
の
、
ド
ル
は
相
変
わ
ら
ず
不
安
定
だ
っ
た
た
め
、
加
盟
各
国
は
為
替
相
場
協
力
を
続
行
し
た
。

一
九
七
二
年
四
月
、
バ
ー
ゼ
ル
協
定
が
締
結
さ
れ
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
六
ヶ
国
は
「
ス
ネ
ー
ク
制
」
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
加
盟
国
の
為
替
相
場

を
相
互
に
上
下
二
・
二
五
％
の
変
動
範
囲
内
で
管
理
す
る
為
替
制
度
を
い
う
。
欧
州
初
の
国
際
通
貨
協
調
の
試
み
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー

報
告
が
提
案
し
た
為
替
相
場
変
動
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
協
調
の
具
現
化
措
置
で
あ
っ（
18
）た。「
ト
ン
ネ
ル
の
中
の
ヘ
ビ
（Snake

in
the

tunnel

）」と
い
う
別
称
が
あ
っ
た
が
、
参
加
通
貨
が
一
定
幅
内
で
時
間
と
と
も
に
変
動
す
る
態
様
が
、
あ
た
か
も
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
進
む

蛇
に
似
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
七
三
年
に
米
国
が
完
全
な
変
動
相
場
制
に
移
行
し
て
米
ド
ル
が
完
全
自
由
に
変
動
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
為
替
変
動
の
上
下
限
と

し
て
の
「
ト
ン
ネ
ル
」
は
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
ト
ン
ネ
ル
な
し
の
ス
ネ
ー
ク
」
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
七

六
年
の
通
貨
危
機
後
、
西
ド
イ
ツ
と
同
国
へ
の
経
済
依
存
度
の
高
い
衛
星
国
か
ら
な
る
、
事
実
上
の
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
圏（
ミ
ニ
ス
ネ
ー
ク
）

と
な
り
、
Ｅ
Ｕ
の
制
度
か
ら
は
独
立
し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ（
19
）た。
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ス
ネ
ー
ク
制
か
ら
離
脱
し
た
英
国
や
イ
タ
リ
ア
は
、
一
九
七
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
為
替
投
機
に
見
舞
わ
れ
、
売
り
浴
び
せ
に
よ
っ
て

為
替
相
場
が
暴
落
す
る
と
、
買
い
支
え
資
金
の
増
大
に
よ
る
外
貨
準
備
の
枯
渇
と
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
陥
っ
た
。
両
国
と
も
イ
ン
フ
レ
に
よ

る
国
際
競
争
力
の
低
下
を
為
替
相
場
の
切
下
げ
で
回
避
し
よ
う
と
し
た
が
、
投
機
筋
か
ら
売
り
浴
び
せ
を
受
け
て
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）
に
支
援
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
も
フ
ラ
ン
危
機
に
金
融
引
き
締
め
策
で
対
抗
し
た
た
め
に
、
市
中
金

利
は
上
昇
し
不
況
と
な
っ
た
。
ま
た
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
経
済
不
調
に
伴
い
、
西
ド
イ
ツ
の
輸
出
は
減
退
し
、
一
九
七
七

年
に
同
国
の
景
気
も
後
退
し
た
。
上
記
の
よ
う
な
欧
州
通
貨
危
機
を
原
因
と
す
る
各
国
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
直
面
し
た
欧
州
で
は
、「
欧

州
各
国
の
通
貨
的
分
裂
が
経
済
危
機
を
招
い
た
」
と
の
認
識
が
広
が
り
、
各
国
が
再
び
通
貨
協
力
で
結
集
す
る
動
き
と
な
っ
た
。

一
九
七
八
年
一
二
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
大
統
領
、
ド
イ
ツ
の
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
首
相
が

牽
引
す
る
形
で
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
首
脳
会
議
に
お
い
て
「
欧
州
通
貨
制
度
（E

uropean
M
onetary

System
:
E
M
S

）」の
創
設
が
決
定
さ

れ
た
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
報
告
書
で
明
示
さ
れ
た
Ｅ
Ｍ
Ｕ
を
最
終
的
な
目
標
と
す
る
安
定
通
貨
圏
と
し
て
、
一
九
七
九
年
三
月
に

Ｅ
Ｕ
八
ヶ（
20
）国で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
主
な
柱
と
し
て
は
、
為
替
変
動
の
幅
を
調
整
す
る
仕
組
み
で
あ
る
欧
州
為
替

相
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
（E

uropean
E
xchange

R
ate
M
echanism

:
E
R
M

）
の
創
設
、
ユ
ー
ロ
導
入
（
一
九
九
九
年
）
の
準
備
過
程
と
し
て

の
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
に
よ
る
欧
州
通
貨
単
位
（E

uropean
C
urrency

U
nit:

E
C

（
21
）

U

）
の
導
入
（
一
九
八
一
年
）、
決
済
手
段
と
し
て

の
Ｅ
Ｃ
Ｕ
の
使
用
、
欧
州
通
貨
協
力
基
金
（E

uropean
M
onetary

C
ooperation

Fund:
E
M
C
F

）
の
貸
付
制
度
の
拡
充
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。

一
九
七
九
年
の
景
気
回
復
と
同
年
末
に
起
こ
っ
た
第
二
次
石
油
危
機
に
伴
い
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
盟
国
間
の
物
価
上
昇
率
格
差
は
大
き
く
な
り
、

±
二
・
二
五
％
の
為
替
変
動
幅
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
心
レ
ー
ト
（
為
替
平
価
）
の
調
整
が
実
施
さ
れ（
22
）た。
こ
の
時
期

の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
弾
力
的
に
運
営
さ
れ
、
頻
繁
に
為
替
平
価
を
変
更
す
る
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ペ
ッ
グ（
23
）制を
と
っ
て
い
た
が
、
一
九
八
一
年
五
月
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に
成
立
し
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の
政
策
に
よ
っ
て
、
中
心
レ
ー
ト
調
整
の
頻
度
は
減
少
し
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
安
定
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ミ
ッ
テ
ラ
ン
社
会
党
政
権
は
、
当
初
政
府
介
入
を
伴
う
ケ
イ
ン
ズ
主
義
政
策
を
採
用
し
た
た
め
、
緊
縮
財
政
政
策
を
と
っ
た
他
加
盟
国
と

の
間
で
中
心
レ
ー
ト
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
政
府
介
入
し
て
も
失
業
は
減
ら
ず
経
常
収
支
赤
字
も
拡
大
し
た
た
め
、
同
政
権
の
経

済
政
策
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
残
留
を
決
め
、
今
度
は
徹
底
し
た
緊
縮
財
政
政
策
に
転
じ（
24
）た。

金
融
政
策
で
は
、
西
ド
イ
ツ
流
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
方
式
に
よ
り
物
価
安
定
を
追
求
し
た
。
そ
の
効
果
は
徐
々
に
出

て
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
盟
国
間
の
物
価
上
昇
率
の
格
差
も
縮
小
し
た
。
一
九
八
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
が
Ｅ
Ｍ
Ｓ
中
心
レ
ー
ト
の
変
更
を
行
わ
な
い
こ

と
を
宣
言
す
る
と
、
他
国
も
そ
れ
に
追
随
す
る
こ
と
に
な
っ（
25
）た。

一
九
八
八
年
六
月
、
Ｅ
Ｕ
は
市
場
統
合
の
一
環
と
し
て
資
本
移
動
の
自
由
化
を
決
定
、
一
九
九
四
年
ま
で
に
加
盟
国
は
自
由
化
に
踏
み

切
っ（
26
）た。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
求
心
力
を
発
揮
し
、
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
は
北
欧
三
ヶ
国
を
含
む
欧
州
為
替
相
場
安
定
圏
が
形
成
さ
れ
た
。
加
盟

国
の
う
ち
物
価
安
定
の
主
要
国
と
周
辺
国
に
は
イ
ン
フ
レ
格
差
が
残
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
安
定
し
た
の
は
、
域
外
か
ら
の
資
本

流
入
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
折
か
ら
の
市
場
統
合
景
気
と
為
替
安
定
を
背
景
に
、
高
金
利
の
Ｅ
Ｕ
周
辺
国
や
北
欧
諸
国
に
大
量
の
資
本

が
流
入
し
た
こ
と
が
、
経
常
収
支
の
赤
字
を
減
少
さ
せ
、
為
替
相
場
の
安
定
を
促
進
し
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
安
定
状
況
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
ド
イ
ツ
統
一
に
よ
り
も
ろ
く
も
崩
れ
る
こ
と
に
な
る
。
旧
東
独
支
援
（
失
業
手
当

の
支
給
や
社
会
資
本
整
備
）
の
た
め
、
旧
西
独
は
当
時
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
％
に
及
ぶ
巨
額
の
財
政
赤
字
を
数
年
間
に
わ
た
り
毎
年
計
上
し
た
。

こ
の
財
政
支
出
は
新
た
な
生
産
を
喚
起
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
は
イ
ン
フ
レ
圧
力
に
直
面
、
こ
れ
へ
の
対
抗
策
と
し
て
、
ド
イ
ツ

連
邦
銀
行
は
高
金
利
政
策
を
実
施
し
た
。
ド
イ
ツ
の
高
金
利
政
策
は
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
盟
国
全
体
の
金
利
水
準
を
上
方
に
押
し
上
げ
（
加
盟
国
の

金
利
水
準
の
序
列
で
ド
イ
ツ
は
最
低
水
準
で
あ
り
、
他
国
金
利
水
準
は
そ
れ
に
連
動
し
て
上
下
す
る
）、
結
果
的
に
各
国
経
済
を
深
刻
な

不
況
に
導
い
た
。
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一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
三
年
の
欧
州
通
貨
危
機
は
、
欧
州
経
済
政
策
や
欧
州
通
貨
の
不
安
定
期
に
起
こ
っ
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の

国
民
投
票
で
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
批
准
が
否
決
さ
れ
、
Ｅ
Ｍ
Ｕ
の
先
行
き
に
不
透
明
感
が
生
じ
た
こ
と
や
ド
イ
ツ
統
一
に
伴
う
財
政

負
担
と
イ
ン
フ
レ
圧
力
か
ら
ド
イ
ツ
が
高
金
利
政
策
を
維
持
し
続
け
た
こ
と
等
を
背
景
に
、
一
九
九
二
年
九
月
に
投
機
筋
に
よ
っ
て
独
マ

ル
ク
が
買
わ
れ
、
他
の
弱
い
通
貨
（
特
に
英
ポ
ン
ド
と
伊
リ
ラ
）
が
売
り
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
五
年
九
カ
月
ぶ
り
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
中
心
相
場

の
再
調
整
（
伊
リ
ラ
の
三
・
五
％
切
り
下
げ
、
そ
の
他
通
貨
の
三
・
五
％
切
り
上
げ
）
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
の
際
、
英
国
と
イ
タ
リ
ア

が
Ｅ
Ｒ
Ｍ
か
ら
離
脱
、
ス
ペ
イ
ン
・
ペ
セ
タ
の
中
心
レ
ー
ト
が
五
％
切
り
下
げ
ら
れ
た
（
第
一
次
欧
州
通
貨
危（
27
）機）。
さ
ら
に
一
九
九
三

年
七
月
、
Ｅ
Ｕ
圏
の
経
済
停
滞
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
ド
イ
ツ
が
公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
を
見
送
っ
た
こ
と
か
ら
通
貨
危
機
が
再
発
し
、

八
月
頭
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
変
動
幅
が
従
来
の
上
下
各
二
・
二
五
％
（
ス
ペ
イ
ン
・
ペ
セ
タ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
エ
ス
ク
ー
ド
は
同
六
％
）
か
ら
一

挙
に
一
五
％
（
独
マ
ル
ク
と
オ
ラ
ン
ダ
・
ギ
ル
ダ
ー
は
除
く
）
へ
と
拡
大
さ
れ
た
第
二
次
欧
州
通
貨
危
機
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

欧
州
通
貨
危
機
の
再
発
は
、
通
貨
統
合
の
必
要
性
を
Ｅ
Ｕ
に
痛
感
さ
せ
た
。
通
貨
協
力
と
い
う
レ
ベ
ル
で
各
通
貨
の
為
替
相
場
の
調
整

や
安
定
を
図
っ
て
も
、
異
通
貨
間
の
為
替
相
場
が
残
る
限
り
危
機
は
繰
り
返
さ
れ
る
。
通
貨
統
合
を
早
期
に
実
現
さ
せ
、
加
盟
国
間
の
為

替
変
動
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
こ
と
が
、
最
終
的
か
つ
唯
一
の
安
定
確
保
の
道
と
広
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

3
．
通
貨
統
合
段
階
へ
の
移
行

各
国
が
通
貨
安
定
に
向
け
た
通
貨
協
力
を
進
め
る
な
か
、
一
九
八
八
年
二
月
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
通
貨
統
合
構
想
を
公
表
し
た
。
ド
イ

ツ
政
府
は
当
該
構
想
を
承
諾
し
、
一
九
八
八
年
六
月
に
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ロ
ー
ル
Ｅ
Ｃ
委
員
会
委
員
長
を
座
長
に
通
貨
統
合
の
進
め
方
を

研
究
す
る
委
員
会
（
ド
ロ
ー
ル
委
員
会
）
を
設
置
し
た
。
Ｅ
Ｃ
一
二
ヶ
国
の
中
央
銀
行
総
裁
、
学
者
、
実
務
家
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
委
員

会
は
、
一
九
八
九
年
四
月
、「
経
済
・
通
貨
同
盟
に
関
す
る
委
員
会
報
告
（
ド
ロ
ー
ル
委
員
会
報
告
）」を
公
表
し
た
。
同
年
六
月
、
欧
州
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理
事
会
は
当
該
報
告
を
承
認
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
中
央
銀
行
総
裁
会
議
は
詳
細
な
欧
州
中
央
銀
行
法
案
を
作
成
し
た
。
同
法
案
は
各
国

の
批
准
を
得
て
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
と
と
も
に
一
九
九
三
年
一
一
月
に
発
効
し（
28
）た。
欧
州
中
央
銀
行
（E

uropean
C
entral

B
ank:

E
C
B

）
の
創
設
な
ど
Ｅ
Ｍ
Ｕ
実
現
に
向
け
て
の
作（
29
）業は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

一
九
九
九
年
一
月
一
日
、
ユ
ー
ロ
が
非
現
金
形
態
で
導
入
さ
れ
（
銀
行
口
座
振
替
に
よ
り
使
用
）、
銀
行
間
取
引
や
金
融
政
策
で
は
ユ

ー
ロ
の
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
、
為
替
相
場
は
ユ
ー
ロ
建
て
の
み
が
立
つ
こ
と
に
な
っ（
30
）た。
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
か
ら
は
ユ
ー
ロ
現
金

が
流
通
開
始
と
な
り
、
銀
行
の
預
金
口
座
は
一
斉
に
ユ
ー
ロ
建
て
に
転
換
さ
れ（
31
）た。
各
国
通
貨
は
回
収
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
三
月
に
ユ
ー

ロ
の
専
一
流
通
と
な
っ
た
。
ユ
ー
ロ
加
盟
国
は
当
初
一
一
ヶ
国
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
ユ
ー
ロ
加
盟
国
は
拡
大
し
、
二
〇

二
一
年
一
月
現
在
、
一
九
ヶ
国
が
ユ
ー
ロ
を
法
定
通
貨
と
し
て
い（
32
）る。
ユ
ー
ロ
未
加
盟
国
の
通
貨
と
ユ
ー
ロ
と
の
為
替
相
場
安
定
の
た
め
、

Ｅ
Ｕ
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
を
創
設
し
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ⅱ
は
、
ユ
ー
ロ
基
軸
通
貨
制
の
為
替
相
場
同
盟
で
あ
り
、
参
加
国
は
対
ユ
ー
ロ
中
心
レ
ー
ト
を

定
め
、
固
定
為
替
相
場
制
を
と
っ
て
い
る
。

ユ
ー
ロ
加
盟
の
条
件
（
収
斂
基
準
）
は
、
①
物
価
の
安
定
（
最
も
イ
ン
フ
レ
率
の
低
い
三
ヶ
国
の
平
均
イ
ン
フ
レ
率
か
ら
一
・
五
％
ポ

イ
ン
ト
を
超
え
な
い
こ
と
、
そ
の
状
態
を
一
年
間
以
上
維
持
す
る
こ
と
）、
②
低
金
利
（
少
な
く
と
も
過
去
一
年
間
は
、
最
も
イ
ン
フ
レ

率
の
低
い
三
ヶ
国
の
長
期
金
利
平
均
か
ら
二
％
以
上
変
動
し
な
い
こ
と
）、
③
為
替
相
場
の
安
定
（
少
な
く
と
も
過
去
二
年
間
は
自
国
通

貨
の
切
り
下
げ
を
行
う
こ
と
な
く
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
標
準
変
動
率
を
遵
守
す
る
こ
と
）、
④
健
全
財
政
（
財
政
収
支
赤
字
を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
三

％
以
内
、
公
的
債
務
残
高
を
同
六
〇
％
以
下
に
留
め
る
こ
と
）
の
四（
33
）つで
、
こ
れ
ら
を
満
た
し
て
加
盟
を
許
さ
れ
る
。
ユ
ー
ロ
で
一
元
化

さ
れ
た
金
融
政
策
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
物
価
、
金
利
、
為
替
の
収
斂
は
、
通
貨
統
合
に
は
必
須
と
さ
れ（
34
）た。
加
盟
国
に
健
全
財
政
が
求

め
ら
れ
た
の
は
、
放
漫
財
政
の
国
に
対
し
金
融
市
場
が
不
信
感
を
持
て
ば
、
ユ
ー
ロ
相
場
が
混
乱
し
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
金
融
政
策
が
阻
害
さ
れ
か

ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
後
段
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
こ
れ
を
ユ
ー
ロ
の
負
の
外
部
性
（
ユ
ー
ロ
の
溢
出
効
果
）
と
見
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な
し
て
い
る
が
、
そ
の
外
部
性
を
抑
え
込
む
た
め
に
加
盟
国
の
健
全
財
政
、
ユ
ー
ロ
の
信
認
維
持
が
極
め
て
重
視
さ
れ
た
。

一
九
九
〇
年
代
前
半
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
大
国
と
周
辺
の
小
国
で
は
イ
ン
フ
レ
格
差
は
な
お
大
き
く
、
半
ば
に
な
っ
て
も
是

正
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
両
国
に
次
ぐ
大
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
で
は
、
労
使
合
意
に
よ
る
実
質
賃
金
の
抑
制
、
財

政
赤
字
削
減
の
た
め
の
年
金
改
革
、
国
有
企
業
の
民
営
化
が
進
み
、
物
価
、
金
利
は
安
定
、
財
政
赤
字
は
順
調
に
減
少
し
て
い
っ（
35
）た。
一

九
九
〇
年
代
後
半
の
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
通
貨
危
機
の
際
に
も
、
市
場
は
欧
州
通
貨
統
合
へ
の
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
判
断
し
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ

で
為
替
投
機
は
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
通
貨
統
合
へ
の
展
望
が
開
け
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
安
定
す
る
な
か
、
一
九
九
八
年
五
月
に
は
ま
ず
一

一
ヶ
国
の
ユ
ー
ロ
加
盟
が
決
ま
り
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
財
政
赤
字
が
基
準
未
達
だ
っ
た
国
も
、
緊
縮
財
政
の
実
施
を
条
件

に
加
盟
が
許
さ
れ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
は
当
初
四
条
件
を
十
分
に
満
た
せ
ず
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
に
加
盟
を
果
た
し（
36
）た。
た
だ
し
、

二
〇
〇
九
年
秋
に
新
た
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
パ
パ
レ
ン
ド
ゥ
首
相
が
同
国
の
財
政
赤
字
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
、
か
つ
て
の

条
件
ク
リ
ア
が
実
質
的
な
粉
飾
で
あ
っ
た
こ
と
が
表
面
化
、
そ
れ
を
機
に
ギ
リ
シ
ャ
債
務
危
機
が
起
こ
っ
て
い
る
。

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
案
の
採
択
の
時
点
で
全
て
の
加
盟
国
が
収
斂
基
準
を
満
た
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
ど
の
程
度

厳
密
に
当
該
基
準
を
解
釈
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
。
経
済
合
理
性
に
沿
い
最
も
厳
密
に
運
用
す
べ
き
通
貨
の
問
題
に
お
い

て
も
、
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
が
形
成
さ
れ
各
国
が
加
盟
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
政
治
的
配
慮
が
重
視
さ
れ
、
曖
昧
さ
や
不
透
明
な
部
分
が

あ
っ
た
点
は
否
め
な
い
。

そ
も
そ
も
ユ
ー
ロ
は
、
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
、
政
治
的
色
彩
の
濃
い
通
貨
で
あ
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
が
東
西
ド
イ
ツ
統
一
を
Ｅ
Ｕ
加
盟
他

国
か
ら
無
条
件
で
承
認
し
て
も
ら
う
の
と
引
き
替
え
に
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
放
棄
を
約
束
し
た
結
果
、
ユ
ー
ロ
の
誕
生
は
保
証
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
二
〇
世
紀
前
半
、
ド
イ
ツ
は
二
度
の
世
界
大
戦
を
引
き
起
こ
し
、
欧
州
を
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
に
陥
ら
せ
た
。
特
に
第
二
次
大
戦
中
の

ナ
チ
ス
党
に
よ
る
悪
辣
非
道
な
所
業
の
歴
史
、
冷
戦
中
は
壁
一
つ
隔
て
た
向
こ
う
側
で
元
同
胞
か
ら
常
に
銃
口
を
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
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へ
の
緊
張
感
か
ら
、
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
は
謙
虚
で
勤
勉
な
国
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
の
占
領
下
に

お
か
れ
た
経
験
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
か
ら
す
れ
ば
、
東
西
ド
イ
ツ
統
一
後
の
ド
イ
ツ
共
和
国
の
誕
生
は
、
か
つ
て
の
ド
イ
ツ
帝
国
の
再
来
を

想
像
さ
せ
、
過
去
の
忌
ま
わ
し
い
記
憶
を
呼
び
起
こ
さ
せ
る
に
十
分
だ
っ
た
。
新
生
ド
イ
ツ
が
謙
虚
さ
を
失
い
独
善
的
と
な
る
懸
念
が
払

拭
で
き
な
い
限
り
、
強
い
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
消
滅
さ
せ
、
ユ
ー
ロ
を
介
し
て
ド
イ
ツ
と
結
び
つ
く
し
か
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
欧

州
随
一
の
産
業
大
国
の
通
貨
が
新
通
貨
に
取
り
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
時
か
ら
ユ
ー
ロ
は
、
ド
イ
ツ
が
他
の
欧
州
諸
国
と
と
も
に
歩

む
と
い
う
「
盟
約
通
貨
」
の
意
味
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ（
37
）る。

4
．
欧
州
中
央
銀
行
制
度
と
金
融
政
策

ユ
ー
ロ
を
発
行
し
金
融
政
策
を
行
う
中
央
銀
行
制
度
、
ユ
ー
ロ
中
央
銀
行
制
度
（E

urosystem

）
は
、
上
部
機
関
の
Ｅ
Ｃ
Ｂ
と
下
部
機

関
の
ユ
ー
ロ
加
盟
国
中
央
銀
行
（N
ational

C
entral

B
anks:

N
C
B
s

）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
総
裁
・
副
総
裁
・
理
事
で
構
成

さ
れ
る
役
員
会
（E

xecutive
B
oard

）
を
執
行
機
関
、
役
員
と
ユ
ー
ロ
加
盟
国
の
中
央
銀
行
総
裁
か
ら
な
る
政
策
理
事
会
（G

overning

C
ouncil

）
を
最
高
意
思
決
定
機
関
に
お（
38
）き、
役
員
会
は
そ
こ
で
決
定
さ
れ
た
政
策
の
執
行
を
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ｓ
に
指
示
し
、
そ
の
活
動
を
監
督

す
る
。
ユ
ー
ロ
中
央
銀
行
制
度
に
属
す
る
中
央
銀
行
と
ユ
ー
ロ
未
加
盟
国
の
中
央
銀
行
を
包
摂
し
た
シ
ス
テ
ム
が
、
欧
州
中
央
銀
行
制
度

（E
uropean

System
of
C
entral

B
anks:

E
SC
B

）
で
あ
る
（
図
表（
39
）4）。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
の
主
業
務
は
、
①
金
融
政
策
の
決
定
・
実
施
、
②

外
国
為
替
操
作
、
外
国
為
替
市
場
へ
の
介
入
、
③
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
外
貨
準
備
の
管
理
・
運
用
、
④
決
済
シ
ス
テ
ム
の
運
営
で
あ（
40
）る。

Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
単
一
中
央
銀
行
と
し
て
「
物
価
安
定
」
を
政
策
目
標
と
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
及
び
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ｓ
は
と
も
に
中
央
銀
行
と
し
て
の
独
立

性
を
有
し
活
動
す
る
（
Ｅ
Ｕ
や
加
盟
国
政
府
か
ら
の
い
か
な
る
指
示
も
受
け
入
れ
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
か
ら
も
求
め
て
は
な
ら
な
い
）。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の

政
策
目
標
と
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
の
Ｅ
Ｕ
中
央
銀
行
法
に
定
め
ら
れ
た
義
務
は
、
政
府
な
ど
が
物
価
安
定
よ
り
も
経
済
成
長
、
雇
用
を
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重
視
し
て
指
示
を
出
し
、
結
果
的
に
物
価
の
不
安
定
に
つ
な
が
る
こ
と
を
防
止

す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
旧
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
の
伝
統
的
な
考
え
方
を
継

承
し
た
も
の
で
あ（
41
）る。

通
常
一
国
の
中
央
銀
行
は
、
①
発
券
銀
行
、
②
銀
行
の
銀
行
、
③
政
府
の
銀

行
と
い
う
三
つ
の
基
本
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
日
本
銀
行
を
例
に
と
る
な
ら
ば
、

「
銀
行
の
銀
行
」
機
能
は
、
市
中
金
融
機
関
と
の
当
座
預
金
取
引
を
通
じ
、
各

金
融
機
関
名
義
の
当
座
預
金
口
座
の
受
け
払
い
事
務
を
行
う
機
能
で
あ
る
。
送

金
に
伴
う
決
済
な
ど
金
融
機
関
相
互
間
の
金
融
取
引
は
、
金
融
機
関
が
日
本
銀

行
に
開
設
す
る
当
座
預
金
の
入
金
・
引
落
し
で
決
済
さ
れ
る
。「
政
府
の
銀
行
」

は
、
政
府
預
金
口
座
を
有
し
国
民
の
税
金
や
社
会
保
険
料
を
受
入
れ
、
公
共
事

業
費
や
年
金
を
当
該
口
座
か
ら
支
払
う
機
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
国
債
に
関

す
る
事
務
（
国
債
の
発
行
、
国
債
元
利
金
の
支
払
い
等
）
や
外
国
為
替
市
場
で

の
為
替
介
入
事
務
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
通
常
の
中
央
銀
行
は
、
一
国
の
財
政
政

策
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
こ
の
意
味
で
の
「
政
府
の
銀

行
」
機
能
は
有
し
て
い
な
い
。
銀
行
の
銀
行
、
政
府
の
銀
行
の
両
機
能
は
、
Ｎ

Ｃ
Ｂ
ｓ
が
自
国
の
民
間
銀
行
や
政
府
に
対
し
担
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は

Ｎ
Ｃ
Ｂ
ｓ
間
の
調
整
・
決
定
を
行
う
役
割
に
あ
り
、
ユ
ー
ロ
の
中
央
銀
行
と
し

て
の
機
能
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
ユ
ー
ロ
中
央
銀
行
制
度
全
体
が
連
携
し
て
行
う

図表4 欧州中央銀行制度（ＥＳＣＢ）の全容

（出所）田中素香・長部重康・久保広正・岩田健治「現代ヨーロッパ経済第5版」有斐閣アルマ
2018年3月、130頁、ＣＶＣＥ資料
https://www.cvce.eu/obj/organisation_and_operation_of_the_european_central_bank-en-933075be-
51bc-4547-83c8-e7272775f042.html より筆者作成
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こ
と
に
な
る
。

ユ
ー
ロ
中
央
銀
行
制
度
は
、
通
常
の
中
央
銀
行
が
持
つ
、
市
中
銀
行
に
対
す
る
健
全
性
の
監
督
権
限
も
有
さ
な
い
。
資
金
不
足
に
陥
っ

た
銀
行
に
対
し
て
は
、
実
質
的
に
「
最
後
の
貸
し
手
」
と
し
て
行
動
す
る
も
の
の
、
そ
の
規
定
も
明
確
で
は
な（
42
）い。
ユ
ー
ロ
中
央
銀
行
制

度
は
、「
国
家
な
き
通
貨
」
ユ
ー
ロ
を
管
理
す
る
が
ゆ
え
に
、
半
ば
必
然
的
に
「
責
任
の
曖
昧
さ
」
と
い
う
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
時
と
し
て
こ
の
こ
と
が
、
金
融
政
策
に
お
け
る
対
応
の
遅
れ
や
政
策
運
営
へ
の
不
信
を
招
く
要
因
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

ユ
ー
ロ
圏
の
金
融
政
策
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
及
び
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ｓ
か
ら
な
る
ユ
ー
ロ
中
央
銀
行
制
度
を
通
じ
た
単
一
政
策
と
し
て
行
わ
れ
る
。

Ｎ
Ｃ
Ｂ
ｓ
は
、
規
定
の
金
融
政
策
方
針
に
従
い
各
国
内
で
金
融
政
策
を
実
施
す
る
。
物
価
安
定
が
経
済
成
長
や
雇
用
増
大
に
寄
与
す
る
と

の
見
解
の
下
、
金
融
政
策
の
第
一
義
的
な
目
的
は
、
物
価
安
定
の
維
持
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
物
価
安
定
の
目
的
に
反
さ
な
い
限
り
に
お

い
て
、
経
済
成
長
や
雇
用
増
大
な
ど
Ｅ
Ｕ
の
経
済
政
策
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
物
価
の
安
定
」
と
は
、
統
合
消
費

者
物
価
指
数
（H

arm
onised

Index
of
C
onsum

er
Prices:

H
IC
P

）
の
対
前
年
比
（year-on-year

）
を
「
二
％
未
満
で
あ
る
が
そ
の
近

辺
（below

but
close

to
2%

）」に
抑
え
る
こ
と
と
定
義
さ
れ（
43
）る。

金
融
政
策
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
政
策
理
事
会
の
策
定
し
た
指
針
の
も
と
に
、
役
員
会
が
具
体
的
な
指
示
を
作
成
し
て
各
国
の
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ｓ
に
そ

れ
を
下
す
と
い
う
流
れ
で
実
施
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ｓ
は
そ
の
指
示
に
基
づ
き
、
経
済
動
向
等
を
総
合
判
断
し
て
、
公
開
市
場
操
作
、
公
定

歩
合
操
作
、
準
備
預
金
制
度
を
駆
使
し
た
金
融
政
策
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

Ⅲ
．
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
経
済
学

1
．
情
報
の
非
対
称
性
に
関
す
る
研
究
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ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、「
情
報
の
非
対
称
性
」
に
関
す
る
研
究
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
。
代
表

的
な
ニ
ュ
ー
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
と
し
て
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
来
の
自
由
放
任
主
義
経
済
学
、
市
場
万
能
の
考
え
方
に
は
否
定
的
な
立
場
を

と
り
、
市
場
に
は
適
切
な
規
制
が
必
要
と
主
張
し
て
い
る
。
情
報
の
非
対
称
性
は
、
取
引
す
る
売
り
手
と
買
い
手
の
情
報
量
の
違
い
が「
市

場
の
失
敗
（m

arket
failure

）」を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
精
緻
な
研
究
を
通
し
て
、
情
報
の
非
対
称
性
な
ど
が
存
在
す
る
限
り
、

市
場
が
万
能
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

情
報
の
非
対
称
性
は
も
と
も
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ー
サ
ー
・
ア
カ
ロ
フ
（
一
九
四
〇
年
〜
、
二
〇
〇
一
年
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
）

が
、
一
九
七
〇
年
の
論
文
「
レ
モ
ン
の
市
場：

品
質
の
不
確
実
性
と
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
（T

he
M
arket

for
“
L
em
ons”
:
Q
uality

U
ncertainty

and
the
M
arket

M
echanis

（
44
）

m

）」で
取
り
上
げ
提
示
し
た
「
レ
モ
ン
の
原
理
」
の
基
盤
と
な
っ
た
理
論
で
あ
る
。
①
売
り
手

の
方
が
買
い
手
よ
り
も
商
品
の
質
に
関
し
て
多
く
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
（
売
り
手
と
買
い
手
の
監
で
情
報
量
に
差
が
あ
る
）、
つ
ま
り

異
な
る
経
済
主
体
の
間
に
情
報
の
非
対
称
性
が
存
在
す
る（
45
）と、（
ゲ
ー
ム
理
論
で
い
う
と
こ
ろ
の
）「
逆
選
択
」
が
発
生
し
、
市
場
が
成
立

し
な
く
な
る
、
②
こ
う
し
た
望
ま
し
く
な
い
結
果
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
情
報
を
自
発
的
に
開
示
し
、
情
報
の
非
対
称
性
を
解
消
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
逆
選
択
と
は
、
人
々
は
よ
い
も
の
を
選
ん
で
取
引
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
結
果
的

に
は
市
場
か
ら
よ
い
も
の
が
駆
逐
さ
れ
て
悪
い
も
の
ば
か
り
が
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
い
う
。

市
場
原
理
を
重
視
す
る
古
典
派
、
新
古
典
派
経
済
学
は
、
完
全
競
争
市
場
と
い
う
理
想
的
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
市
場
分
析
を
行
っ
た
。

市
場
に
よ
る
資
源
配
分
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
完
全
競
争
市
場
の
前
提
条
件
は
、
①
需
要
者
、
供
給
者
と
も
多
数
存
在
し
、
価
格
支
配
力

を
持
た
な
い
こ
と
（
各
主
体
は
、
市
場
で
決
ま
っ
た
価
格
を
使
用
し
行
動
す
る
プ
ラ
イ
ス
テ
イ
カ
ー
で
あ
る
）、
②
需
要
者
、
供
給
者
と

も
市
場
や
商
品
に
関
す
る
完
全
な
情
報
を
持
つ
こ
と
（
個
々
が
持
つ
情
報
量
に
格
差
が
な
い
）、
③
財
が
同
質
で
製
品
差
別
化
が
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
④
参
入
・
退
出
が
自
由
に
行
わ
れ
る
こ
と
、
の
四
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
前
提
条
件
の
下
、
利
潤
最
大
化
を
目
指
す
企
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業
と
利
己
的
に
効
用
最
大
化
を
目
指
す
消
費
者
が
、
与
え
ら
れ
た
価
格
の
中
で
各
々
合
理
的
に
判
断
し
て
動
け
ば
、
極
め
て
競
争
的
な
市

場
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
そ
の
よ
う
な
完
全
競
争
市
場
は
あ
り
得
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
最
た
る
理
由
は
、
売
り
手
と
買
い

手
が
持
つ
情
報
に
は
必
ず
非
対
称
性
が
生
じ
る
（
上
記
②
の
条
件
が
達
成
で
き
な
い
）
か
ら
で
あ
る
。
情
報
の
非
対
称
性
に
よ
り
完
全
競

争
市
場
の
前
提
は
崩
れ
、
適
切
な
資
源
配
分
は
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
研
究
に
お
い
て
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
が
市
場
の
失
敗
の
事
例
と
し

て
あ
げ
た
の
が
、
逆
選
択
で
あ
っ（
46
）た。

例
え
ば
、
中
古
車
市
場
に
お
い
て
、
中
古
車
の
質
に
つ
い
て
情
報
を
持
つ
主
体
は
、
売
り
手
又
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
あ
る
。
個
々
の
車
の

質
に
関
す
る
情
報
（
同
じ
中
古
車
で
あ
っ
て
も
比
較
的
良
質
の
車
か
、
や
は
り
欠
陥
車
か
）
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
、
当
該
情
報
を
持
た

な
い
主
体
は
買
い
手
で
あ
る
。
た
だ
し
、
買
い
手
は
個
々
の
車
の
質
に
関
す
る
情
報
を
持
た
な
い
が
、「
中
古
車
」
と
い
う
平
均
的
な
質

に
関
す
る
情
報
は
持
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
買
い
手
は
中
古
車
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
車
が
欠
陥
車
（
レ
モ
ン
）
で
あ
る
可
能
性
を
考

え
、
需
要
は
安
価
な
車
ば
か
り
に
集
中
す
る
。
結
果
と
し
て
、
条
件
の
よ
い
高
め
の
中
古
車
（
ピ
ー
チ
）
は
中
古
車
市
場
か
ら
排
除
さ
れ
、

最
終
的
に
同
市
場
に
は
安
く
粗
悪
な
欠
陥
車
し
か
残
ら
な
く
な
る
。
さ
ら
に
、
中
古
車
市
場
で
は
、
価
格
が
安
く
な
る
ほ
ど
安
全
面
で
の

不
安
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
買
い
手
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
適
切
な
資
源
配
分
を
阻
害
す
る
理
由
と
な（
47
）る。

保
険
市
場
で
も
逆
選
択
は
生
じ
得
る
。
例
え
ば
、
生
命
保
険
会
社
は
、
顧
客
の
健
康
状
態
に
関
す
る
情
報
は
有
し
て
い
な
い
。
保
険
会

社
は
知
ら
な
い
対
象
に
対
し
保
険
料
を
高
め
に
設
定
す
る
わ
け
だ
が
、
健
康
な
人
は
保
険
加
入
を
敬
遠
す
る
た
め
、
加
入
者
に
は
不
健
康

な
人
ば
か
り
が
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
保
険
市
場
で
起
こ
る
情
報
の
非
対
称
性
は
、
加
入
者
に
よ
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
自
動
車
保
険
加
入
者
が
、
保
険
加
入
し
た
こ
と
に
安
心
し
て
規
律
が
緩
み
安
全
運
転
を
疎
か
に
し
た
り
、

保
険
金
目
当
て
に
故
意
に
事
故
を
起
こ
し
保
険
会
社
に
損
害
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
は
、
モ
ラ
ル
の
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低
下
に
伴
い
生
じ
得
る
行
動
規
範
の
緩
み
の
こ
と
を
い
う
。

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
生
じ
る
の
は
、
保
険
会
社
が
自
動
車
保
険
加
入
者
の
行
動
を
完
全
に
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

加
入
者
の
性
格
や
意
図
に
つ
い
て
情
報
を
持
た
ず
、
そ
の
事
故
が
不
慮
の
も
の
か
故
意
な
の
か
を
識
別
で
き
な
い
。
保
険
取
引
後
の
行
動

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
、
い
ず
れ
の
場
合
も
同
じ
扱
い
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ（
48
）る。

情
報
の
非
対
称
性
、
そ
れ
に
伴
い
逆
選
択
が
生
じ
る
限
り
、
市
場
は
万
全
に
は
機
能
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
、「
見
え
ざ
る
手
な
ど
存

在
し
な
い
」
の
で
あ
る
。
今
日
様
々
な
分
野
に
お
い
て
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
の
は
、
情
報
の
非
対
称
性
の
た
め
に
市
場
経
済
が
健
全
に

機
能
し
な
い
こ
と
が
一
因
と
し
て
あ
る
。
市
場
が
万
能
で
な
い
限
り
、
政
府
が
規
制
や
介
入
す
る
必
要
性
を
認
め
、
格
差
を
解
消
す
る
政

策
を
実
施
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

2
．
Ｉ
Ｍ
Ｆ
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
へ
の
批
判

情
報
の
非
対
称
性
の
経
済
学
の
ほ
か
に
も
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
米
国
が
先
導
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
責
任
を
追
及
し
た

こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
彼
の
主
著
（
翻
訳
書
）
の
一
つ
、「
世
界
を
不
幸
に
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
正
体
（G

lobalization
and
its

discontents

）」は
、「
米
国
の
横
暴
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
世
界
の
人
々
の
貧
困
を
拡
大
さ
せ
た
」
と
主
張
し
て
い
る
。

先
進
国
主
導
の
国
際
貿
易
ル
ー
ル
の
下
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
自
由
競
争
が
行
わ
れ
れ
ば
、
経
済
劣
位
に
あ
る
発
展
途
上
国
は
確
実
に
不
利
な

立
場
に
立
た
さ
れ
、
南
北
格
差
が
拡
大
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が
途
上
国
に
対
し
提
言
し
た
「
ワ
シ
ン

ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（W

ashington
C
onsensus

）」は
、
そ
う
し
た
先
進
国
の
行
動
の
根
拠
と
な
っ
た
理
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
済

危
機
に
陥
っ
た
発
展
途
上
国
に
対
し
、
貿
易
・
投
資
の
自
由
化
、
規
制
緩
和
と
民
営
化
、
小
さ
な
政
府
な
ど
の
自
由
主
義
に
則
っ
た
政
策

を
、
危
機
か
ら
の
救
済
と
引
き
換
え
に
勧
告
す
る
も
の
で
あ（
49
）る。
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危
機
か
ら
救
済
さ
れ
る
と
は
い
え
、
途
上
国
に
と
っ
て
自
由
主
義
政
策
は
決
し
て
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
入
れ

た
途
端
、
途
上
国
は
米
国
の
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
ら
れ
、
踊
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、「
小
さ
な
政
府
」
政
策
に
よ
っ
て
不
況
時

に
柔
軟
な
財
政
政
策
を
行
う
こ
と
を
制
限
さ
れ
、
景
気
回
復
は
困
難
と
な
っ（
50
）た。
景
気
回
復
の
途
を
自
由
貿
易
に
求
め
て
も
、
米
国
が
旗

を
振
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
下
で
は
、
途
上
国
は
強
国
の
な
す
が
ま
ま
に
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン

サ
ス
は
、
危
機
か
ら
の
救
済
と
引
き
換
え
に
、
実
質
的
に
途
上
国
を
自
ら
の
方
針
に
従
属
さ
せ
る
米
国
の
世
界
戦
略
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
世
界
銀
行
は
そ
の
前
線
と
し
て
機
能
し
た
。
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
介
入
し
て
無
理
な

自
由
化
を
迫
り
、
タ
イ
経
済
が
混
乱
に
陥
っ（
51
）た。

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
る
途
上
国
へ
の
自
由
主
義
政
策
の
押
し
付
け
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
も
た
ら
す
富
裕
国
と
貧
困
国
と
い
う
格
差
拡
大
、
貧
困
国
を
中
心
と
す
る
環
境
破
壊
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
環
境
対
策
と

し
て
は
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
炭
素
税
を
戦
略
的
に
導
入
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
炭
素
税
が
先
進
国
で
導
入
さ
れ
れ
ば
、
環
境
対

策
予
算
の
増
加
、
環
境
破
壊
の
減
少
が
見
込
め（
52
）る。
ま
た
、
先
進
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
、
途
上
国
経
済
を
翻
弄

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
金
融
取
引
税
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
途
上
国
に
経
済
的
賠
償
を
保
証
で
き
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
批
判
に
従
え
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
途
上
国
へ
の
自
由
主
義
の
押
し
売
り
の
手
段
と
し
て
使
わ

れ
た
の
で
あ
り
、
弱
肉
強
食
の
自
由
競
争
に
途
上
国
を
巻
き
込
ん
で
そ
こ
か
ら
利
益
を
吸
い
上
げ
る
、
形
を
変
え
た
新
た
な
植
民
地
政
策

だ
っ
た
と
い
え
な
く
も
な（
53
）い。
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
自
体
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
米
政
府
の
代
理

機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
横
暴
さ
を
正
し
、
歪
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
本
来
の
目
的
に
適
っ
た
状
態
に
戻
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
そ
れ

に
伴
う
代
償
は
先
進
国
が
負
担
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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Ⅳ
．
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ロ
批
判

ユ
ー
ロ
擁
護
派
に
よ
れ
ば
、
ユ
ー
ロ
と
い
う
統
一
通
貨
の
導
入
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
共
同
体
内
部
に
存
在
し
て
い
た
為
替
相
場
リ
ス
ク
が
消
え
、
当
該
リ
ス

ク
を
ヘ
ッ
ジ
す
る
た
め
に
企
業
が
負
担
す
る
コ
ス
ト
が
低
減
す
る
こ
と
で
、
ユ

ー
ロ
圏
内
の
経
済
取
引
や
経
済
協
力
が
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
域
内

の
貿
易
取
引
の
拡
大
は
そ
の
ま
ま
欧
州
の
経
済
成
長
の
原
動
力
と
な
り
得
る
。

さ
ら
に
ユ
ー
ロ
に
よ
っ
て
、
圏
内
諸
国
の
商
品
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
差
が
解
消
さ

れ
、
企
業
間
の
競
争
促
進
、
イ
ン
フ
レ
率
の
低
下
と
と
も
に
消
費
者
に
も
利
益

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
二
〇
一
九
年
に
は
、
ユ
ー
ロ
圏
の
輸
出
相
手
国
の

四
五
・
六
％
、
輸
入
相
手
国
の
四
七
・
八
％
を
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
が
占
め
て
い
る
。

欧
州
企
業
は
、
関
税
同
盟
や
統
一
通
貨
で
拡
大
す
る
域
内
貿
易
に
よ
っ
て
、
膨

大
な
利
益
を
享
受
す
る
立
場
に
あ
る
（
図
表
5
）。

し
か
し
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩

壊
」
の
中
で
、
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
に
対
し
、
数
々
の
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

本
章
で
は
、
本
書
に
示
さ
れ
る
見
解
に
若
干
の
補
足
を
行
い
な
が
ら
、
ス
テ
ィ

グ
リ
ッ
ツ
の
い
う
「
ユ
ー
ロ
の
問
題
点
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

図表5 ユーロ圏の輸出入相手国・地域の国・地域別割合（2019年・％）

①輸出相手国 ②輸入相手国

（出所）経済産業省「通商白書2020年版」、63頁より筆者作成
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1
．
ユ
ー
ロ
擁
護
派
の
認
識
の
ズ
レ

ユ
ー
ロ
擁
護
派
が
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
の
導
入
を
推
し
進
め
た
理
由
に
は
、
経
済
的
効
果
の
み
な
ら
ず
、
欧
州
が
統
合
に
よ
り
一
体
化
し

発
言
権
と
影
響
力
を
持
つ
た
め
に
は
、
米
国
や
日
本
な
ど
と
同
様
に
単
一
の
共
通
通
貨
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
例
え
ば
米
国
と
欧
州
の
状
況
は
大
き
く
異
な
る
。
米
国
各
州
は
経
済
・
産
業
規
模
、
産
業
構
造
、
人
口
の
多
寡
に
隔
た
り
が
あ

り
、
富
の
偏
在
も
見
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
言
語
と
政
治
制
度
を
共
有
し
て
い
る
。
他
方
、
欧
州
諸
国
の
言
語
、
民
族
や
文
化
の
壁
は

厚
く
、
Ｅ
Ｕ
の
政
治
制
度
は
統
一
感
が
希
薄
と
い
う
意
味
で
弱
体
で
あ（
54
）る。
米
国
で
は
辺
境
の
州
で
あ
っ
て
も
、
州
民
は
自
ら
を
米
国
人

と
意
識
し
て
い
る
が
、
欧
州
で
は
概
ね
富
裕
国
の
欧
州
へ
の
帰
属
意
識
は
希
薄
で
あ
り
、
当
事
国
と
し
て
の
主
体
性
（
カ
ン
ト
リ
ー
・
オ

ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
に
も
乏
し（
55
）い。
フ
ラ
ン
ス
人
や
英
国
人
は
、
多
く
の
場
合
自
ら
を
「
欧
州
人
」
と
名
乗
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自

ら
は
フ
ラ
ン
ス
人
、
英
国
人
な
の
で
あ
る
。

ユ
ー
ロ
擁
護
派
の
も
う
一
つ
の
主
張
は
、
経
済
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
に
係
る
伝
統
的
な
議
論
、
経
済
統
合
に
よ
っ
て
市
場
が
拡
大
す
れ
ば
、

生
産
者
が
享
受
す
る
規
模
の
経
済
性
（
生
産
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
製
品
の
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
が
減
少
す
る
）、
比
較
優
位
性

（
各
々
の
国
が
他
国
よ
り
得
意
な
分
野
に
特
化
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て
の
効
率
性
が
向
上
す
る
）
が
働
き
、
結
果
的
に
生
活
水
準
が
向
上

す
る
と
い
う
も
の
で
あ（
56
）る。
こ
れ
ら
は
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
、
英
国
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
リ
カ
ー
ド
が

唱
え
た
理
論
だ
が
、
当
時
の
経
済
学
を
現
代
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
不
具
合
が
生
じ
る
。
今
日
、
関
税
や
貿
易
障
壁
は
十
分
に

低
く
、
そ
れ
以
上
に
障
壁
を
低
く
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
収
穫
逓
減
の
法
則
に
よ
り
相
対
的
に
小
さ
く
な
る
だ
ろ
う
。
実
際
Ｅ
Ｕ
域

内
で
は
、
関
税
同
盟
に
よ
り
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
り
労
働
力
の
移
動
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
資
本
移
動
の
自
由
も
、

Ｅ
Ｕ
法
（
Ｅ
Ｕ
の
機
能
に
関
す
る
条
約
第
六
三
条
等
）
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
。
統
一
通
貨
導
入
に
伴
い
、
経
済
統
合
が
よ
り
強
固

に
な
れ
ば
欧
州
全
体
の
生
活
水
準
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
ユ
ー
ロ
擁
護
派
は
主
張
し
た
が
、
モ
ノ
、
ヒ
ト
、
カ
ネ
が
自
由
化
さ
れ
た
状
況
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で
、
統
一
通
貨
は
生
活
水
準
向
上
の
必
須
条
件
で
は
な
く
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
必
ず
し
も
大
き
く
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

2
．
富
裕
国
・
貧
困
国
の
格
差
拡
大

欧
州
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
は
、
一
九
九
九
年
一
月
に
導
入
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
一
月
よ
り
流
通
が
開
始
さ
れ
た
。
ユ
ー
ロ
は
、
当
初
の
期

待
通
り
に
欧
州
内
の
資
本
偏
在
の
解
消
に
貢
献
し
た
。
資
本
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
富
裕
国
か
ら
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ギ

リ
シ
ャ
な
ど
周
辺
諸
国
に
流
入
し
、
当
該
諸
国
は
低
金
利
で
潤
沢
な
資
金
調
達
が
可
能
と
な
り
、
経
済
も
急
速
に
成
長
し
た
。
ユ
ー
ロ
導

入
当
初
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
目
指
し
た
通
り
の
各
国
経
済
の
収
斂
、
格
差
是
正
効
果
は
確
か
に
存
在
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
は
持

続
せ
ず
、
資
本
は
周
辺
国
か
ら
富
裕
国
に
再
び
逆
戻
り
し
、
周
辺
諸
国
の
信
用
は
低
下
、
不
況
と
財
政
悪
化
に
陥
っ
た
の
で
あ
っ（
57
）た。
市

場
が
周
辺
国
の
経
常
赤
字
や
財
政
赤
字
は
持
続
不
能
と
気
づ
き
、
投
資
資
金
は
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
不
動
産
バ
ブ
ル
が
萎

む
や
周
辺
諸
国
は
相
次
い
で
危
機
に
陥
っ
た
。
投
資
資
金
は
、
消
費
と
不
動
産
投
資
、
財
政
赤
字
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
向
け
ら
れ
た
に
過

ぎ
ず
、
周
辺
諸
国
の
生
産
性
向
上
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

資
本
ば
か
り
で
な
く
人
材
も
（
よ
り
条
件
の
よ
い
就
職
先
を
求
め
て
）
富
裕
国
に
移
動
す
る
と
、
富
裕
国
は
豊
富
な
資
金
に
加
え
優
秀

な
人
材
を
活
用
し
て
、
経
済
的
な
優
位
性
を
確
立
す
る
に
至
っ（
58
）た。
結
果
的
に
は
、
ユ
ー
ロ
導
入
後
の
欧
州
は
、
富
裕
国
と
貧
困
国
、
豊

か
で
発
展
す
る
北
部
と
貧
し
い
南
部
と
い
う
明
確
な
格
差
、
対
立
と
分
断
を
生
ん
だ
。
ユ
ー
ロ
は
圏
内
の
弱
い
国
を
よ
り
弱
く
し
、
強
い

国
を
よ
り
強
く
し
た
だ
け
だ
っ
た
、
と
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
い
う
。

加
盟
国
間
だ
け
で
な
く
、
一
国
内
部
で
の
格
差
も
拡
大
し
た
。
ユ
ー
ロ
圏
周
辺
国
の
経
済
成
長
は
行
き
詰
ま
り
、
各
国
政
府
が
緊
縮
財

政
政
策
を
実
施
し
た
結
果
、
賃
金
引
下
げ
圧
力
に
よ
っ
て
収
入
は
減
少
、
低
所
得
者
層
、
中
間
層
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
欧
州
の
成

長
を
加
速
し
、
富
と
社
会
的
流
動
性
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
ユ
ー
ロ
の
目
的
は
、
当
初
の
予
定
と
は
逆
の
影
響
を
も
た
ら
し
、
各
国
で
難
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民
排
斥
を
主
張
す
る
極
右
政
党
の
台
頭
を
促
し
た
。

ユ
ー
ロ
は
期
待
さ
れ
た
経
済
の
収
斂
で
は
な
く
「
拡
散
型
の
悪
影
響
」
を
及
ぼ
し
た
が
、
ユ
ー
ロ
圏
で
と
ら
れ
た
政
策
も
状
況
の
さ
ら

な
る
悪
化
を
も
た
ら
し
た
。
欧
州
諸
国
に
は
も
と
も
と
大
国
と
小
国
、
強
国
と
弱
国
と
い
う
格
差
は
存
在
し
た
が
、
欧
州
統
合
が
進
ん
で

も
強
い
国
が
弱
い
国
を
責
め
る
思
考
様
式
、「
ユ
ー
ロ
首
脳
が
現
況
を
引
き
起
こ
し
た
責
任
を
弱
い
国
に
な
す
り
つ
け
、
そ
れ
を
責
め
る

精
神
構
造
」
が
あ
っ（
59
）た。
例
え
ば
、
二
〇
一
一
年
の
ギ
リ
シ
ャ
危
機
、
そ
の
後
の
ユ
ー
ロ
危
機
の
際
に
は
、
ド
イ
ツ
が
設
定
し
た
、
改
革

の
断
行
、
債
務
の
削
減
、
社
会
保
障
・
年
金
・
医
療
制
度
の
全
面
的
見
直
し
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
示
さ
れ
た
。
危
機
当
事
国
（
ポ
ル

ト
ガ
ル
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
、
キ
プ
ロ
ス
な
ど
）
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
問
題
の
解
決
に

有
効
だ
と
考
え
た
か
ら
で
は
な
く
、
拒
否
す
れ
ば
「
ユ
ー
ロ
か
ら
の
追
放
を
含
む
受
け
入
れ
が
た
い
結
果
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
ら
だ
っ

た
。ギ

リ
シ
ャ
危
機
が
そ
の
後
の
ユ
ー
ロ
危
機
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
筋
書
き
は
、
ド
イ
ツ
な
ど
強
国
が
同
国
の
財
政
赤
字
と
債
務
を
ほ
ぼ

全
て
の
原
因
と
断
じ
た
こ
と
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
当
時
財
政
黒
字
を
計
上
し
累
積
債
務
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
が
低
か
っ
た
ス
ペ
イ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
、
ユ
ー
ロ
危
機
の
災
禍
に
見
舞
わ
れ
た
。
財
政
赤
字
と
債
務
が
危
機
を
引
き
起
こ
し
た
と

い
う
見
解
は
、
妥
当
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
経
済
は
、
少
数
の
富
裕
な
資
本
家
（
寡
頭
資
本
家
）
が
経
済
・
産
業
を
支
配

し
、
歴
代
政
府
は
放
漫
な
財
政
運
営
を
行
う
一
方
で
、
零
細
企
業
中
心
の
諸
国
の
中
で
も
徴
税
体
制
は
不
備
が
多
か
っ（
60
）た。
そ
う
し
た
状

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、Ｅ
Ｕ
加
盟
や
ユ
ー
ロ
参
加
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、そ
れ
を
強
国
が
受
け
入
れ
た
こ
と
こ
そ
が
そ
も
そ
も
の
問
題
だ
っ

た
の
で
あ（
61
）る。

ユ
ー
ロ
危
機
の
当
事
諸
国
は
、
国
際
通
貨
基
金（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、
欧
州
中
央
銀
行（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）、
欧
州
委
員
会
の
三
頭
制（
ト
ロ
イ
カ
体
制
）

が
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
応
え
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
歳
出
削
減
と
構
造
改
革
（
賃
金
や
商
品
価
格
の
低
下
、
効
率
性
向
上
に



75 地域経済統合の深化と問題点

向
け
た
経
済
の
再
編
）
を
内
容
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
単
に
危
機
当
事
国
の
改
革
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、「
事
実
上
、
援
助
と
引
き

換
え
に
経
済
主
権
の
大
部
分
を
加
盟
国
仲
間
に
譲
り
渡
せ
と
要
求
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
危
機
当
事
国
に
貸
与
さ
れ
た
資
金
に
は
厳
格
な

条
件
が
付
け
ら
れ
て
い（
62
）た。
そ
の
条
件
は
融
資
返
済
と
は
直
接
関
係
は
な
く
、
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
の
財
務
大
臣
が
、
強
権

的
に
危
機
当
事
国
の
経
済
活
動
を
彼
ら
の
方
針
の
枠
に
は
め
込
む
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
加
盟
国
が
ユ
ー
ロ
圏
に
と
ど
ま
る
た
め
に
は
、

各
国
民
の
雇
用
、
企
業
活
動
、
そ
し
て
共
同
体
を
守
る
こ
と
よ
り
も
、
財
政
赤
字
と
累
積
債
務
を
一
定
水
準
以
下
に
抑
え
込
む
こ
と
が
優

先
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
危
機
当
事
国
の
経
済
収
縮
を
も
た
ら
し
、
貸
し
付
け
た
資
金
の
回
収
を
滞
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
当
該
諸
国
の
経

済
は
停
滞
し
国
民
の
所
得
が
減
り
、
不
平
等
が
拡
大
し
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
危
機
前
の
水
準
に
回
復
し
た
の
は
唯
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
み
で
あ

り
、
危
機
当
事
国
が
迅
速
に
成
長
軌
道
に
戻
る
と
い
う
「
ト
ロ
イ
カ
体
制
」
の
想
定
は
、
こ
と
ご
と
く
的
外
れ
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

3
．
異
な
る
国
に
同
じ
政
策
を
適
用
す
る
こ
と
の
弊
害

Ｅ
Ｕ
は
、
公
共
的
な
意
思
決
定
、
公
共
政
策
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
下
位
の
行
政
体
（
各
国
政
府
）
に
権
力
と
責
任
を
持
た
せ
、

各
国
が
担
い
き
れ
な
い
部
分
を
Ｅ
Ｕ
が
担
う
「
補
完
原
則
」
を
採
用
し
て
い
る
。
あ
る
国
・
地
域
特
有
の
環
境
に
関
わ
る
政
策
決
定
は
、

超
国
家
機
関
（
Ｅ
Ｕ
）
で
な
く
、
当
該
地
域
の
共
同
体
下
で
行
っ
た
方
が
適
切
に
行
わ
れ
る
が
、
一
つ
の
国
の
行
動
は
、「
溢
出
効
果
」

を
通
じ
て
他
の
国
・
地
域
に
も
影
響
を
与
え
う
る
。
そ
の
場
合
、
上
位
の
行
政
体
（
超
国
家
機
関
の
Ｅ
Ｕ
）
が
何
ら
か
の
調
整
や
行
動
に

乗
り
出
す
必
要
が
あ
る
。
ユ
ー
ロ
創
設
の
際
に
は
、
そ
れ
が
持
つ
外
部
性
、
一
つ
の
国
の
状
況
や
行
動
が
、
ユ
ー
ロ
と
い
う
共
有
項
を
通

じ
他
の
諸
国
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
。
ユ
ー
ロ
管
理
に
係
る
規
則
・
規
制
を
設
定
し
た
際
、
危
惧
さ
れ
た
溢
出
効
果
の

一
つ
が
、
域
内
の
あ
る
国
家
が
過
剰
な
債
務
を
抱
え
た
時
に
発
生
す
る
外
部
性
だ
っ（
63
）た。
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前
出
の
ユ
ー
ロ
加
盟
基
準
の
第
四
条
件
（
健
全
財
政
）
に
は
、
ド
イ
ツ
の
厳
格
な
金
融
政
策
、
特
に
第
一
次
大
戦
後
の
ハ
イ
パ
ー
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
か
ら
得
た
、
イ
ン
フ
レ
に
対
す
る
深
い
危
惧
が
反
映
さ
れ
て
い（
64
）る。
長
い
間
、
イ
ン
フ
レ
を
抑
止
す
べ
く
厳
格
に

規
律
を
守
っ
て
き
た
自
国
ほ
ど
懸
命
に
規
律
を
守
っ
て
こ
な
か
っ
た
、
財
政
状
態
が
芳
し
く
な
い
国
々
と
協
力
し
合
う
こ
と
に
な
っ
た
状

況
の
下
で
、
独
自
の
中
央
銀
行
を
手
放
す
こ
と
の
弊
害
を
ド
イ
ツ
は
懸
念
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
ユ
ー
ロ
加
盟
国
は
、
財
政
赤
字
と
債
務
を

低
水
準
に
保
つ
条
件
を
遵
守
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
中
央
銀
行
が
取
り
組
む
べ
き
最
優
先
の
責
務
は
、
イ
ン
フ
レ
リ
ス
ク
と
失
業
率
が
均
衡
す
る
よ
う
金
利

を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ユ
ー
ロ
加
盟
一
九
ヶ
国
（
二
〇
二
一
年
一
月
末
現
在
）
の
経
済
状
況
や
安
定
条
件
に
は
著
し
い
違

い
が
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
防
止
を
最
優
先
す
る
国
に
適
切
な
政
策
は
、
高
失
業
率
を
懸
念
す
る
国
に
は
最
も
不
適
切
な
政
策
と
な
り
得
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
彼
は
、「
統
一
通
貨
と
中
央
銀
行
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
厄
災
の
元
と
な
り
得
る
し
、
民
主
主
義
的
な
妥
協
は
両
者
に
悪

い
結
果
を
も
た
ら
し
得
る
」
と
い
い
切
っ
て
い
る
。
各
国
の
産
業
や
国
民
生
活
を
左
右
す
る
政
策
の
決
定
が
中
央
集
権
化
さ
れ
た
結
果
、

各
国
は
厳
格
な
財
政
政
策
と
金
融
政
策
に
従
わ
ざ
る
を
得
ず
、
仮
に
自
国
だ
け
が
不
景
気
や
金
融
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

か
ら
脱
す
る
独
自
の
手
段
（
自
国
通
貨
の
供
給
量
調
整
や
為
替
相
場
調
整
な
ど
）
を
持
つ
こ
と
は
ほ
ぼ
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
状
況
で

は
、
受
容
不
可
能
な
イ
ン
フ
レ
と
失
業
が
同
時
並
行
的
に
起
き
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

各
国
の
経
済
構
造
、
価
値
観
、
経
済
観
に
著
し
い
違
い
が
あ
る
時
、
複
数
の
国
家
が
通
貨
を
共
有
し
、
政
策
上
の
協
働
を
成
功
さ
せ
る

の
は
難
し（
65
）い。
予
測
不
能
な
事
態
が
起
こ
る
な
か
、
対
策
に
向
け
た
意
思
決
定
が
求
め
ら
れ
て
も
、
意
見
の
隔
た
り
が
あ
る
限
り
、
全
会

一
致
で
合
意
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
最
大
公
約
数
的
な
決
定
が
下
さ
れ
て
も
、
関
係
各
国
に
は
多
少
な
り
と
も
不
満
が
残

る
だ
ろ
う
。
福
祉
向
上
の
た
め
に
全
欧
州
レ
ベ
ル
で
共
同
的
な
行
動
を
と
る
余
地
は
限
定
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ（
66
）る。

ユ
ー
ロ
加
盟
国
の
貿
易
取
引
に
お
い
て
も
、
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
は
十
分
な
制
約
要
因
と
な
り
得
る
。
例
え
ば
、
国
内
で
産
業
が
発
達
し
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輸
出
が
輸
入
を
上
回
る
輸
出
立
国
、
輸
入
が
輸
出
を
上
回
る
が
こ
れ
か
ら
輸
出
産
業
を
振
興
し
た
い
国
は
、
域
外
国
通
貨
に
比
べ
て
自
国

の
為
替
水
準
は
低
く
抑
え
ら
れ
る
方
が
よ
い
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
国
内
産
業
が
大
き
く
な
く
、
恒
常
的
に
ユ
ー
ロ
圏
以
外
か
ら
の

輸
入
が
輸
出
を
上
回
る
国
に
と
っ
て
は
、
自
国
通
貨
は
高
い
方
が
都
合
が
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ユ
ー
ロ
の
為
替
水
準
や
金
融
政
策
を

決
定
す
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
あ
る
Ｅ
Ｃ
Ｂ
で
あ
る
。
例
え
ば
ド
イ
ツ
は
、
欧
州
随
一
の
産
業
大
国
と
し
て
、
米
国
や
中
国
等
Ｅ

Ｕ
域
外
国
と
も
多
額
の
貿
易
取
引
を
行
っ
て
い
る
。
欧
州
の
経
済
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
ド
イ
ツ
工
業
製
品
の
国
際
競
争
力
を
高
め
よ
う
と
す

る
な
ら
、
米
ド
ル
な
ど
に
対
す
る
ユ
ー
ロ
の
為
替
相
場
を
低
く
維
持
し
た
い
意
図
が
働
く
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
加
盟
国
の
う
ち
輸

入
中
心
の
諸
国
に
と
っ
て
、「
安
い
ユ
ー
ロ
」
は
必
ず
し
も
好
ま
し
い
こ
と
と
は
な
ら
な
い
。

4
．
自
国
通
貨
を
持
た
な
い
こ
と
の
意
味
〜
欧
州
先
進
国
が
抱
え
る
「
原
罪
問
題
」
〜

欧
州
統
合
と
ユ
ー
ロ
の
議
論
に
つ
い
て
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
主
張
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
の
は
、「
通
貨
は
国
家
の
独
立
を
支
え
、

各
国
の
経
済
成
長
を
促
進
す
る
た
め
に
存
在
す
る
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
国
家
が
独
自
の
通
貨
を
持
た
な
い
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
二

〇
一
一
年
の
ギ
リ
シ
ャ
危
機
の
際
に
も
露
呈
し
た
。
ギ
リ
シ
ャ
危
機
の
余
波
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
ま
で
及
び
、
こ
れ

ら
の
国
の
国
債
金
利
は
急
騰
（
価
格
は
下
落
）、
同
年
秋
に
は
フ
ラ
ン
ス
国
債
ま
で
も
格
下
げ
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
債
格
下
げ
の
際
、

フ
ラ
ン
ス
当
局
者
は
英
国
と
自
国
の
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
比
較
し
、
英
国
よ
り
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
が
よ
い
フ
ラ
ン
ス
の
国
債
を

格
下
げ
し
た
の
は
不
当
だ
、と
い
う
論
調
を
展
開
し
た
。二
〇
一
一
年
時
点
の
財
政
赤
字
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、英
国
が
八
・
八
％
だ
っ

た
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
五
・
八
％
と
相
対
的
に
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い（
67
）た。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
マ
ー

テ
ィ
ン
・
フ
ェ
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、（
ユ
ー
ロ
に
加
盟
す
る
）
フ
ラ
ン
ス
が
自
国
通
貨
を
発
行
す
る
中
央
銀
行
を
擁
し
て
い
な
い
リ
ス

ク
を
取
り
上
げ
、
逆
に
フ
ラ
ン
ス
当
局
者
を
批
判
し
た
。
ユ
ー
ロ
加
盟
国
は
、
米
国
、
英
国
や
日
本
な
ど
の
先
進
国
と
は
異
な
り
、
自
国
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通
貨
及
び
そ
れ
を
発
行
す
る
中
央
銀
行
を
擁
し
て
い
な
い
。
一
方
、
自
国
通
貨
を
持
つ
国
の
政
府
債
務
に
デ
フ
ォ
ル
ト
を
起
こ
す
リ
ス
ク

は
ほ
ぼ
存
在
し
な
い
。
例
え
ば
、
英
国
債
の
元
利
払
い
期
が
到
来
し
た
際
に
は
、
英
国
政
府
は
常
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
を
通
じ
て
ポ
ン

ド
を
発
行
し
支
払
い
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
フ
ラ
ン
ス
銀
行
（
中
銀
）
を
通
じ
て
ユ
ー
ロ
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
仮
に
フ
ラ
ン
ス
国
債
の
投
資
家
が
フ
ラ
ン
ス
の
財
政
赤
字
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
す
る
た
め
に
必
要
な
借
り
入
れ
を
実

現
で
き
な
け
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
は
デ
フ
ォ
ル
ト
に
追
い
込
ま
れ
る
。
こ
れ
が
、
経
済
・
財
政
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
よ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
の
国
債
が
よ
り
危
険
と
見
な
さ
れ
、
高
い
金
利
を
要
求
さ
れ
た
理
由
で
あ
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
中
南
米
諸
国
の
多
く
は
、
自
前
の
中
央
銀
行
と
自
国
通
貨
を
持
っ
て
い
る
が
、
し
ば
し
ば
債
務
危
機
に
見
舞
わ

れ
る
。
途
上
国
の
場
合
、
自
国
通
貨
は
あ
っ
て
も
海
外
資
本
家
か
ら
自
国
通
貨
建
て
で
は
資
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
米
ド

ル
な
ど
外
貨
で
の
借
り
入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
バ
リ
ー
・
ア
イ
ケ
ン
グ
リ
ー
ン
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

リ
カ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
マ
ン
ら
は
、
一
九
九
七
〜
一
九
九
八
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
、「
原
罪
（original

sin

）」と
い
う
言
葉
で
海
外
借

入
を
行
っ
て
き
た
東
南
ア
ジ
ア
新
興
国
の
困
難
を
説
明
し（
68
）た。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
ユ
ー
ロ
加
盟
各
国
は
、
自
国
通
貨
を
放
棄
し
た
た
め

に
、
自
国
通
貨
建
て
の
借
入
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
発
展
途
上
国
と
同
じ
「
原
罪
問
題
」
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

5
．
ユ
ー
ロ
は
自
由
主
義
経
済
の
産
物
で
あ
る

「
欧
州
統
合
の
父
」
で
あ
る
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
を
は
じ
め
、
よ
り
強
大
な
欧
州
を
目
指
し
統
合
推
進
を
望
ん
だ
善
意
の
政
治
家
た
ち
の
根

本
思
想
は
、「
市
場
原
理
主
義
」、「
新
自
由
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
市
場
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
確
信
を
持
っ
て
い
た

が
、
市
場
の
限
界
や
そ
れ
を
適
切
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
要
素
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ（
69
）た。
市
場
原
理
主
義
者
の

信
条
の
ひ
と
つ
は
、
政
府
が
イ
ン
フ
レ
率
を
低
く
安
定
し
さ
え
す
れ
ば
、
市
場
が
全
て
の
人
々
の
た
め
に
成
長
と
繁
栄
を
保
証
す
る
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
長
期
的
に
は
加
盟
国
間
の
相
似
性
が
高
ま
り
、
収
斂
が
十
分
な
水
準
に
達
す
れ
ば
、
適
度
に
機
能
す
る
通
貨

圏
が
で
き
あ
が
る
だ
ろ
う
と
楽
観
的
に
構
え
て
い
た
。多
少
の
差
異
が
生
じ
て
も
、ユ
ー
ロ
圏
が
作
り
出
す
結
束
と
政
治
的
な
協
調
に
よ
っ

て
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
追
加
的
制
度
は
自
ず
と
構
築
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ（
70
）る。
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、「
ユ
ー

ロ
は
自
由
主
義
経
済
の
産
物
」
だ
っ
た
。

し
か
し
、
彼
ら
が
期
待
し
た
収
斂
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
だ
っ
た
。
統
合
の
過
程
で
欧
州
に
起
こ
っ
た
こ
と
は
、（
特
に
経
済
・

金
融
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
後
に
は
、）
市
場
は
均
衡
に
向
か
わ
ず
、
国
と
国
の
格
差
が
さ
ら
に
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代

か
ら
金
融
自
由
化
が
本
格
化
し
、
一
九
九
九
年
に
単
一
通
貨
が
実
現
し
て
も
、
市
場
経
済
が
持
つ
は
ず
の
市
場
調
整
機
能
は
十
分
に
は
発

揮
さ
れ
な
か
っ
た
。
ユ
ー
ロ
加
盟
国
は
市
場
原
理
だ
け
で
は
収
斂
で
き
ず
、
む
し
ろ
拡
散
し
た
。
自
由
市
場
で
は
、
資
金
と
資
源
は
最
も

大
き
な
利
回
り
が
得
ら
れ
る
国
に
流
れ
込
む
。
従
っ
て
、
思
い
切
っ
た
政
策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
、
加
盟
国
間
の
経
済
、
富
の
格
差
が
是

正
さ
れ
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
も
と
も
と
ユ
ー
ロ
は
、「
市
場
が
完
全
に
効
率
的
で
あ
る
」
と
の
信
念
の
下
に
誕
生
し
た
が
、
市

場
の
失
敗
や
非
効
率
性
、
そ
れ
が
生
じ
た
際
の
調
整
手
段
を
備
え
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。

行
き
過
ぎ
た
自
由
主
義
は
必
ず
強
者
と
弱
者
の
格
差
を
生
み
、
多
く
の
場
合
、
強
者
に
よ
る
弱
者
へ
の
搾
取
が
行
わ
れ
る
。
ユ
ー
ロ
危

機
の
際
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
強
国
や
ト
ロ
イ
カ
体
制
が
危
機
当
事
国
に
行
っ
た
の
は
、
緊
縮
財
政
政
策
や
構
造
改
革
の
強
制
と
、
危
機
当
事

国
か
ら
経
済
主
権
を
実
質
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。
前
出
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
先
進
国
が
発
展
途
上
国
に
政
策

を
押
し
付
け
た
時
、
条
件
案
出
の
基
盤
と
な
っ
た
理
論
だ
が
、
欧
州
に
お
け
る
統
一
通
貨
の
導
入
に
際
し
て
も
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ

ン
サ
ス
と
同
様
の
考
え
方
が
大
き
く
影
響
し
た
の
で
あ（
71
）る。
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6
．
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
提
案

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
ユ
ー
ロ
は
「
明
ら
か
な
失
敗
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
彼
は
そ
れ
で
も
、「
欧
州
統
合
と

い
う
歴
史
的
な
一
大
事
業
を
、
ユ
ー
ロ
に
こ
だ
わ
っ
て
潰
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
い
い
切（
72
）る。
本
来
、
欧
州
統
合
は
、
欧
州
の
政
治

的
統
合
と
い
う
壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
通
貨
制
度
に
矮
小
化
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
そ
の
本

旨
で
あ
る
。
欧
州
各
国
は
、
ユ
ー
ロ
圏
を
統
治
す
る
制
度
を
改
革
す
る
か
、
金
融
財
政
政
策
に
関
す
る
決
定
権
を
各
国
に
委
ね
る
体
制
に

戻
る
か
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
政
治
統
合
と
経
済
統
合
を
強
化
し
て
欧
州
独
自
の
特
徴
を
際
立
た
せ
る

の
か
、
ユ
ー
ロ
を
解
体
し
て
欧
州
の
独
自
色
を
薄
め
る
か
の
二
者
択
一
の
選
択
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
と
い
う
超
国
家
共
同
体
に
属
し
な
が
ら
、

加
盟
各
国
が
独
立
国
の
体
裁
を
保
ち
つ
つ
、
通
貨
を
通
じ
た
金
融
政
策
と
い
う
重
要
な
経
済
分
野
で
決
定
権
が
な
い
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

に
あ
る
欧
州
中
央
銀
行
だ
け
が
そ
の
決
定
権
を
握
っ
て
い
る
）
と
い
う
歪
ん
だ
体
制
を
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
ユ
ー
ロ
圏
の
構
造
改
革
が
目
指
す
べ
き
は
、「
全
て
の
参
加
国
（
加
盟
国
）
が
完
全
雇
用
と
旺
盛
な
成
長
を
同

時
に
達
成
で
き
、
柔
軟
な
為
替
レ
ー
ト
と
独
立
し
た
金
融
政
策
を
待
た
ず
と
も
、
経
常
赤
字
が
持
続
可
能
な
水
準
に
と
ど
ま
る
経
済
シ
ス

テ
ム
」
だ
と
述
べ
て
い（
73
）る。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、「
完
全
雇
用
を
維
持
さ
せ
る
と
い
う
ユ
ー
ロ
圏
の
真
摯
な
姿
勢
」
と
と
も
に
、「
市

場
任
せ
に
し
な
い
」
こ
と
が
必
要
だ
と
説
い
て
い
る
。
市
場
の
自
律
性
に
任
せ
て
も
、
完
全
雇
用
は
維
持
さ
れ
ず
そ
の
安
定
も
確
保
さ
れ

な
い
た
め
、
政
府
介
入
を
伴
う
具
体
的
な
政
策
が
必
要
で
あ
る
と
の
立
場
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
中
核
的
経
済
学
者
と
し
て
、

も
っ
と
も
な
主
張
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
ま
ず
重
大
な
七
つ
の
構
造
改
革
案
（
と
二
つ
の
危
機
政
策
改
革
案
）
を
提
示
し
て
い（
74
）る。
提
案
の
通

り
、
Ｅ
Ｕ
共
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
銀
行
同
盟
や
債
務
の
相
互
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
ユ
ー
ロ
が
果
た
せ
な
か
っ
た
経
済
的
な
収
斂
を

実
現
し
、
欧
州
の
連
帯
を
強
化
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
共
通
し
た
政
策
・
改
革
の
大
半
は
、
国
家
の
決
定
権
と
主
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権
を
あ
る
程
度
縮
小
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
政
治
的
に
は
相
当
に
難
し
い
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
次
の
代
替

案
を
提
示
し
て
い
る
。

①
そ
の
場
し
の
ぎ
戦
略
を
堅
持
す
る

基
本
的
に
現
状
維
持
を
通
す
と
い
う
選
択
肢
で
あ
り
、「
ぎ
り
ぎ
り
ユ
ー
ロ
圏
を
ひ
と
つ
に
つ
な
ぎ
止
め
ら
れ
る
が
、
繁
栄
へ
の
復
帰

に
は
至
ら
な
い
水
準
で
努
力
を
続
け
る
こ
と
」
で
あ（
75
）る。
こ
の
場
合
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
貧
困
状
態
に
あ
る
周
辺
国
の
不
況
は
果
て
し
な
く

続
き
、
将
来
に
わ
た
り
膨
大
な
損
失
と
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

②
「
柔
軟
な
ユ
ー
ロ
」
を
作
り
上
げ
る

ユ
ー
ロ
圏
で
統
一
通
貨
を
運
用
す
る
形
が
改
め
ら
れ
、
ユ
ー
ロ
圏
を
い
く
つ
か
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
後
、
最
終
的
に
各
国
が
国
の
違

い
や
優
先
順
位
を
考
慮
に
入
れ
て
、
独
自
の
ユ
ー
ロ
を
持
ち
運
用
す
る
こ
と
を
目
指（
76
）す。
各
国
の
ユ
ー
ロ
は
独
自
の
価
値
を
持
っ
て
変
動

す
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
変
動
範
囲
は
ユ
ー
ロ
圏
の
諸
政
策
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
後
に
十
分
な
連
帯
が
醸
成
さ
れ

れ
ば
、
変
動
範
囲
は
徐
々
に
小
さ
く
な
り
、
最
終
的
に
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
が
掲
げ
た
統
一
通
貨
の
目
標
が
真
に
達
成
さ
れ
る
と

い
う
の
が
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
見
立
て
で
あ
る
。
当
該
案
は
、
各
グ
ル
ー
プ
又
は
各
国
は
電
子
通
貨
を
創
設
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
る
。
電
子
通
貨
は
送
金
、
金
融
シ
ス
テ
ム
内
の
資
金
量
の
増
減
、
新
た
な
信
用
創
造
・
供
与
と
い
っ
た
場
面
で
利
便
性
が
高
い
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、「
柔
軟
な
ユ
ー
ロ
」
の
制
度
内
で
、
為
替
相
場
の
変
動
を
制
限
す
る
な
ら
ば
、（
不
均
衡
を
通
じ
欧
州
の
近
隣
諸
国
や
グ
ロ

ー
バ
ル
経
済
の
外
部
性
と
な
り
得
る
）
貿
易
黒
字
の
抑
制
、
貿
易
収
支
調
整
の
負
担
を
赤
字
国
よ
り
黒
字
国
に
負
わ
せ
る
こ（
77
）と、
各
国
生

産
性
の
収
斂
が
必
要
と
し
て
い
る
。
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③
欧
州
の
全
力
を
あ
げ
て
可
能
な
限
り
「
円
満
な
離
婚
」
を
す
る

ユ
ー
ロ
が
導
入
さ
れ
る
前
の
体
制
、
一
九
の
異
な
る
通
貨
が
併
存
す
る
体
制
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
再
編
成
し
、
少
な
く
と
も

二
、
三
の
通
貨
圏
に
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
こ
と
で
あ
る
。
分
割
さ
れ
て
誕
生
す
る
複
数
の
通
貨
価
値
は
、
ユ
ー
ロ
圏
の
諸
政
策
に
影
響
を

受
け
得
る
も
の
の
、
基
本
的
に
独
立
に
変
動
す
る
。
た
だ
し
、
現
行
ユ
ー
ロ
か
ら
の
脱
退
に
は
、「
財
政
赤
字
、
経
常
赤
字
と
債
務
の
処

理
、新
規
投
資
に
安
定
し
て
信
用
を
供
与
で
き
る
安
定
し
た
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
維
持
、そ
し
て
、新
た
な
金
融
取
引
制
度
の
構
築
」

と
い
う
課
題
が
あ（
78
）る。

上
記
の
代
替
案
の
中
で
は
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
③
を
推
し
て
い
る
。
①
や
②
に
比
べ
、
大
き
な
コ
ス
ト
を
要
さ
ず
実
現
で
き
、
利
益

も
見
込
め
る
か
ら
で
あ
る
。
ユ
ー
ロ
に
加
盟
し
た
ば
か
り
に
ド
イ
ツ
及
び
「
ト
ロ
イ
カ
体
制
」
か
ら
長
く
抑
圧
を
受
け
て
き
た
ギ
リ
シ
ャ

国
民
は
、
こ
の
「
離
婚
」
に
よ
っ
て
尊
厳
と
民
主
主
義
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
独
自
通
貨
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
対
ユ
ー
ロ
相

場
を
切
り
下
げ
、
主
力
の
観
光
業
に
注
力
す
る
の
に
加
え
て
、「
欧
州
版
サ
ン
ベ
ル
ト
」
と
し
て
年
金
生
活
者
を
呼
び
込
み
、
基
本
業
務

を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た
企
業
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
本
社
を
ど
こ
に
で
も
設
定
で
き
る
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
も
で
き

る
、
と
い（
79
）う。

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
提
示
す
る
も
う
一
つ
の
選
択
肢
は
、
ド
イ
ツ
や
北
部
の
富
裕
国
（
オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
現
在
の
苦
境

か
ら
復
活
で
き
そ
う
な
国
）
を
ユ
ー
ロ
か
ら
離
脱
さ
せ
る
こ
と
で
あ（
80
）る。
そ
の
場
合
、
そ
の
離
脱
に
伴
い
ユ
ー
ロ
相
場
は
切
り
下
が
り
、

多
く
の
国
が
貿
易
収
支
の
均
衡
を
回
復
す
る
た
め
に
輸
入
を
抑
え
る
よ
う
な
手
段
を
選
択
せ
ず
に
す
む
し
、
為
替
相
場
が
下
が
れ
ば
、
輸

出
が
増
加
し
輸
入
が
減
っ
て
、
結
果
的
に
経
済
成
長
と
税
収
増
を
も
た
ら
し
、
緊
縮
財
政
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
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合
、
ド
イ
ツ
を
含
む
北
部
諸
国
の
貿
易
黒
字
は
削
減
さ
れ
る
た
め
、
経
済
を
刺
激
し
完
全
雇
用
を
達
成
す
る
に
は
、
賃
上
げ
や
政
府
支
出

の
増
加
な
ど
経
済
対
策
を
採
用
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。

し
か
し
、
現
実
問
題
と
し
て
、
ド
イ
ツ
が
ユ
ー
ロ
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
ユ
ー
ロ
形
成
の
歴
史
か
ら
考
え
て
難
し
い
だ
ろ
う
。
ス
テ
ィ

グ
リ
ッ
ツ
は
経
済
合
理
性
の
観
点
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
ユ
ー
ロ
離
脱
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ユ
ー
ロ
は
「
政

治
的
通
貨
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
ド
イ
ツ
が
他
の
欧
州
諸
国
と
と
も
に
歩
む
と
い
う
「
盟
約
通
貨
」
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
危
機
の
際
に
も
、

ド
イ
ツ
の
ユ
ー
ロ
離
脱
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
欧
州
に
対
す
る
政
治
的
裏
切
り
を
意
味
す（
81
）る。
ユ
ー
ロ
は
、
こ
う

し
た
点
を
含
め
政
治
的
に
判
断
す
る
要
素
が
あ
り
、
単
に
経
済
合
理
性
だ
け
で
そ
の
行
方
を
判
断
す
る
の
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

7
．「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
」
か
ら
見
た
ユ
ー
ロ
の
適
格
性

複
数
国
間
で
統
一
通
貨
を
導
入
す
る
場
合
、
統
一
通
貨
圏
の
適
格
性
を
判
定
す
る
理
論
と
し
て
、「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
（T

heory
of

O
ptim
um
C
urrency

A
reas:

O
C
A

）」が
あ
る
。
本
節
で
は
、
わ
が
国
の
欧
州
経
済
研
究
の
第
一
人
者
、
田
中
素
香
東
北
大
学
名
誉
教
授

の
論
考
を
参
考
に
し
つ
つ
、
国
際
経
済
分
野
で
重
要
な
最
適
通
貨
圏
の
理
論
か
ら
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
議
論
を
改
め
て
捉
え
て
み
た
い
。

Ｏ
Ｃ
Ａ
理
論
は
、
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
教
授
だ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
マ
ン
デ
ル
（
一
九
三
二
〜
二
〇
二
一
年
、
一

九
九
九
年
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
）
が
、
一
九
六
一
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
勤
務
時
代
に
初
め
て
提
唱
し（
82
）た。
史
上
初
の
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
の
形
成
に

刺
激
を
受
け
、
そ
の
後
多
く
の
研
究
者
が
理
論
構
築
と
実
証
を
通
じ
、
二
〇
世
紀
に
大
き
く
発
展
し
た
理
論
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
の

古
典
的
理（
83
）論は
、
当
該
通
貨
圏
の
適
格
性
の
判
定
に
、
労
働
力
の
移
動
性
、
経
済
開
放
性
、
生
産
の
多
様
性
（
産
業
構
造
の
多
様
性
）
な

ど
の
要
件
を
あ
げ
て
、
そ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
（
各
要
件
に
お
い
て
加
盟
国
が
近
い
状
況
に
あ
れ
ば
）、「
適
格
通
貨
圏
（
Ｏ
Ｃ
Ａ
）」
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で
あ
る
と
し
て
い
た
。
適
格
通
貨
圏
と
は
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
や
生
産
要
素
の
移
動
性
に
よ
っ
て
経
済
的
な
結
び
つ
き
が
強
く
、
当

該
地
域
全
体
で
統
一
通
貨
を
持
つ
こ
と
が
経
済
的
利
益
に
適
う
、
経
済
効
率
を
最
大
化
す
る
よ
う
な
地
理
的
な
地
域
の
こ
と
を
い
う
。
統

一
通
貨
圏
内
の
経
済
・
産
業
構
造
が
近
似
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
た
際
に
、
加
盟
国
経
済
が
同
じ
よ
う
な
景
気
サ
イ

ク
ル
を
た
ど
る
場
合
は
、
各
国
間
に
経
済
格
差
は
生
じ
ず
、
共
通
の
経
済
政
策
、
金
融
政
策
で
対
応
が
可
能
と
な
る
。
特
定
の
国
だ
け
に

発
生
す
る
「
非
対
称
性
シ
ョ
ッ
ク
」
が
発
生
し
な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
各
国
が
個
別
に
異
な
る
調
整
を
行
う
こ
と
な
く
統
一
通
貨
を
導

入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
二
年
の
ユ
ー
ロ
危
機
の
際
に
は
、
ユ
ー
ロ
の
統
一
通
貨
圏
と
し
て
の

適
格
性
と
Ｏ
Ｃ
Ａ
古
典
理
論
の
有
効
性
が
問
わ
れ
た
。
古
典
理
論
は
生
産
側
の
要
因
を
要
件
と
し
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
貨
幣
・
金

融
側
の
要
因
か
ら
発
生
し
た
ユ
ー
ロ
危
機
を
的
確
に
評
価
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
統
一
通
貨
圏
の
適
格
性
を
判
定
す
る
唯
一
の
理
論

を
否
定
し
て
は
、
ユ
ー
ロ
危
機
及
び
ポ
ス
ト
・
ユ
ー
ロ
危
機
を
体
系
的
に
分
析
評
価
す
る
方
法
を
失
う
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｃ
Ａ

理
論
の
改
良
・
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い（
84
）た。
例
え
ば
、
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
（
ベ
ル
ギ
ー
）
教
授
の
ポ
ー
ル
・
デ
・
グ
ラ
ウ

ウ
ェ
（
一
九
四
六
年
〜
）
の
Ｏ
Ｃ
Ａ
理
論
は
、
そ
う
し
た
要
請
に
対
し
提
示
さ
れ
た
理
論
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
Ｏ
Ｃ
Ａ
古
典
理
論
を
再
構

成
し
、
コ
ス
ト
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
分
析
を
個
別
に
行
い
、
双
方
の
分
析
を
総
合
し
て
最
適
性
を
判
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
貨
幣
・
金
融
側

の
諸
要
因
を
取
り
込
ん
で
分
析
で
き
る
利
点
を
も
た
ら
し
た
。

通
貨
圏
の
適
格
性
を
測
る
際
に
重
視
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
加
盟
国
の
経
済
要
素
等
に
お
け
る
類
似
・
近
似
性
と
、
そ
れ
ら

が
集
合
し
統
一
通
貨
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際
の
経
済
効
率
性
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
古
典
理
論
が
あ
げ
る
、
多
様
な
生
産
物

を
生
産
し
（
生
産
の
多
様
性
）
か
つ
経
済
が
開
放
的
（
経
済
の
開
放
度
）
で
あ
る
諸
国
が
集
合
し
て
統
一
通
貨
圏
を
形
成
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
加
盟
国
の
一
部
を
捉
え
る
非
対
称
的
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
す
る
可
能
性
は
低
く
な
り
、
そ
れ
が
発
生
し
て
も
比
較
的
容
易
に
吸
収
で
き
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る
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ョ
ッ
ク
を
吸
収
す
る
た
め
に
、
名
目
為
替
レ
ー
ト
を
調
整
す
る
必
要
性
も
低
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
為
替

調
整
コ
ス
ト
の
発
生
を
抑
え
経
済
効
率
性
に
も
適
う
と
い
う
意
味
で
、
当
該
通
貨
圏
は
「
Ｏ
Ｃ
Ａ
」
と
見
な
さ
れ
よ（
85
）う。

特
定
国
に
お
い
て
非
対
称
性
シ
ョ
ッ
ク
が
生
じ
る
場
合
で
も
、
最
適
通
貨
圏
を
構
成
し
得
る
条
件
が
経
済
学
者
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て

い
る
。
マ
ン
デ
ル
の
最
適
通
貨
圏
の
理
論
は
、
国
内
の
雇
用
と
物
価
水
準
を
安
定
さ
せ
る
要
因
を
基
盤
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ（
86
）る。
マ

ン
デ
ル
は
そ
の
中
で
、
カ
ナ
ダ
東
部
（
工
業
圏
）
と
西
部
（
農
業
圏
）
よ
り
は
、
カ
ナ
ダ
東
部
と
同
じ
工
業
圏
で
あ
る
米
国
東
部
の
方
が

最
適
通
貨
圏
を
形
成
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
は
適
し
て
い
る
と
い
っ
た
議
論
を
展
開
し
た
。
米
国
は
、
特
定
産
業
が
特
定
の
州
に
集
中

す
る
度
合
い
が
欧
州
よ
り
も
高（
87
）い。
例
え
ば
、
原
油
価
格
急
騰
と
い
う
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
際
、
テ
キ
サ
ス
州
の
石
油
産
業
は
潤
う
が
、

ミ
シ
ガ
ン
州
の
自
動
車
産
業
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
マ
ン
デ
ル
は
、
米
国
諸
州
は
共
通
し
て
米
ド
ル
を
使
用
す
る
が
、

実
は
最
適
通
貨
圏
と
は
い
い
難
い
と
し
て
、
六
つ
の
通
貨
圏
（
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
に
分
離
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
し（
88
）た。
そ
れ
で
も
、
ど
の
州
も

ド
ル
通
貨
圏
か
ら
の
離
脱
を
考
え
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
古
典
理
論
が
提
示
す
る
要
件
を
超
え
る
基
準
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
開
発
高
等
研
究
所
教
授
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ら
は
、
そ
の
著（
89
）書で
「
政
治
的
基
準
」
を
提
示
し
、
Ｏ

Ｃ
Ａ
古
典
理
論
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
て
も
、
財
政
資
金
の
移
転
、
選
好
の
同
質
性
、
連
帯
性
の
三
基
準
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
な
お
Ｏ
Ｃ

Ａ
で
あ
り
得
る
と
し（
90
）た。
例
え
ば
、
財
政
資
金
の
移
転
を
重
視
す
る
考
え
方
に
お
い
て
は
、
労
働
の
移
動
性
が
低
い
場
合
で
も
、
好
況
の

国
か
ら
税
金
等
を
徴
収
し
不
況
の
国
に
補
助
金
と
し
て
支
払
う
と
い
っ
た
財
政
移
転
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
調
整
は
可

能
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
、
多
様
な
経
済
特
質
を
持
つ
五
〇
州
で
構
成
さ
れ
る
米
ド
ル
通
貨
圏
で
あ
っ
て
も
、
Ｏ
Ｃ
Ａ

で
あ
る
と
判
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
適
通
貨
圏
の
理
論
の
分
析
視
点
は
幅
広
い
が
、
そ
の
全
て
を
考
慮
せ
ず
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
古
典
理
論
が

あ
げ
る
三
要
件
や
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ら
が
提
示
し
た
政
治
的
基
準
に
照
ら
し
た
だ
け
で
も
、
ユ
ー
ロ
圏
及
び
ユ
ー
ロ
の
導
入
・
運
営
に
つ

い
て
の
適
格
性
や
問
題
点
が
垣
間
見
え
て
く
る
。
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ユ
ー
ロ
は
、
三
つ
の
個
別
的
状
況
を
伴
っ
て
導
入
さ
れ（
91
）た。
第
一
は
、
ユ
ー
ロ
と
い
う
通
貨
制
度
が
全
く
新
規
に
案
出
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、
一
九
七
九
年
に
創
設
さ
れ
た
欧
州
通
貨
制
度
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
を
は
じ
め
と
す
る
通
貨
協
力
の
経
験
と
そ
の
中
で
培
わ
れ
た
加
盟
諸
国

の
相
互
信
頼
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ（
92
）る。
第
二
は
、
通
貨
協
力
の
段
階
か
ら
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
古
典
理
論
が
欧
州
統
一
通
貨
制
度
を
設

計
す
る
理
論
的
な
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
マ
ン
デ
ル
を
は
じ
め
多
数
の
経
済
学
者
が
最
適
通
貨
圏
を
研
究
し
、
多
面
的

な
理
論
や
分
析
手
法
を
提
供
し
た
。
そ
し
て
第
三
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
安
定
に
は
、
物
価
安
定
を
基
軸
と
す
る
西
ド
イ
ツ
の
通
貨
制
度
が
大
き

く
貢
献
し
影
響
し
た
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
の
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
を
踏
ま
え
た
西
ド
イ
ツ
の
厳
格
な
基
準
や
制
度
運

営
は
、
統
一
通
貨
制
度
の
信
認
を
得
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
統
一
に
伴
う
マ
ル
ク
放
棄
と
引
き
換
え
に
、
ド
イ
ツ
連
邦

銀
行
制
度
の
影
響
が
決
定
的
と
な
っ
た
。

通
貨
統
合
の
加
盟
国
は
、
独
自
の
金
融
政
策
や
為
替
相
場
の
変
更
と
い
っ
た
権
限
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
通
貨
統
合
加
盟

に
伴
う
コ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
Ｅ
Ｕ
に
は
固
有
の
事
情
が
あ
っ
た
。
資
本
移
動
の
自
由
化
が
進
ん
だ
一
九
八
〇
年
代
、
Ｅ
Ｍ

Ｓ
に
お
い
て
金
利
設
定
の
自
由
は
西
ド
イ
ツ
に
独
占
さ
れ
て
お
り
、
他
の
加
盟
国
に
は
実
質
的
に
そ
の
自
由
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
他
の

加
盟
国
は
、
西
ド
イ
ツ
と
同
様
に
資
本
移
動
の
自
由
化
に
向
か
い
、
対
マ
ル
ク
の
固
定
相
場
制
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
固
定
相

場
制
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、西
ド
イ
ツ
の
金
融
政
策
に
従
わ
ざ
る
を
得
ず
、他
の
加
盟
国
は
自
律
的
な
金
融
政
策
を
採
用
で
き
な
か
っ（
93
）た。

一
九
八
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
が
通
貨
統
合
構
想
を
発
表
し
た
の
は
、
一
国
一
票
制
の
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
お
い
て
、
そ
の
独
占
権
を
西
ド
イ
ツ
か
ら
取

り
戻
す
意
味
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
以
外
の
諸
国
は
、
通
貨
統
合
に
参
加
す
る
こ
と
で
金
融
政
策
の
自
由
を
喪
失
す
る
と
い
う

認
識
を
あ
ま
り
持
つ
こ
と
な
く
、
ま
た
高
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
市
場
の
信
頼
を
失
い
か
け
て
い
た
南
欧
諸
国
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
の
信
認

を
受
け
継
ぐ
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
参
加
す
る
こ
と
で
信
頼
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
±
二
・
二
五
％
の
為
替
変
動
幅
を
維
持
す
る
た
め
に
中
心
レ
ー
ト
（
為
替
平
価
）
の
変
更
・
調
整
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が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
通
貨
統
合
に
よ
り
為
替
平
価
変
更
の
必
要
は
な
く
な
る
が
、
加
盟
国
間
の
イ
ン
フ
レ
格
差
は
残
存
す
る
。
そ
れ
が

統
一
通
貨
圏
の
不
安
定
要
因
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
一
九
八
九
年
に
提
出
さ
れ
た
ド
ロ
ー
ル
委
員
会
報
告
の
主
た
る
テ
ー
マ
は
、

名
目
為
替
レ
ー
ト
を
変
更
す
る
こ
と
な
し
に
、
こ
う
し
た
非
対
称
性
シ
ョ
ッ
ク
を
い
か
に
吸
収
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

結
論
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
地
域
的
不
均
衡
に
対
し
て
は
、
生
産
要
素
の
移
動
性
と
物
価
の
柔
軟
性
を
強
め
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

は
Ｏ
Ｃ
Ａ
古
典
理
論
が
あ
げ
た
Ｏ
Ｃ
Ａ
と
な
る
た
め
の
要
件
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｃ
Ａ
古
典
理
論
（
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
）

に
よ
れ
ば
、
生
産
の
多
様
性
や
経
済
の
開
放
性
の
点
で
非
対
称
性
シ
ョ
ッ
ク
が
生
じ
た
場
合
は
、
例
え
ば
労
働
の
移
動
性
や
賃
金
の
柔
軟

性
等
の
調
整
を
行
う
こ
と
で
解
決
を
図
る
と
い
う
道
筋
が
あ（
94
）る。
従
っ
て
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
及
び
為
替
相
場
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ユ
ー

ロ
は
Ｏ
Ｃ
Ａ
古
典
理
論
が
求
め
る
要
件
に
は
適
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ら
が
主
張
し
た
政
治
的
基
準
か
ら
見
た
ユ
ー
ロ
の
通
貨
圏
と
し
て
の
適
格
性
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
当
該

基
準
の
う
ち
、
選
好
の
同
質
性
と
連
帯
性
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
盟
国
が
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
通
貨
協
力
を
実
施
し
て
き
た
経
緯
か

ら
も
、
あ
る
程
度
前
提
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
財
政
資
金
移
転
に
つ
い
て
は
制
度
上
実
現
が
難
し
い
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
お
い
て

財
政
政
策
は
各
国
政
府
の
権
限
下
に
あ
り
、
協
調
と
い
う
こ
と
で
し
か
そ
の
埋
め
合
わ
せ
は
で
き
な
い
構
造
に
な
っ
て
い（
95
）る。
ユ
ー
ロ
加

盟
の
た
め
の
「
加
盟
国
の
財
政
収
支
赤
字
を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
三
％
以
内
」
と
す
る
健
全
財
政
条
件
は
、
加
盟
国
の
財
政
協
調
の
度
合
い
を

強
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
が
Ｅ
Ｕ
シ
ス
テ
ム
の
構
造
的
な
限
界
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
金
融
政
策
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
、
財
政
政

策
へ
の
関
与
は
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ｓ
と
い
う
分
業
シ
ス
テ
ム
で
は
、
例
え
ば
景
気
対
策
を
金
融
・
財
政
の
両
面
か
ら
効
果
的
に
行
お
う
と
し
て
も
、

Ｅ
Ｃ
Ｂ
と
各
国
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ｓ
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い
と
い
う
可
能
性
が
な
く
は
な
い
。
金
融
・
財
政
分
野
の
二
重
構
造
は
、
経
済
効
率
性

か
ら
見
る
と
難
点
が
生
じ
得
る
。

ユ
ー
ロ
の
統
一
通
貨
圏
と
し
て
の
適
格
性
は
、
制
度
を
構
築
し
た
後
の
運
営
の
仕
方
に
よ
っ
て
も
少
な
か
ら
ず
阻
害
さ
れ
た
と
い
え
よ
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う
。
ユ
ー
ロ
の
制
度
設
計
は
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
古
典
理
論
に
従
い
経
済
合
理
性
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
の
、
実
際
の
運
営
で
は
か
な
り
政
治

的
な
要
因
が
入
り
込
ん
だ
。
ユ
ー
ロ
加
盟
国
の
四
条
件
は
規
定
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
に
は
一
部
条
件
が
未
達
で
も
加
盟
を
許
さ
れ
た
国

が
散
見
さ
れ
た
。
例
え
ば
ギ
リ
シ
ャ
は
、
欧
州
の
非
共
産
国
の
中
で
は
旧
東
側
諸
国
が
集
ま
る
バ
ル
カ
ン
半
島
に
最
も
近
く
、
安
全
保
障

の
上
で
地
政
学
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
加
盟
の
決
め
手
と
な
っ
た
。
東
西
冷
戦
は
終
結
し
た
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
代
は
な
お
ロ
シ
ア

へ
の
警
戒
感
は
払
拭
さ
れ
て
お
ら
ず
、
対
ロ
シ
ア
政
策
の
一
方
で
旧
東
側
諸
国
の
西
側
諸
国
へ
の
同
化
を
、
経
済
合
理
性
に
則
る
の
で
は

な
く
政
治
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
加
盟
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
国
の
産
業
構
造
や
財
政
状
況
、
当
該
国
加
入
後
の
ユ
ー
ロ

圏
全
体
へ
の
影
響
を
経
済
合
理
性
に
よ
っ
て
十
分
検
討
す
る
必
要
は
あ
っ
た
が
、
政
治
的
要
因
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
が
や
や
お
ざ

な
り
に
な
っ
た
と
い
う
印
象
は
拭
え
な
い
。

最
適
通
貨
圏
の
理
論
に
従
え
ば
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
が
提
案
す
る
ユ
ー
ロ
分
割
案（「
円
満
な
離
婚
」
案
）
も
、
各
国
の
特
性
、
経
済
開

放
度
、
産
業
構
造
、
財
政
状
況
等
を
詳
細
に
検
討
し
て
か
ら
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
こ
と
が
一
案
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
経
済
開
放
度
は
、

ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
な
ど
北
部
諸
国
で
高
い
が
、
ギ
リ
シ
ャ
の
そ
れ
は
最
も
低
く
、
ユ
ー
ロ
危
機
時
に
は
い
わ
ゆ
る
「
Ｐ
Ｉ

Ｉ
Ｇ
Ｓ
諸
国
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
）」の
う
ち
ギ
リ
シ
ャ
を
除
く
四
ヶ
国
や
フ
ラ
ン
ス

の
開
放
度
は
ギ
リ
シ
ャ
に
準
じ
て
低
か
っ（
96
）た。
経
済
開
放
度
を
基
準
と
す
る
場
合
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
北
部
諸
国
、
フ
ラ
ン

ス
や
イ
タ
リ
ア
を
中
心
と
す
る
南
部
諸
国
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
分
け
が
可
能
と
な
る
。
実
際
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
、
適
切
な
複
数
の
経
済

的
基
準
の
選
定
を
行
い
、
経
済
合
理
性
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
マ
ン
デ
ル
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

例
え
ば
一
国
内
部
で
も
地
域
に
よ
っ
て
産
業
構
造
等
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
限
り
、
通
貨
圏
と
し
て
の
適
格
性
を
持
っ
た
精
緻
な
グ
ル
ー

プ
を
国
単
位
に
よ
っ
て
構
築
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
作
業
と
な
ろ
う
。
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お
わ
り
に

〜
経
済
統
合
に
お
い
て
政
治
と
経
済
は
両
立
す
る
か
〜

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
い
う
地
域
経
済
統
合
は
経
済
的
に
成
功
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が
公
表
す
る
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
推
移
を
一
九
九
一
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
前
の
二
〇
一
八

年
ま
で
見
る
と
、
Ｅ
Ｕ
を
代
表
す
る
経
済
大
国
ド
イ
ツ
で
さ
え
、
中

国
は
い
う
に
及
ば
ず
、
全
期
間
に
わ
た
り
ほ
ぼ
先
進
国
平
均
や
米
国

の
数
値
を
下
回
っ
て
い
る
（
図
表
6
）。
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
一
年

は
三
・
九
％
と
な
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年
以
降
は
〇
・
四
％
か
ら
二

・
五
％
の
レ
ン
ジ
で
推
移
し
て
い
る
。
ユ
ー
ロ
圏
全
体
の
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
は
二
〇
一
五
年
に
二
・
一
％
、
二
〇
一
六
年
一
・
九
％
、

二
〇
一
七
年
二
・
五
％
、二
〇
一
八
年
一
・
九
％
と
な
っ
て
お
り（
現

在
入
手
で
き
る
ユ
ー
ロ
圏
全
体
の
数
値
は
二
〇
一
五
年
以
降
に
限
ら

れ
る
）、
ド
イ
ツ
と
同
様
に
先
進
国
全
体
と
比
較
し
て
突
出
し
て
良

好
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
米
国
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
に
大

規
模
な
金
融
危
機
（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）
を
経
験
し
た
も
の
の
、

二
〇
〇
九
年
六
月
以
降
二
〇
二
〇
年
二
月
ま
で
一
二
八
ヶ
月
間
も
景

図表6 主要国の実質ＧＤＰ成長率の推移（1991―2018年）

（出所）IMF World Economic Outlook より筆者作成
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気
拡
大
期
が
続
く
な（
97
）ど、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
に
表
れ
る
以
上
に
、
そ
の
経
済
回
復
力
に
は
ユ
ー
ロ
圏
に
は
な
い
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

現
在
ま
で
を
見
る
限
り
、
ユ
ー
ロ
圏
の
経
済
成
長
率
は
先
進
国
全
体
か
ら
見
て
も
、「
や
や
低
迷
」
し
て
い
る
と
い
う
域
を
脱
し
て
い

な（
98
）い。
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
に
い
わ
せ
れ
ば
、
欧
州
経
済
不
調
の
理
由
の
多
く
は
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
確
か

に
最
も
野
心
的
で
深
化
し
た
経
済
統
合
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
経
済
的
効
果
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
統
合
の
深
度
と
と
も
に
弱

ま
っ
て
い
っ
た
感
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
統
合
の
深
度
が
浅
い
、
統
合
度
が
第
一
段
階
の
地
域
経
済
統
合
で
も
数
多
く
の
問
題
が
観
察
さ
れ（
99
）る。
例
え
ば
、
一
九
九
四

年
に
発
効
し
た
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
は
、
単
純
な
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
超
え
る
も
の
で
な
く
、
労
働
者
の
国

境
越
し
の
自
由
な
移
動
な
ど
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
加
盟
国
が
受
け
た
デ
メ
リ
ッ
ト
は
甚
大
だ
っ
た
。
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、「
自
由
貿
易
協
定
」
と
い
う
お
題
目
自
体
が
「
一
種
の
虚
偽
広
告
」
で
あ
り
、
米
国
や
米
国
産

業
界
が
利
益
を
享
受
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
米
国
が
そ
の
全
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
た
経
済
統
合
に
お
い
て
、
最
も
損
失
を
被
っ

た
の
は
メ
キ
シ
コ
だ
っ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
米
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
大
量
生
産
に
よ
る
安
価
な
農
作
物
は
零
細
農
家
を
直
撃
し
、

同
国
農
業
部
門
で
大
量
の
失
業
者
が
生
じ
た
（
同
時
に
米
国
な
ど
へ
の
不
法
移
民
も
増
加
し
た
）。
ま
た
、
米
大
手
銀
行
は
、
経
済
統
合

に
乗
じ
て
大
手
を
含
む
現
地
銀
行
を
相
次
ぎ
傘
下
に
収
め
た
が
、
そ
の
後
は
大
企
業
や
富
裕
層
向
け
取
引
が
優
先
さ
れ
、
取
引
額
の
小
さ

い
中
小
企
業
や
低
所
得
者
層
は
切
り
捨
て
ら
れ
た
。

メ
キ
シ
コ
が
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
加
盟
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
中
南
米
累
積
債
務
問
題
が
あ
っ
た
。
当
時
メ

キ
シ
コ
を
含
む
中
南
米
諸
国
は
、
米
政
府
や
米
銀
に
多
額
の
債
務
を
負
っ
て
い
た
が
、
経
済
悪
化
と
と
も
に
支
払
い
不
能
と
な
り
、
米
国

は
中
南
米
向
け
債
権
を
放
棄
し
た
。
米
国
と
し
て
は
メ
キ
シ
コ
を
半
強
制
的
に
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
加
盟
さ
せ
、
そ
れ
を
搾
取
す
る
形
で
、
実

質
的
に
過
去
の
不
良
債
権
の
回
収
を
図
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
は
、
米
国
と
経
済
状
況
や
国
民
の
生
活
水
準
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の
近
い
カ
ナ
ダ
と
の
間
で
も
、
農
産
物
貿
易
紛
争
が
絶
え
な
い
な
ど
様
々
な
軋
轢
が
生
じ
て
い（
100
）る。

Ｅ
Ｕ
に
せ
よ
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
せ
よ
、
共
通
す
る
の
は
、
互
い
に
「
対
等
な
立
場
」
と
し
な
が
ら
も
、
加
盟
国
に
は
富
裕
な
強
国
と
貧
困

に
あ
え
ぐ
弱
国
が
存
在
し
、
強
国
が
加
盟
他
国
の
政
策
に
干
渉
し
、
半
強
制
的
に
自
国
の
利
益
に
適
う
よ
う
な
政
策
を
押
し
付
け
、
管
理

し
よ
う
と
し
た
点
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
あ
る
い
は
「
ト
ロ
イ
カ
体
制
」
が
ユ
ー
ロ
危
機
に
瀕
し
た
周
辺
諸
国
に
対

し
、
無
謀
な
緊
縮
財
政
と
構
造
改
革
を
求
め
た
こ
と
で
、
当
該
諸
国
の
経
済
や
国
民
生
活
を
不
安
定
な
も
の
と
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
は
、

米
国
が
自
国
の
利
益
を
優
先
さ
せ
、
メ
キ
シ
コ
の
経
済
や
国
民
を
窮
地
に
追
い
込
ん
だ
。
強
国
が
経
済
統
合
の
全
て
を
管
理
で
き
る
と
い

う
状
況
は
、
ほ
ぼ
確
実
に
強
国
と
弱
国
の
格
差
を
広
げ
、
弱
国
を
さ
ら
に
窮
地
に
立
た
せ
、
共
同
体
の
中
に
修
正
し
が
た
い
分
断
を
生
む

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
論
調
か
ら
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
自
由
主
義
の
産
物
と
し
て
の
経
済
統
合
で
は

結
局
強
者
と
弱
者
の
格
差
が
拡
大
し
、
し
か
も
強
者
が
弱
者
を
搾
取
す
る
構
造
が
生
じ
る
と
い
う
理
不
尽
さ
に
対
す
る
怒
り
に
も
似
た
感

情
で
あ
る
。

経
済
統
合
体
に
お
け
る
分
断
の
種
は
、
加
盟
国
以
外
か
ら
も
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
も
と
も
と

第
二
次
世
界
大
戦
の
前
後
に
列
強
諸
国
の
支
配
を
受
け
た
経
験
を
共
有
す
る
国
か
ら
構
成
さ
れ
、
加
盟
国
の
連
帯
感
や
成
長
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
随
一
と
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
第
一
グ
ル
ー
プ
）
が
経
済
成
長
期
に
入
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
第
二
グ
ル
ー
プ
）
が
そ
れ
に
続
い
た
。
例
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
二
・
五
億
人
を
超
え

る
人
口
の
半
数
が
三
〇
歳
未
満
と
い
う
活
力
の
あ
る
国
で
あ
り
、
長
期
的
成
長
に
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ラ
オ
ス
（
第
三
グ
ル
ー
プ
）
は
、
第
一
・
二
グ
ル
ー
プ
の
勢
い
を
継
ぐ
次
世
代
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
中
国
へ
の
接
近

が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
一
帯
一
路
政
策
や
南
沙
諸
島
の
領
有
権
を
め
ぐ
り
中
国
と
対
立
す
る
第
一
・
二
グ
ル
ー
プ
と
異
な
り
、
こ
れ
ら

の
諸
国
で
は
中
国
か
ら
の
援
助
、
中
国
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
え
て
い（
101
）る。
二
〇
二
一
年
末
に
も
成
立
が
見
込
ま
れ
る
「
東
ア
ジ
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ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）」に
は
、
中
国
と
と
も
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
ヶ
国
が
参
加
し
て
い
る
。
中
国
が
政
治
色
を
強
め
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
下
位
国
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
形
で
（
政
治
よ
り
経
済
優
先
で
運
営
さ
れ
る
は
ず
の
共
同
体
に
、
特
定
国
の
政
治
が
持
ち
込
ま
れ

る
こ
と
で
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
運
営
全
般
が
歪
め
ら
れ
る
懸
念
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、地
域
経
済
統
合
が
経
済
的
な
成
果
を
生
む
た
め
に
は
、政
治
的
統
合
が
前
提
に
な
る
と
説
い
て
い（
102
）る。

実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
の
地
域
経
済
統
合
の
多
く
が
、「
政
治
指
導
者
た
ち
に
密
室
で
案
出
さ
れ
、
企
業
の
利
益
に
主
眼
が
お
か
れ

た
」
も
の
だ
っ
た
。
各
協
定
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、「
政
治
統
合
に
先
ん
じ
て
過
剰
な
経
済
統
合
を
求
め
る
尽
き
せ
ぬ
欲
望
」
で
あ
り
、

「
新
た
な
規
制
で
期
待
利
益
が
悪
影
響
を
受
け
そ
う
な
時
、
企
業
が
投
資
先
の
政
府
を
訴
訟
で
恫
喝
で
き
る
と
い
う
条
項
は
、
貿
易
協
定

の
悪
名
高
き
特
徴
の
ひ
と
つ
」
だ
っ
た
。
ユ
ー
ロ
圏
を
構
築
す
る
経
済
統
合
に
は
、
も
と
も
と
他
の
経
済
統
合
と
は
根
本
的
に
異
な
る
点

が
あ
っ
た
。
政
治
的
統
合
を
よ
り
一
層
深
化
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
意
志
で
あ
る
。
域
内
全
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
立
法
機
関
を
設
置

し
、
統
一
し
た
規
制
基
準
を
定
め
さ
せ
る
と
い
う
方
向
性
は
、
他
の
貿
易
協
定
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
統
一
通
貨
の

設
計
・
導
入
に
関
し
て
は
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
利
権
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
、
結
果
と
し
て
、
繁
栄
を
実
現
す
る
と
い
う
経
済
面
で

の
野
望
だ
け
で
な
く
、
参
加
国
間
の
政
治
面
で
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
野
望
も
つ
い
え
て
し
ま
っ
た
」
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
地
域
経
済
統
合
に
お
い
て
、
戦
後
欧
州
が
目
指
し
た
よ
う
な
、
ま
た
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
い
う
よ
う
な
政
治
的
統
合
は
実
現

す
る
の
だ
ろ
う
か
。「
政
治
」
と
い
う
分
野
の
特
性
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
容
易
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
Ｅ
Ｕ
が
政
治
的
連
合
体
と
し

て
の
色
彩
が
強
い
の
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
急
速
な
社
会
主
義
圏
の
拡
大
に
対
し
、
欧
州
地
域
の
社
会
主
義
化
を
食
い
止
め
、
民

主
的
な
自
由
主
義
経
済
圏
を
目
指
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ（
103
）る。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
が
政
治
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
し
て
も
、
経
済

・
産
業
や
国
家
予
算
の
規
模
、
生
活
水
準
、
国
民
性
な
ど
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
そ
こ
に
国
境
が
あ
る
限
り
、
ど
う
し
て
も
政
治
的
な
対

立
は
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
存
在
し
て
い
た
時
に
は
、
国
家
間
の
矛
盾
か
ら
く
る
対
立
の
種
を
隠
し
つ
つ
結
束
し
て
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は
い
た
が
、
強
大
な
社
会
主
義
国
家
が
崩
壊
す
る
と
、
同
じ
欧
州
地
域
で
も
対
立
は
一
斉
に
表
面
化
し
た
。
そ
れ
以
降
Ｅ
Ｕ
の
役
割
は
、

加
盟
国
の
福
祉
向
上
と
い
う
よ
り
も
、
各
国
の
利
害
調
整
に
移
っ
て
い
っ
た
。

二
〇
一
六
年
に
英
国
は
国
民
投
票
で
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
決
め
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
本
質
的
な
理
由
は
、
旧
ソ
連
が
崩
壊
し
て
以
降
、
大
陸
の

少
数
国
の
意
思
を
反
映
し
た
政
治
が
、（
主
に
フ
ラ
ン
ス
の
働
き
か
け
に
よ
り
）国
境
を
越
え
て
広
く
加
盟
国
全
般
に
適
用
さ
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
矛
盾
、
そ
れ
へ
の
反
発
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
ま
で
世
界
最
強
だ
っ
た
大
英
帝
国
を
受

け
継
ぐ
英
国
の
国
民
が
、
大
陸
主
導
の
政
治
に
翻
弄
さ
れ
、「（
欧
州
大
陸
に
）
主
権
を
奪
わ
れ
た
」
と
い
う
感
情
を
抱
い
た
と
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。
自
国
や
自
ら
の
生
活
を
左
右
す
る
政
策
が
（
フ
ラ
ン
ス
に
近
し
い
）
小
国
ベ
ル
ギ
ー
の
Ｅ
Ｕ
本
部
で
決
ま
る
こ
と
へ
の

違
和
感
は
、
か
つ
て
の
英
国
の
栄
光
に
多
少
な
り
と
も
触
れ
た
こ
と
の
あ
る
高
齢
者
層
な
ど
に
は
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

政
治
と
経
済
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
が
、
本
来
そ
の
活
動
が
及
ぶ
領
域
・
範
囲
は
異
な
っ
て
い
る
。
政
治
は
基
本
的
に
ロ
ー
カ
ル
ベ

ー
ス
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
リ
ア
か
ら
の
難
民
を
そ
の
国
が
受
け
入
れ
る
か
否
か
を
決
め
る
の
は
、
当
該
国
の
政
治
で

あ
り
、
そ
の
判
断
は
各
国
の
世
論
や
国
民
性
、
経
済
力
、
国
民
生
活
の
水
準
、
労
働
事
情
等
に
左
右
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
、

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
加
盟
し
て
い
る
は
ず
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
国
境
に
鉄
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
、
そ
れ
を
破
ろ
う
す
る
者
に
は
催
涙
ガ
ス
や

放
水
を
見
舞
っ
て
ま
で
シ
リ
ア
難
民
の
入
国
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
そ
の
法
令
・
規
則
に
従
う

立
場
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
結
局
は
自
国
内
の
政
治
的
判
断
が
優
先
さ
れ
た
好
例
で
あ
る
。

一
方
、
経
済
活
動
は
国
境
を
越
え
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
が
旧
ソ
連
に
対
抗
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
た

政
治
優
先
の
連
合
だ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
一
八
年
に
発
効
し
た
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
は
経
済
優
先
の
連
合

体
と
い
え（
104
）る。
両
者
は
、
政
治
的
な
要
素
の
有
無
と
い
う
点
に
お
い
て
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
の
た
め
の
地
理
的
条
件

は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
英
国
は
太
平
洋
南
東
部
に
位
置
す
る
小
諸
島
（
ピ
ト
ケ
ア
ン
諸
島
）
の
領
有
を
地
理
的
な
根
拠
と
し
て
、
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
を
目
指
し
て
い
る
。
英
国
は
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
っ
て
、
関
税
同
盟
か
ら
得
て
い
た
産
業
界
の
利
益
、
毎
年
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
多

額
の
補
助
金
と
い
っ
た
経
済
的
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
離
脱
を
選
び
、
大
陸
の
政
治
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く

経
済
合
理
性
だ
け
で
活
動
で
き
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
盟
す
る
こ
と
は
、
長
期
的
に
は
Ｅ
Ｕ
に
留
ま
る
よ
り
も
英
国
の
利
益
に
適
う
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
筆
者
は
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
は
肯
定
的
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
、
域
内
各
国
の
平
和
と
団
結
を
願
い
構
想
さ
れ
た
欧
州
統
合
で
は
あ
っ
た
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
様
々
な
内
的
外

的
要
因
に
さ
ら
さ
れ
る
形
で
そ
の
目
的
や
役
割
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
統
合
作
業
は
最
初
か
ら
将
来
的
に
加
盟
国
を
ま
と
め
一
つ
に
す
る

想
い
で
進
め
ら
れ
た
が
、
関
税
同
盟
か
ら
始
ま
り
労
働
力
や
資
本
の
移
動
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
に
従
い
、
資
源
配
分
に
あ
か
ら
さ
ま
な

不
均
衡
が
生
じ
た
。
結
局
富
裕
国
と
貧
困
国
の
格
差
は
拡
大
し
、
強
国
と
弱
国
の
違
い
が
一
層
顕
在
化
し
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン

ス
な
ど
強
国
の
政
治
が
優
先
す
る
形
で
、
強
国
が
弱
国
を
抑
え
つ
け
る
構
造
が
出
来
上
が
っ
た
。
市
場
信
望
者
た
ち
が
進
め
た
市
場
統
合

は
、
自
由
主
義
が
招
く
当
然
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

統
一
通
貨
は
、「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
」
と
い
う
経
済
合
理
性
の
下
で
設
計
さ
れ
た
が
、
そ
の
運
用
段
階
、
例
え
ば
加
盟
国
選
び
で
は

多
分
に
政
治
的
判
断
が
入
り
込
ん
だ
。や
が
て
そ
の
ツ
ケ
は
、ギ
リ
シ
ャ
危
機
、さ
ら
に
ユ
ー
ロ
危
機
と
な
っ
て
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
制
度
設
計
が
い
か
に
厳
格
な
経
済
合
理
性
に
よ
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
の
制
度
運
用
に
緩
み
と
歪
み
が
あ
っ
た
の
で
は
、
統
一
通
貨

圏
の
適
格
性
は
、
ユ
ー
ロ
危
機
な
ど
大
規
模
な
経
済
的
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
瞬
時
に
消
え
失
せ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
の
制
度
運
用
に
政

治
的
判
断
が
入
り
込
む
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
も
ま
た
政
治
的
統
合
を
ユ
ー
ロ
成
功
の
前
提
と
し
た
わ

け
で
あ
る
が
、
加
盟
国
間
の
政
治
的
統
合
が
容
易
で
な
い
と
す
れ
ば
、
統
一
通
貨
ユ
ー
ロ
の
適
格
性
は
保
証
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ベ

ラ
・
バ
ラ
ッ
サ
の
経
済
統
合
理
論
に
お
い
て
、
経
済
的
統
合
に
加
え
て
政
治
的
統
合
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
そ
の
統
合
度
が
ほ
ぼ
第
五
段

階
に
到
達
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
加
盟
国
が
ほ
ぼ
ひ
と
つ
に
な
り
「
同
じ
国
」
と
な
る
こ
と
に
近
し
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
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経
済
的
統
合
は
一
層
効
果
的
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
加
え
て
軍
事
、
安
全
保
障
、
警
察
、
外
交
と
い
っ
た
政
策
ま
で
統
合
さ
れ
れ

ば
、「
同
じ
国
」
と
し
て
の
完
成
度
は
一
層
高
く
な
る
）。
欧
州
統
合
の
場
合
、
国
境
は
残
り
政
治
的
統
合
が
達
成
さ
れ
な
い
ま
ま
、
経
済

的
統
合
の
効
果
も
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

Ｅ
Ｕ
を
反
面
教
師
と
し
て
眺
め
た
時
、
加
盟
国
全
体
の
利
益
に
適
う
、
適
格
な
地
域
経
済
統
合
の
深
度
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
政
治
的
統
合
が
困
難
だ
と
す
れ
ば
、
紛
争
処
理
機
能
を
強
化
し
た
上
で
、
バ
ラ
ッ
サ
の
統
合
理
論
で
い
う
第
一
段

階
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）、
進
ん
で
も
第
二
段
階
（
関
税
同
盟
）
ま
で
と
し
、
あ
く
ま
で
関
税
優
遇
な
ど
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
に
与
か
る
に
留
ま
る
の

が
賢
明
だ
と
考
え
る
。
こ
の
段
階
ま
で
な
ら
ば
、
加
盟
国
間
の
国
力
や
経
済
規
模
の
格
差
、
富
裕
国
と
貧
困
国
又
は
強
国
と
弱
国
と
い
っ

た
違
い
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
以
上
の
格
差
拡
大
や
強
国
に
よ
る
弱
国
の
支
配
と
い
っ
た
統
合
の
歪
み
は
起
き
に
く
い
。
他
国
の
政
治

に
自
国
が
縛
ら
れ
る
と
い
っ
た
懸
念
も
少
な
い
。

経
済
統
合
と
し
て
そ
れ
以
上
の
深
度
を
目
指
す
場
合
、
最
適
通
貨
圏
の
理
論
の
観
点
に
立
つ
と
す
れ
ば
、
経
済
・
社
会
条
件
が
近
似
し

て
い
る
、
互
い
に
政
治
的
協
調
を
取
り
や
す
い
国
同
士
で
構
成
さ
れ
る
経
済
統
合
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
特
定
国
を
捉
え
る
非

対
称
性
シ
ョ
ッ
ク
を
、
和
ら
げ
る
又
は
生
起
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
を
前
提
と
す
れ
ば
、
加
盟
国
の
事
情
を
勘
案
し
な
が
ら
、
ま

た
適
宜
規
定
や
制
限
を
設
け
な
が
ら
、
労
働
力
や
資
本
の
移
動
、
統
一
通
貨
の
導
入
ま
で
経
済
統
合
を
深
化
さ
せ
る
と
い
う
選
択
肢
も
見

え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

最
適
通
貨
圏
の
理
論
に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、
何
よ
り
も
加
盟
国
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
を
収
斂
さ
せ
る
こ
と
で
域
内
の
非
対
称
性

シ
ョ
ッ
ク
の
生
起
を
抑
制
す
る
こ
と
が
、
安
定
し
た
通
貨
圏
の
形
成
に
つ
な
が
る
。
非
対
称
性
シ
ョ
ッ
ク
が
生
起
す
る
場
合
で
も
、
特
別

な
経
済
政
策
、
金
融
政
策
、
為
替
調
整
以
外
の
手
段
で
調
整
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
適
通
貨
圏
は
維
持
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
加
盟

各
国
は
、
各
国
間
の
労
働
の
移
動
性
、
賃
金
の
伸
縮
性
を
確
保
し
、
各
国
間
の
財
政
資
金
移
動
を
可
能
と
し
、
経
済
開
放
度
を
高
め
る
よ
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う
な
構
造
改
革
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
な
ろ
う
。

最
適
通
貨
圏
の
理
論
自
体
は
、
自
由
主
義
経
済
学
者
が
中
心
と
な
り
研
究
、
提
示
さ
れ
た
理
論
で
あ
る
。
例
え
ば
、
最
初
の
提
唱
者
で

あ
る
マ
ン
デ
ル
自
身
、
一
九
六
五
年
か
ら
七
年
間
、
自
由
主
義
経
済
学
の
牙
城
と
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
大
学
に
奉
職
し
て
い
た
。
し
か
し
、
通

貨
圏
に
お
い
て
非
対
称
性
シ
ョ
ッ
ク
を
抑
え
る
た
め
の
経
済
要
件
を
設
定
す
る
に
し
て
も
、
当
該
要
件
に
沿
っ
た
通
貨
圏
の
適
格
性
を
維

持
す
る
た
め
の
運
用
は
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
が
い
う
よ
う
に
、「
市
場
任
せ
に
し
な
い
」
こ
と
が
肝
心
で
あ
ろ
う
。
当
該
通
貨
圏
が
適
切

に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
資
源
配
分
に
不
均
衡
が
生
じ
て
い
な
い
か
の
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
は
、
正
し

い
方
向
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
適
時
の
政
策
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

経
済
統
合
拡
大
の
推
進
力
の
一
つ
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
米
国
が
旗
を
振
っ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
地
域
経
済
統
合
が

形
成
さ
れ
れ
ば
、
異
な
る
加
盟
国
が
統
一
さ
れ
た
ル
ー
ル
に
従
い
、
当
該
分
野
で
は
他
国
と
同
じ
行
動
を
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従

う
べ
き
法
規
則
も
同
じ
と
な
る
。
地
域
経
済
統
合
が
深
化
す
る
と
、
そ
の
意
味
で
複
数
国
が
一
体
化
、
同
質
化
す
る
わ
け
だ
が
、
異
な
る

も
の
が
一
つ
に
つ
な
が
る
、
一
体
化
す
る
こ
と
が
い
か
な
る
時
で
も
望
ま
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
異
な
る
国
が
複
数
集
ま
り
同
質
化
す
る

経
済
統
合
で
は
、
そ
の
域
内
の
ど
こ
か
で
起
き
た
危
機
は
瞬
く
間
に
当
該
地
域
全
体
に
広
が
っ
て
し
ま
う
。
反
対
に
、
多
様
な
国
が
国
境

で
区
切
ら
れ
、
各
々
が
主
権
と
独
自
の
制
度
、
政
策
、
経
済
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
モ
ザ
イ
ク
状
態
に
あ
れ
ば
、
危
機
は
発
生
国
の
国
境
内
か

そ
の
近
傍
で
食
い
止
め
ら
れ
、
国
境
を
越
え
て
他
の
国
・
地
域
に
伝
播
す
る
リ
ス
ク
を
限
定
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
国
境
が
あ
っ
て

も
、
互
い
が
自
国
の
主
権
を
維
持
し
つ
つ
国
家
間
が
尊
重
し
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
は
可
能
な

は
ず
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
名
の
下
に
経
済
統
合
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
強
国
が
弱
国
を
搾
取
す
る
手

段
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
加
盟
国
全
体
の
福
祉
向
上
に
資
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
、
結
局

は
弱
国
の
み
な
ら
ず
強
国
ま
で
も
が
デ
メ
リ
ッ
ト
を
被
り
、
そ
の
地
域
統
合
全
体
の
弱
体
化
を
招
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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近
年
の
金
融
危
機
以
降
、
各
国
で
一
九
八
〇
年
代
か
ら
継
続
し
た
新
自
由
主
義
経
済
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
「
自
由
主
義
の
産
物
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
功
罪
を
改
め
て
見
直
し
、
そ
の
中
で
地
域
経
済
統
合
の
意
義
や
あ
り

方
を
改
め
て
問
い
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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conom

ic
Integration,

G
eorge

A
llen
and
U
nw
in
L
td.,
L
ondon

B
aldw
in,
R
and
W
yplosz,

C
.
[2012],

T
he
E
conom

ics
of
E
uropean

Integration,
4th
edn,

N
ew
Y
ork
M
cG
raw
H
ill

E
uropean

C
om
m
unities

[1970],
R
eport

to
the
C
ouncil

and
the
C
om
m
ission

on
the
realization

by
stages

of
E
conom

ic
and

M
onetary

U
nion

in
the
C
om
m
unity-W

erner
R
eport,

supplem
ent
to
B
ulletin

11,
O
ct.8

https://ec.europa.eu/econom
y_finance/publications/pages/

publication
6142_en.pdf

M
onthly

R
eport

of
the
D
eutsche

B
undesbank,

M
ar,
1979

M
undell,

R
.
A
[1961],

“T
he
T
heory

of
O
ptim
um
C
urrency

A
reas”,

A
m
erican

E
conom

ic
R
eview

51

﹇
翻
訳
書
﹈

ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
世
界
を
不
幸
に
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
正
体
」
鈴
木
主
税
訳

徳
間
書
店

二
〇
〇
二
年
五
月

ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
／
カ
ー
ル
・
Ｅ
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
「
入
門
経
済
学

第
四
版
」
薮
下
史
郎
・
秋
山
太
郎
他
訳

東
洋
経
済
新
報
社

二
〇
一
二
年
四
月

ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月

ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン
「
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン

上
」
幾
島
幸
子
・
村
上
由
見
子
訳

岩
波
書
店

二
〇
一
一
年
九
月

ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン
「
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン

下
」
幾
島
幸
子
・
村
上
由
見
子
訳

岩
波
書
店

二
〇
一
一
年
九
月

【
注
】

（
1
）
日
本
貿
易
振
興
機
構
「
ジ
ェ
ト
ロ
貿
易
投
資
白
書
二
〇
一
九
年
版
」、
七
六
頁

（
2
）
一
九
四
四
年
七
月
、
米
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
で
戦
後
経
済
体
制
を
規
定
す
る
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ

の
協
定
に
基
づ
き
、
国
際
通
貨
基
金
（International

M
onetary

Fund:
IM
F

）
と
世
界
銀
行
（
国
際
復
興
開
発
銀
行
、International

B
ank
for

R
econstruction

and
D
evelopm

ent:
IB
R
D

）
が
設
立
さ
れ
、
国
際
金
融
面
の
枠
組
み
が
整
備
さ
れ
た
の
に
加
え
、
一
九
四
七
年
に
は
「
関
税
及
び
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貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
）」が
締
結
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
金
融
面
で
の
国
際
協
力
を
担
当
す
る
。
そ
の
骨
子
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
第
四
条

（
金
及
び
米
ド
ル
に
対
す
る
自
国
通
貨
の
固
定
レ
ー
ト
の
設
定
・
維
持
）、
第
八
条
（
貿
易
及
び
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
支
払
い
、
資
本
移
動
の
自
由
）

及
び
、
一
時
的
な
国
際
収
支
上
の
困
難
に
陥
っ
た
国
に
対
し
、
信
用
供
与
に
応
じ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

（
3
）
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
目
的
は
、
輸
出
入
に
関
す
る
数
量
制
限
を
禁
止
し
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
第
一
一
条
）、
自
由
な
貿
易
活
動
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

分
業
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
原
則
で
あ
り
、
例
外
措
置
と
し
て
輸
入
制
限
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
例

え
ば
国
際
収
支
が
赤
字
に
な
り
が
ち
な
国
の
場
合
、
国
際
収
支
の
均
衡
回
復
を
目
指
す
輸
入
制
限
措
置
、
あ
る
産
業
に
お
い
て
輸
入
が
急
増
し
、
そ

の
こ
と
に
よ
り
国
内
産
業
が
重
大
な
危
機
に
陥
っ
た
場
合
、
緊
急
措
置
と
し
て
実
施
す
る
輸
入
制
限
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
は
当
初
か
ら

輸
入
制
限
措
置
の
撤
廃
に
尽
力
し
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
は
関
税
率
の
引
下
げ
に
注
力
し
た
。
一
九
六
三
〜
一
九
六
九
年
の
ケ
ネ
デ
ィ
ラ

ウ
ン
ド
、
一
九
七
三
〜
一
九
七
九
年
の
東
京
ラ
ウ
ン
ド
、
一
九
八
六
〜
一
九
九
三
年
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
と
い
っ
た
関
税
引
下
げ
交
渉
を
経

て
、
鉱
工
業
製
品
に
関
す
る
関
税
率
は
先
進
国
平
均
で
約
四
〇
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

（
4
）
条
件
と
し
て
重
要
な
の
は
、
①
こ
う
し
た
協
定
が
締
結
さ
れ
て
以
降
は
、
域
外
国
に
対
す
る
関
税
な
ど
貿
易
障
壁
を
高
め
な
い
こ
と
、
②
関
税
撤

廃
の
対
象
と
な
る
品
目
が
「
実
質
的
に
全
て
の
貿
易
」
に
及
ぶ
こ
と
（
あ
る
商
品
の
関
税
は
撤
廃
し
な
が
ら
、
他
の
商
品
は
関
税
を
賦
課
す
る
こ
と

は
回
避
す
る
こ
と
）。
②
は
、
例
え
ば
大
国
が
比
較
劣
位
に
あ
る
自
国
産
業
を
保
護
し
な
が
ら
、
自
国
の
輸
出
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
な
恣
意
的
な
関

税
同
盟
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
形
成
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
意
味
合
い
で
あ
る
。

（
5
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
チ
リ
、
日
本
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ブ
ル
ネ
イ
、
米
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ペ
ル
ー
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
メ
キ
シ
コ
の
一
二
ヶ
国
。

（
6
）
二
〇
二
一
年
九
月
一
六
日
、
中
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
正
式
申
請
し
た
と
発
表
し
た
。
中
国
に
は
ア
ジ
ア
環
太
平
洋
地
域
経
済
で
主
導
権
を
握

る
狙
い
が
あ
る
が
、
加
盟
す
る
に
は
全
て
の
加
盟
国
の
同
意
が
必
要
な
た
め
、
申
請
の
手
続
き
の
円
滑
な
進
捗
や
最
終
承
認
は
現
時
点
で
は
不
透
明

で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
、
通
商
摩
擦
で
対
立
す
る
豪
州
、
南
シ
ナ
海
領
有
権
問
題
で
対
立
す
る
ベ
ト
ナ
ム
が
加
盟
し
て
い
る
ほ
か
、
加
盟
の
ハ
ー
ド

ル
は
既
存
の
経
済
同
盟
の
中
で
最
も
高
い
と
さ
れ
る
。
加
盟
に
は
、
①
デ
ー
タ
流
通
の
透
明
性
や
公
平
性
を
確
保
す
る
原
則
、
②
強
制
労
働
の
撤
廃

や
団
体
交
渉
権
の
承
認
等
労
働
に
関
す
る
ル
ー
ル
、
③
国
有
企
業
へ
の
補
助
金
撤
廃
や
政
府
調
達
の
内
外
無
差
別
と
い
っ
た
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
必

要
が
あ
る
。
特
に
習
近
平
政
権
と
な
り
、
国
有
企
業
の
優
遇
策
は
強
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
な
か
、
中
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
受
け
入
れ
は
困
難
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
を
は
じ
め
加
盟
国
の
中
国
へ
の
経
済
依
存
度
は
高
く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
を
承
認
し
な
い
場
合
は
中
国
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
困
難
と
す
る
牽
制
的
な
動
き
も
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
加
盟
国
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
原
則
の
再
確
認
、
再
加
盟
す
る
か
は
不
透
明
な
が

ら
米
国
と
の
連
携
強
化
が
必
要
と
な
る
。
日
本
経
済
新
聞
二
〇
二
一
年
九
月
一
七
日
付
等



平成法政研究 第26巻第1号 100

（
7
）
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
〇
ヶ
国
（
ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
）、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
。

（
8
）

B
alassa,

B
ela
A
.
[1962],

T
he
T
heory

of
E
conom

ic
Integration,

A
llen
and
U
nw
in,
L
ondon,

pp.
1-3

（
9
）
比
嘉
政
茂
「
Ｅ
Ｕ
の
労
働
移
動
と
地
域
間
格
差
」『
経
済
環
境
研
究

調
査
報
告
書
』V

ol.5
M
arch

2017

、
四
四
頁

（
10
）
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
八
年
三
月
、
一
〇
七
、
一
〇
九

頁

（
11
）
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
急
落
し
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
再
度
下
落
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
前
半
は
大
幅
に
上
昇
し
た
が
、
後
半
に
か
け
て
大
き

く
下
落
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
緩
や
か
に
下
落
し
た
が
、
後
半
に
は
再
び
盛
り
返
し
「
強
い
ド
ル
」
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
統
合
を
側
面
か
ら
支

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
は
、
東
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
、
中
南
米
で
通
貨
危
機
が
起
こ
り
、
通
貨
安
定
は
脅
か
さ
れ
た
。

（
12
）
為
替
平
価
（
中
心
レ
ー
ト
）
は
、
加
盟
国
の
競
争
力
な
ど
を
勘
案
し
て
決
め
る
。
為
替
平
価
の
上
下
二
・
二
五
％
に
各
通
貨
相
互
に
介
入
点
を
設

定
し
、
二
通
貨
が
介
入
点
に
達
す
る
と
、
相
互
の
通
貨
で
介
入
し
変
動
幅
を
調
整
す
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
五
年
当
時
、
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
（
Ｄ
Ｍ
）

が
フ
レ
ン
チ
フ
ラ
ン
（F.Fr

）
に
対
し
強
く
な
り
二
・
二
五
％
乖
離
し
た
場
合
、
当
時
の
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
外
国
為
替
市
場
、

フ
ラ
ン
ス
銀
行
は
パ
リ
外
国
為
替
市
場
に
各
々
介
入
し
、
と
も
に
マ
ル
ク
売
り
、
フ
ラ
ン
買
い
を
行
う
。
こ
の
時
、
マ
ル
ク
は
フ
ラ
ン
に
対
し
相
場

を
下
げ
、
乖
離
幅
は
二
・
二
五
％
以
内
に
抑
制
さ
れ
る
。
逆
に
、
マ
ル
ク
が
フ
ラ
ン
に
対
し
弱
く
な
り
、
二
・
二
五
％
乖
離
し
た
場
合
、
両
中
央
銀

行
は
フ
ラ
ン
売
り
、
マ
ル
ク
買
い
を
行
い
、
乖
離
幅
を
二
・
二
五
％
以
内
に
抑
制
す
る
。M

onthly
R
eport

of
the
D
eutsche

B
undesbank,

M
ar,

1979,
p.13-15,

田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
八
年
三
月
、
一
〇
九

―
一
一
一
頁

（
13
）
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
三
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
一
一
八
頁

（
14
）

https://ec.europa.eu/econom
y_finance/publications/pages/publication

6142_en.pdf

ピ
エ
ー
ル
・
ヴ
エ
ル
ナ
ー
（
一
九
一
二
〜
二
〇
〇
二
年
）

は
、
元
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
首
相
。
同
国
の
財
務
相
、
文
化
相
を
歴
任
。

（
15
）
通
貨
の
完
全
か
つ
不
可
逆
の
交
換
性
、
為
替
変
動
幅
の
除
去
、
平
価
の
不
可
逆
的
固
定
、
資
本
移
動
の
完
全
な
自
由
化
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
固
定
相
場
制
を
前
提
と
し
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
六
ヶ
国
の
為
替
変
動
幅
を
段
階
的
に
縮
小
し
、
そ
の
一
〇
年
後
に
為
替
変
動
幅
を
ゼ
ロ
と
す
る
通
貨

統
合
計
画
で
あ
る
。

（
16
）
経
済
・
通
貨
同
盟
は
、
経
済
同
盟
と
通
貨
同
盟
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
経
済
同
盟
は
、
①
単
一
市
場
、
②
Ｅ
Ｕ
競
争
政
策
、
③
Ｅ
Ｕ
構
造
政
策

（
地
域
政
策
）、
④
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
統
一
通
貨
と
単
一
中
央
銀
行
制
度
か
ら
成
り
立
っ
て
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い
る
。

（
17
）
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
八
年
三
月
、
一
一
二
―
一
一
三

頁

当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
関
心
は
、
米
国
の
ド
ル
切
下
げ
活
動
に
対
す
る
牽
制
で
あ
り
、
西
欧
統
一
通
貨
で
対
抗
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
、

西
ド
イ
ツ
に
準
備
基
金
を
拠
出
さ
せ
仏
フ
ラ
ン
の
為
替
相
場
安
定
に
使
用
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
を
「
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
戦
略
」
と
い

う
。
一
方
、
西
ド
イ
ツ
の
関
心
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
動
き
に
対
応
し
つ
つ
、
経
済
政
策
が
収
斂
し
た
後
に
通
貨
統
合
を
す
る
、
通
貨
統
合
の
引
き
延
ば

し
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
西
ド
イ
ツ
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
戦
略
」
と
い
う
。
西
ド
イ
ツ
は
、
イ
ン
フ
レ
率
の
高
い
フ
ラ
ン
な
ど
を
介
入
で
買
い
支
え
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
マ
ル
ク
売
り
に
よ
っ
て
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
が
増
え
、
イ
ン
フ
レ
の
怖
れ
が
あ
っ
た
。「
イ
ン
フ
レ
の
共
同
体
」
と
な
る
よ
う
な
通

貨
統
合
の
受
入
れ
を
西
ド
イ
ツ
は
拒
否
し
、
単
独
フ
ロ
ー
ト
制
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

（
18
）
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
定
で
各
国
が
対
ド
ル
相
場

を
上
下
二
・
二
五
％
以
内
に
抑
え
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
が
、
こ
の
変
動
幅
で
は
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
間

の
為
替
変
動
が
過
剰
に
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
（
二
つ
通
貨
間
で
増
価
と
減
価
が
同
時
に
起
こ
る
と
、
最
大
九
％
の
変
動
幅
と
な
る
）。
こ

の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
加
盟
国
間
で
相
互
の
為
替
相
場
を
上
下
二
・
二
五
％
以
内
（
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
定
で
規
定
さ
れ
た
対
ド
ル
上
下
二
・
二

五
％
の
変
動
幅
か
ら
導
か
れ
る
上
下
四
・
五
％
よ
り
も
縮
小
）
に
抑
え
る
こ
と
で
、
過
剰
な
為
替
変
動
を
抑
え
る
も
の
と
し
て
「
ス
ネ
ー
ク
制
度
」

が
考
案
さ
れ
た
。

（
19
）
ス
ネ
ー
ク
制
に
残
留
し
た
国
は
、
西
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
六
ヶ
国
に
後
続
し
て
加
盟
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
み
と
な
っ
た
。
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
三
大
国
が
離
脱
し
た
の
は
、
経
済
成
長
政
策
を
採
用
し
た
た
め
で
あ
っ

た
。

（
20
）
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
八
ヶ
国
。
英
国
は
不
参
加

だ
っ
た
。

（
21
）
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
九
八
年
ま
で
の
間
、
Ｅ
Ｃ
及
び
Ｅ
Ｕ
で
採
用
さ
れ
た
、
参
加
国
の
通
貨
の
加
重
平
均
を
取
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
の
通
貨

単
位
。
Ｅ
Ｃ
Ｕ
は
実
際
に
域
内
に
流
通
す
る
通
貨
で
な
く
、
法
定
通
貨
で
も
な
い
。
主
に
中
央
銀
行
間
の
決
済
、
介
入
・
信
用
供
与
の
計
算
単
位
な

ど
に
使
わ
れ
た
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
発
足
時
点
の
Ｅ
Ｃ
Ｕ
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
九
通
貨
が
次
の
構
成
で
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。

1E
C
U
=
0.828D

M
+
0.0885Stg.£+

1.15F.Fr+
109L

it+
0.286D

fl

（
オ
ラ
ン
ダ
ギ
ル
ダ
ー
）+

3.66FB

（
ベ
ル
ギ
ー
フ
ラ
ン
）+

0.14
FL

（
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
グ
フ
ラ
ン
）+

0.217
D
K
r

（
デ
ン
マ
ー
ク
ク
ロ
ー
ネ
）+

0.00759
IP

（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ポ
ン
ド
）。
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田

健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
八
年
三
月
、
一
一
六
頁

（
22
）
Ｅ
Ｍ
Ｓ
発
足
か
ら
一
九
八
七
年
一
月
ま
で
に
中
心
レ
ー
ト
変
更
は
計
一
一
回
、
う
ち
七
回
は
三
通
貨
以
上
が
参
加
す
る「
一
般
的
平
価
変
更
」だ
っ
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た
が
、
そ
の
う
ち
四
回
は
一
九
八
一
年
一
〇
月
か
ら
一
九
八
三
年
三
月
ま
で
の
一
年
半
に
集
中
し
、
変
動
率
も
大
き
か
っ
た
。

（
23
）
為
替
相
場
を
固
定
す
る
の
で
は
な
く
、
為
替
相
場
政
策
に
お
け
る
対
象
相
手
国
と
自
国
と
の
イ
ン
フ
レ
率
格
差
を
考
慮
に
入
れ
て
、
実
質
為
替
相

場
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
固
定
の
変
化
率
で
名
目
為
替
相
場
を
変
化
さ
せ
る
制
度
。
過
去
の
イ
ン
フ
レ
率
格
差

に
基
づ
い
て
変
化
さ
せ
る
場
合
と
、
計
画
さ
れ
た
イ
ン
フ
レ
率
格
差
を
下
回
る
率
で
変
化
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
。

（
24
）
「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
実
験
」
の
失
敗
が
明
ら
か
と
な
り
、
一
九
八
二
年
六
月
に
ミ
ッ
テ
ラ
ン
社
会
党
政
権
は
、
緊
縮
財
政
政
策
へ
の
転
換
に
追
い
込

ま
れ
た
。
ド
ロ
ー
ル
財
務
相
の
指
導
下
、
厳
し
い
緊
縮
政
策
（
ド
ロ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
）
が
断
行
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
抑
止
と
フ
ラ
ン
の
購
買
力
維
持
（
フ
ラ
ン
高
の
維
持
）
を
最
優
先
さ
せ
る
「
競
争
的
デ
ィ
ス
イ
ン
フ
レ
政
策
」
と
呼
ば
れ
る
マ
ク
ロ
経
済

政
策
が
採
用
さ
れ
、
歴
代
政
府
の
経
済
政
策
と
し
て
堅
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
該
政
策
は
、
①
強
い
フ
ラ
ン
（
輸
入
価
格
の
低
下
を
通
じ
た

イ
ン
フ
レ
抑
制
）、
②
賃
金
抑
制
（
賃
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
廃
止
、
企
業
収
益
の
回
復
）、
③
財
政
均
衡
（
歳
出
抑
制
、
特
に
一
九
九
五
年
の
抜

本
的
社
会
保
障
改
革
「
ジ
ュ
ペ
・
プ
ラ
ン
」
の
断
行
）、
④
規
制
緩
和
（
一
九
八
四
年
の
金
融
市
場
改
革
「
プ
テ
ィ
・
バ
ン
」
の
実
施
、
国
有
企
業

の
民
営
化
）
を
柱
と
し
て
い
る
。

（
25
）
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
三
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
一
二
二
、
一
二

四
頁

（
26
）
資
本
移
動
の
自
由
化
は
、
一
九
九
四
年
に
ギ
リ
シ
ャ
が
資
本
移
動
制
限
を
撤
廃
し
た
の
に
伴
い
、
域
内
で
達
成
さ
れ
た
。
高
い
資
本
の
移
動
性
は
、

例
え
ば
通
貨
再
調
整
へ
の
期
待
が
発
生
し
た
だ
け
で
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
よ
る
国
境
を
越
え
た
巨
額
投
資
が
行
わ
れ
る
可
能
性
を
有
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
盟
国
は
外
国
為
替
市
場
に
介
入
す
る
な
ど
為
替
相
場
の
安
定
重
視
の
政
策
を
推
進
し
た
。

為
替
レ
ー
ト
の
再
調
整
は
、
徐
々
に
回
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
27
）
例
え
ば
、
一
九
九
二
年
九
月
に
投
機
筋
の
英
ポ
ン
ド
へ
の
売
り
浴
び
せ
は
激
化
し
、
九
月
半
ば
に
は
上
下
二
・
二
五
％
の
変
動
制
限
ラ
イ
ン
を
超

え
た
（
英
ポ
ン
ド
危
機
）。
九
月
一
七
日
に
英
国
は
正
式
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
脱
退
を
表
明
し
変
動
相
場
制
に
移
行
し
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
脱
退
以
降
も
英
ポ
ン
ド
は

減
価
を
続
け
た
が
、
一
連
の
売
り
浴
び
せ
、
安
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
買
い
戻
す
と
い
う
取
引
は
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
投
機
筋
に
膨
大
な
利
益
を

も
た
ら
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
率
い
る
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
は
、
こ
れ
に
よ
り
一
〇
億
ド
ル
か
ら
二
〇
億
ド
ル
の
利
益
を
得
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
英
国
の
場
合
、
ポ
ン
ド
危
機
以
降
金
融
緩
和
策
に
転
じ
、
西
欧
他
国
に
先
駆
け
て
景
気
回
復
に
向
か
い
、
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
四
年

ま
で
景
気
は
順
調
に
拡
大
し
た
。
金
融
緩
和
に
よ
る
家
計
部
門
の
耐
久
消
費
財
支
出
の
伸
長
、
ポ
ン
ド
の
減
価
に
よ
る
英
国
製
品
の
価
格
競
争
力
の

向
上
と
輸
出
の
拡
大
が
景
気
拡
大
を
牽
引
し
た
。
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」
有
斐
閣
ア

ル
マ

二
〇
一
八
年
三
月
、
一
二
〇
―
一
二
一
頁
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（
28
）
そ
の
際
、
英
国
と
デ
ン
マ
ー
ク
は
通
貨
統
合
加
盟
義
務
を
負
わ
な
い
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
を
認
め
ら
れ
た
。

（
29
）
一
九
九
四
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
欧
州
通
貨
機
構
（E

uropean
M
onetary

Institute:
E
M
I

）
を
設
立
し
、
Ｅ
Ｕ
各
国
の
中
央
銀
行
か
ら
人
材

を
集
め
て
Ｅ
Ｃ
Ｂ
創
設
の
準
備
が
始
ま
り
、
一
九
九
五
年
一
二
月
の
マ
ド
リ
ッ
ド
首
脳
会
議
で
は
統
一
通
貨
の
名
称
を
「
ユ
ー
ロ
」
と
す
る
こ
と
で

合
意
さ
れ
、
再
び
通
貨
統
合
機
運
が
高
ま
っ
た
。
一
九
九
八
年
五
月
に
は
一
一
ヶ
国
の
ユ
ー
ロ
加
盟
が
決
定
し
、
そ
の
翌
月
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
に
創
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇

一
八
年
三
月
、
一
二
四
頁

（
30
）
当
時
、
現
金
は
加
盟
各
国
の
銀
行
券
や
硬
貨
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
が
、
ユ
ー
ロ
と
各
国
通
貨
の
等
価
を
確
保
す
る
た
め
、
一
九
九
八
年
一
二

月
末
日
の
Ｅ
Ｃ
Ｕ
レ
ー
ト
を
参
考
に
、
一
ユ
ー
ロ＝

一
・
九
五
五
八
三
マ
ル
ク
、
六
・
五
五
九
五
七
フ
レ
ン
チ
フ
ラ
ン
と
い
っ
た
よ
う
に
、
六
桁
の

固
定
換
算
率
が
定
め
ら
れ
た
。
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
一

年
一
〇
月
、
一
三
六
頁

（
31
）
ユ
ー
ロ
加
盟
国
の
通
貨
単
位
は
一
九
九
九
年
一
月
一
日
以
降
も
使
わ
れ
続
け
、
欧
州
中
央
銀
行
制
度
（E

uropean
System

of
C
entral

B
anks:

E
SC
B

）
は
各
国
紙
幣
と
ユ
ー
ロ
の
交
換
義
務
を
請
け
負
っ
た
。
大
企
業
で
は
一
九
九
九
年
の
導
入
時
か
ら
ユ
ー
ロ
を
使
用
す
る
も
の
が
多
く
、
中

小
企
業
の
多
く
は
引
き
続
き
自
国
通
貨
を
使
用
し
た
。
ユ
ー
ロ
紙
幣
・
硬
貨
は
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
に
導
入
さ
れ
、
各
国
の
通
貨
・
硬
貨
は
二
〇

〇
二
年
七
月
一
日
ま
で
流
通
し
た
。
二
〇
〇
二
年
七
月
一
日
以
降
、
Ｅ
Ｍ
Ｕ
加
盟
国
の
通
貨
は
完
全
に
ユ
ー
ロ
に
統
一
さ
れ
、
米
ド
ル
と
並
ぶ
基
軸

通
貨
と
し
て
の
地
位
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

（
32
）
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
以
外
に
も
、
モ
ナ
コ
、
バ
チ
カ
ン
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
な
ど
ユ
ー
ロ
を
使
用
す
る
国
・
地
域
が
存
在
す
る
。

（
33
）
外
務
省
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
通
貨
統
合
」
二
〇
二
〇
年
六
月
二
九
日

https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/eu/euro_gaiyou.htm
l

こ
の
四
条
件
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
第
一
〇
九
ｊ
条
で
、
経
済
・
通
貨
同
盟
第
三
段
階
（
為
替
レ
ー
ト
の
固
定
）
に
移
行
す
る
た
め
の
条
件

と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
経
済
・
通
貨
同
盟
は
、
欧
州
通
貨
統
合
を
進
め
る
た
め
の
計
画
案
「
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
報
告
」
に
基
づ
く
同
盟
だ
が
、
ヴ
ェ

ル
ナ
ー
報
告
は
、
第
一
段
階：

政
策
調
整
、
第
二
段
階：

欧
州
通
貨
基
金
、
第
三
段
階：

為
替
レ
ー
ト
の
固
定
を
行
う
と
い
う
段
階
を
提
示
し
て
い

た
。
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
第
一
〇
九
ｊ
条
条
文
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照
。https://en.w

ikisource.org/w
iki/T
reaty_on_E

uropean_U
nion/T

itle_

II:_Provisions_A
m
ending_the_T

reaty_establishing_the_E
uropean_E

conom
ic_C
om
m
unity_w

ith_a_view
_to_establishing_the_E

uropean
_

C
om
m
unity

（
34
）
物
価
（
イ
ン
フ
レ
率
）、
金
利
、
為
替
相
場
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
名
目
金
利
は
実
質
金
利
と
イ
ン
フ
レ
期
待
の
和
で
あ
り
、
購
買
力

平
価
の
た
め
の
為
替
相
場
は
物
価
変
動
と
連
動
す
る
。
統
一
通
貨
が
採
用
さ
れ
れ
ば
、
域
内
の
為
替
レ
ー
ト
は
半
永
久
的
に
固
定
さ
れ
る
た
め
、
為
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替
レ
ー
ト
の
調
整
に
よ
る
政
策
手
段
で
は
不
均
衡
を
調
整
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
金
利
も
単
一
で
あ
る
た
め
、
加
盟
国
の
イ
ン
フ
レ
率
が
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
と
政
策
当
局
の
政
策
対
応
が
難
し
く
な
る
。
統
一
通
貨
が
導
入
さ
れ
る
前
に
三
つ
の
要
素
が
収
斂
し
、
か
つ
持
続
す
る
こ
と
は
必
要
不
可

欠
で
あ
っ
た
。

（
35
）
例
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
は
、
伝
統
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
が
根
を
は
り
、
マ
フ
ィ
ア
を
後
ろ
盾
と
し
て
共
産
党
が
強
く
、
労
働
運
動
が
盛
ん
な
国
柄
で
あ
っ

た
。
北
部
と
南
部
の
経
済
格
差
が
大
き
く
、
ま
た
国
有
企
業
が
多
く
官
僚
統
制
の
強
い
混
合
経
済
を
採
用
す
る
国
で
あ
り
、
経
済
社
会
の
構
造
改
革

は
遅
れ
気
味
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
冷
戦
終
結
や
ユ
ー
ロ
の
誕
生
で
様
変
わ
り
し
、
一
九
九
五
年
の
憲
法
改
正
で
第
二
共
和
政

に
移
行
す
る
と
、
社
会
国
家
か
ら
連
邦
制
国
家
に
変
貌
し
た
。
ま
た
、
北
部
・
中
部
に
集
積
立
地
す
る
自
動
車
部
品
、
機
械
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

ア
パ
レ
ル
・
皮
革
と
い
っ
た
セ
ク
タ
ー
の
中
小
企
業
群
が
高
度
経
済
成
長
を
牽
引
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
の
二
度
に
わ
た
る
石
油
危
機
で

経
済
は
危
機
的
状
況
に
陥
り
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
、
財
政
赤
字
の
増
大
、
労
働
コ
ス
ト
の
急
騰
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
入
に
よ
る
リ
ラ
の
過
大
評
価（
リ

ラ
高
）
が
重
な
り
、
国
際
競
争
力
は
低
下
、
構
造
的
不
均
衡
が
拡
大
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
改
善
に
向
け
、
一
九
九
二
年
、
検
察
当
局
が
脱
税
、

収
賄
、
マ
フ
ィ
ア
と
の
癒
着
を
追
及
、
戦
後
、
イ
タ
リ
ア
社
会
党
と
連
立
で
政
権
を
握
り
続
け
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
の
多
数
の
政
治
家
、
官
僚
、

財
界
人
が
摘
発
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
劇
的
な
政
界
再
編
が
実
現
し
、
フ
ォ
ル
ツ
ァ
・
イ
タ
リ
ア
（
中
道
右
派
）、
オ
リ
ー
ブ
の
木
（
中
道
左
派
）

の
政
党
連
合
が
生
ま
れ
、
以
後
左
右
間
の
政
権
交
代
が
常
態
化
し
た
。
混
合
経
済
の
見
直
し
も
進
み
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
鉱
工
業
・
建
設
・
公

益
事
業
の
生
産
高
で
約
二
〇
％
、
雇
用
で
一
四
％
、
投
資
で
三
四
％
を
占
め
た
国
営
企
業
の
民
営
化
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
に
二
〇

％
超
の
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
を
経
験
し
た
後
、
ユ
ー
ロ
加
盟
に
向
け
て
イ
ン
フ
レ
抑
制
が
政
策
上
の
至
上
命
題
と
な
っ
た
。
一
九
九
六
年
四
・
〇
％

に
急
降
下
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
二
％
台
で
推
移
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
二
年
に
社
会
党
政
権
が
リ
ラ
を
大
幅
に
切
り
下
げ
て
緊
縮
財
政

を
断
行
、
一
九
八
〇
年
代
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
平
均
一
〇
％
を
超
え
た
財
政
赤
字
は
、
一
九
九
六
年
七
・
〇
％
、
一
九
九
九
年
に
は
二
・
二
％
に
急
減
し
た
。

田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
八
年
三
月
、
三
五
八
―
三
六
〇
頁

（
36
）
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
一
三
四
―
一
三
五

頁

（
37
）
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
一
二
四
―
一
二
五

頁

（
38
）
政
策
理
事
会
は
、
六
名
の
Ｅ
Ｃ
Ｂ
役
員
会
メ
ン
バ
ー
と
各
国
中
央
銀
行
総
裁
一
二
名
か
ら
形
成
さ
れ
、
他
の
い
か
な
る
機
関
か
ら
も
干
渉
さ
れ
な

い
。
役
員
会
は
、
総
裁
、
副
総
裁
及
び
四
名
の
理
事
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

（
39
）

https://w
w
w
.cvce.eu/obj/organisation_and_operation_of_the_european_central_bank-en-933075be-51bc-4547-83c8-e7272775f042.htm

l
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（
40
）
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
中
央
銀
行
は
、
各
国
の
人
口
比
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
算
出
さ
れ
る
資
本
金
を
払
い
込
み
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
運
営
に
あ
て
る
。
加
盟
国
中
央
銀

行
は
実
質
的
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
株
主
的
な
立
場
で
あ
る
。

（
41
）
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
し
た
ド
イ
ツ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
危
惧
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
歴
史
的
経
験
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
、
伝
統
的
に
政
策
の
最
優
先
事
項
は
雇
用
よ
り
も
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
防
止
に
あ
る
。

（
42
）
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
三
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
八
年
三
月
、
一
三
一
―
一
三
二

頁

（
43
）
Ｅ
Ｃ
Ｂ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.ecb.europa.eu/m

opo/intro/htm
l/index.en.htm

l

（
44
）

A
kerlof,

G
.A
.
[1970],

T
he
M
arket

for
“
L
em
ons”
:
Q
uality

U
ncertainty

and
the
M
arket

M
echanism

,
T
he
Q
uarterly

Journal
of

E
conom

ics,
V
ol.
84,
N
o.3,
pp.
488-500

（
45
）
情
報
の
非
対
称
性
は
、
商
品
の
売
り
手
と
買
い
手
の
間
だ
け
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
買
い
手
で
あ
っ
て
も
一
部
の
買
い
手
が
他
の
買
い

手
よ
り
も
多
く
の
情
報
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
部
の
買
い
手
は
、
そ
の
商
品
を
何
度
も
取
引
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
得
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
46
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
／
カ
ー
ル
・
Ｅ
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
「
入
門
経
済
学

第
四
版
」
薮
下
史
郎
・
秋
山
太
郎
他
訳

東
洋
経
済
新
報

社

二
〇
一
二
年
四
月
、
二
一
五
―
二
二
〇
頁

（
47
）
薮
下
史
郎
「
非
対
称
情
報
の
経
済
学

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
と
新
し
い
経
済
学
」
光
文
社
新
書

二
〇
〇
二
年
七
月
、
八
三
―
九
四
頁

（
48
）
薮
下
史
郎
「
非
対
称
情
報
の
経
済
学

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
と
新
し
い
経
済
学
」
光
文
社
新
書

二
〇
〇
二
年
七
月
、
九
四
―
一
一
二
頁

（
49
）
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
も
と
も
と
国
際
経
済
研
究
所
の
研
究
員
で
国
際
経
済
学
者
の
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
が
、
一
九
八
九
年

に
発
表
し
た
論
文
の
中
で
定
式
化
し
た
経
済
用
語
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
を
通
じ
て
先
進
諸
国
の
金
融
機
関
と
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、
世

界
銀
行
を
動
揺
さ
せ
た
中
南
米
諸
国
、
一
部
東
欧
諸
国
の
累
積
債
務
問
題
と
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
①
財
政
赤
字
是
正
、
②
補
助
金
カ
ッ
ト
な
ど

財
政
支
出
の
変
更
、
③
税
制
改
革
、
④
金
利
の
自
由
化
、
⑤
競
争
力
あ
る
為
替
レ
ー
ト
、
⑥
貿
易
の
自
由
化
、
⑦
直
接
投
資
の
受
け
入
れ
促
進
、
⑧

国
営
企
業
の
民
営
化
、
⑨
規
制
緩
和
、
⑩
所
有
権
法
の
確
立
を
「
最
大
公
約
数
」
の
政
策
と
し
て
抽
出
し
、
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
累
積
債
務
問

題
の
解
決
す
る
た
め
に
、
そ
の
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
追
加
融
資
の
条
件
と
し
て
債
務
国
の
自
助
努
力
を
求
め
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
債
務
削
減
戦
略
が
、
ワ
シ

ン
ト
ン
に
集
ま
る
世
界
銀
行
、
米
政
府
、
経
済
学
者
の
間
で
ひ
と
つ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
に
こ
れ
が
整
理
・
要

約
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
意
図
と
は
離
れ
て
独
り
歩
き
を
始
め
、
広
く
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
様
々

な
経
済
学
者
や
政
治
家
に
よ
っ
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
盛
真
依
子「『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
』
の
諸
問
題
と
そ
の
克
服
へ
の
道
」『
岡
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山
大
学
経
済
学
会
雑
誌
』
第
三
九
巻
三
号

二
〇
〇
七
年
、
二
二
四
―
二
二
五
頁

（
50
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
世
界
を
不
幸
に
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
正
体
」
鈴
木
主
税
訳

徳
間
書
店

二
〇
〇
二
年
五
月
、
三
四

―
三
九
頁

（
51
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
世
界
を
不
幸
に
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
正
体
」
鈴
木
主
税
訳

徳
間
書
店

二
〇
〇
二
年
五
月
、
一
八

六
―
一
八
七
頁

（
52
）
例
え
ば
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
環
境
文
明
21
」
会
報
二
〇
一
七
年
四
月
号

http://w
w
w
.kanbun.org/kaze/1704.htm

l

（
53
）
中
南
米
等
の
累
積
債
務
問
題
が
顕
在
化
す
る
以
前
か
ら
、
米
国
に
は
自
由
主
義
の
名
の
下
に
、
発
展
途
上
国
に
対
し
結
果
的
に
当
該
国
の
経
済
や

国
民
生
活
を
混
乱
さ
せ
る
政
策
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
、
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
を
中
心
と
す
る

シ
カ
ゴ
大
学
の
一
派
が
提
唱
し
た
新
自
由
主
義
政
策
が
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
、「
シ
ョ
ッ
ク
療
法
が
必
要
だ
」
と
説
き
、
自
由
主
義
経
済
シ
ス
テ

ム
を
途
上
国
に
導
入
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
系
米
国
人
経
済
学
者
の
フ
リ
ー
ド
マ
ン
だ
っ
た
。
彼
の
有
名
な
言
葉
に「
真

の
変
革
は
、
危
機
状
況
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
た
危
険
な
シ
ス
テ
ム
、
思
想
を
提
唱
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
が
功
績
と
見
な
さ
れ
て
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
一
九
七
六
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
、
自
ら
が
籍
を
お
く

シ
カ
ゴ
大
学
経
済
学
部
で
、「
シ
カ
ゴ
・
ボ
ー
イ
ズ
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
そ
の
卒
業
生
た
ち
を
使
っ
て
、
世
界
各
国
で
発
生
し
た
経
済

危
機
や
政
変
、
戦
争
、
災
害
と
い
っ
た
「
シ
ョ
ッ
ク
」
に
乗
じ
て
、
新
自
由
主
義
経
済
の
導
入
を
推
し
進
め
た
。
シ
カ
ゴ
・
ボ
ー
イ
ズ
に
は
、
各
国

の
中
央
銀
行
、
世
界
銀
行
や
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
と
い
っ
た
国
際
機
関
で
要
職
に
あ
る
者
が
多
数
属
し
て
い
た
。
彼
ら
の
考
え
た
政
策
は
、

ま
ず
、
様
々
な
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
い
人
々
が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
と
、
そ
れ
に
乗
じ
て
新
自
由
主
義
政
策
を
導
入
、
国
際
金
融
資
本
が
そ
の
国
か
ら
「
火

事
場
泥
棒
」
的
に
資
産
を
奪
っ
て
い
く
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
（
火
事
場
泥
棒
的
な
政
策
行
動
を
カ
ナ
ダ
の
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ナ
オ
ミ
・

ク
ラ
イ
ン
は
「
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
呼
ん
だ
）。
さ
ら
に
彼
ら
は
そ
の
危
険
な
経
済
シ
ス
テ
ム
を
世
界
に
広
げ
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
の
で

あ
る
。
自
由
主
義
世
界
に
あ
っ
て
、
一
部
の
経
済
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
共
産
主
義
と
同
じ
体
制
が
し
か
れ
よ
う
と
し
た
。
シ
カ
ゴ
・
ボ
ー
イ
ズ
が
行
っ

た
自
由
主
義
化
政
策
の
代
表
例
と
し
て
、「
チ
リ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
っ
た
。
一
九
五
六
年
、
米
政
府
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
チ
リ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
の
エ
リ
ー
ト
学
生
を
シ
カ
ゴ
大
学
経
済
学
部
に
送
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
卒
業
生
た
ち
は
、
母
国
チ
リ
の
ピ
ノ
チ
ェ
ト
将
軍

に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
政
権
下
で

経
済
閣
僚
、
官
僚
に
就
任
し
、「
チ
リ
経
済
の
復
興
策
」
と
し
て
、
市
場
自
由
化
と
国
営
企
業
の
民
営
化
を
進
め
、

チ
リ
の
国
家
資
産
を
外
資
に
売
却
す
る
こ
と
に
奔
走
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
政
策
推
進
に
批
判
的
な
国
民
に
は
、
誘
拐
、
拷
問
な
ど
の
人
権
弾

圧
が
行
わ
れ
た
。
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
結
果
、
チ
リ
経
済
は
悪
化
し
対
外
債
務
は
拡
大
し
た
。
失
業
率
は
三
〇
％（
前
政
権
時
代
の
一
〇
倍
）

と
な
り
、
国
民
の
大
半
に
と
っ
て
こ
の
シ
ョ
ッ
ク
療
法
は
大
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
一
方
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト
は
短
期
間
で
莫
大
な
利
益
を
得
る
こ
と
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に
な
っ
た
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
ち
ら
の
部
分
だ
け
を
報
道
し
て
シ
カ
ゴ
・
ボ
ー
イ
ズ
の
試
み
の
結
果
を
「
チ
リ
の
奇
跡
」
と
称
賛
し
、
以
後

も
新
自
由
主
義
者
や
国
際
金
融
資
本
は
、
第
二
、
第
三
の
チ
リ
を
世
界
中
で
探
し
た
の
で
あ
る
。
ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン
「
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン

上
」
幾
島
幸
子
・
村
上
由
見
子
訳

岩
波
書
店

二
〇
一
一

年
九
月
、
六
七
―
九
九
頁

（
54
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
一
一
一
頁

（
55
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
一
三
七
―

一
三
九
頁

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
債
務
危
機
時
の
ギ
リ
シ
ャ
を
例
に
、
特
に
貧
困
国
の
「
当
事
国
主
体
性
」
の
弱
さ
を
説
明
し
て
い
る
。
二
〇
一

一
年
、
多
額
の
財
政
赤
字
を
抱
え
た
ギ
リ
シ
ャ
の
パ
パ
ン
ド
レ
ウ
首
相
が
、
ド
イ
ツ
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
緊
縮
財
政
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
賛
否
を
国
民

投
票
で
問
お
う
と
し
た
際
、
首
相
と
し
て
は
、
ユ
ー
ロ
を
重
視
す
る
ギ
リ
シ
ャ
国
民
が
欧
州
の
一
部
と
し
て
残
留
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
な
ら
ば
、

痛
み
と
屈
辱
を
進
ん
で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
国
民
投
票
の
是
認
が
あ
れ
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
当
事
国
主
体
性
が
高
ま
り
、
国
民
の

協
力
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
率
的
な
執
行
が
可
能
に
な
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
外
部
か
ら
の
強
制
だ
と
知
る
や
、
国
内
で
は
そ

れ
を
回
避
す
る
動
き
が
勢
い
を
増
し
、
二
〇
一
五
年
一
月
に
は
反
緊
縮
財
政
を
掲
げ
る
左
派
の
チ
プ
ラ
ス
政
権
が
誕
生
し
た
。
同
政
権
に
は
さ
ら
に

厳
し
い
条
件
が
付
き
つ
け
ら
れ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
の
債
務
再
編
は
不
可
避
と
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が
発
言
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
は

こ
れ
を
無
視
し
、
二
〇
一
八
年
度
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
が
三
・
五
％
と
い
う
必
須
条
件
を
押
し
通
し
た
。
こ
れ
は
事
実
上
、
ギ
リ
シ
ャ
の
不

況
が
確
実
に
継
続
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

（
56
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
一
一
四
―

一
一
五
頁

（
57
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
八
二
―
八

八
頁
、
二
一
三
―
二
一
八
頁

（
58
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
二
二
五
―

二
二
八
頁

標
準
的
な
経
済
理
論
で
は
、
労
働
力
の
自
由
な
移
動
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
必
ず
労
働
者
は
収
益
が
最
大
と
な
る
場
所
に
移
動
す
る
。
賃

金
と
労
働
者
の
限
界
生
産
性
が
等
し
い
場
合
も
、
お
お
む
ね
労
働
者
は
賃
金
が
最
大
と
な
る
場
所
に
移
動
す
る
。
し
か
し
、
現
実
に
個
人
が
関
心
を

持
つ
の
は
、
あ
く
ま
で
税
引
後
の
賃
金
で
あ
り
、
税
引
後
賃
金
を
左
右
す
る
の
は
、
自
ら
の
限
界
生
産
性
と
税
金
で
あ
る
。
そ
し
て
、
税
金
の
水
準

を
左
右
す
る
要
素
の
一
つ
は
、
継
承
さ
れ
た
債
務
か
ら
生
じ
る
負
担
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
な

ど
は
巨
額
の
累
積
債
務
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
、
限
界
生
産
性
が
同
一
な
ら
ば
、
高
債
務
国
か
ら
低
債
務
国
へ
の
移
住
を
引
き
起
こ

す
。
移
住
者
の
増
加
に
伴
い
、
労
働
力
の
移
住
は
加
速
さ
れ
、
効
率
的
な
資
源
配
分
は
さ
ら
に
遠
の
く
こ
と
に
な
る
。
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（
59
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
七
七
頁
、

八
六
―
八
九
頁

（
60
）
ギ
リ
シ
ャ
に
つ
い
て
、
放
漫
財
政
、
四
割
に
の
ぼ
る
ア
ン
グ
ラ
経
済
、
縁
故
資
本
主
義
（crony

capitalism

）
と
い
う
独
特
の
悪
弊
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
同
国
労
働
人
口
の
四
分
の
一
を
公
務
員
を
占
め
る
が
、
縁
故
で
の
公
務
員
採
用
は
日
常
茶
飯
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
悪
弊
は
、

四
世
紀
に
わ
た
る
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
に
よ
る
支
配
（
一
四
五
三
〜
一
八
二
一
年
）
の
遺
制
と
い
え
る
。
小
規
模
な
同
族
経
営
や
自
営
サ
ー
ビ
ス
業
中

心
の
経
済
構
造
も
、「
脱
税
天
国
」
を
生
ん
だ
背
景
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保
広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経

済
第
五
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
八
年
三
月
、
三
六
六
―
三
六
七
頁

（
61
）
ギ
リ
シ
ャ
は
戦
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
以
東
に
位
置
す
る
唯
一
の
非
共
産
国
家
と
し
て
、
地
政
学
上
の
地
位
が
重
視
さ
れ
た
。
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
基
地
が
お
か
れ
、
米
国
か
ら
の
援
助
や
投
資
が
増
え
た
。
一
九
六
七
年
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
で
Ｅ
Ｕ
加
盟
は
大
幅
に
遅
れ
、
一
九

七
四
年
の
民
主
政
治
へ
の
移
行
を
待
ち
一
九
八
一
年
に
実
現
し
た
。
同
国
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
一
時
社
会
主
義
化
を
進
め
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｅ
Ｕ

主
要
国
に
と
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
は
早
期
に
Ｅ
Ｕ
や
ユ
ー
ロ
に
加
盟
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
国
家
の
一
つ
だ
っ
た
。
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・
久
保

広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
八
年
三
月
、
三
六
四
―
三
六
五
頁

（
62
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
七
七
頁
、

八
八
―
八
九
頁

（
63
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
七
七
頁
、

一
一
六
―
一
一
七
頁

（
64
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
一
一
七
頁

（
65
）
例
え
ば
、
経
済
が
正
し
く
機
能
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
の
違
い
は
、
緊
縮
財
政
の
分
野
で
最
も
顕
著
に
顕
れ
る
。
不
況
時
に
財
政
赤
字
が
生
じ
て

い
る
国
が
健
全
な
状
態
に
復
帰
す
る
に
は
、
歳
出
を
切
り
詰
め
る
の
か
、
税
金
を
引
き
上
げ
る
の
か
、
論
争
が
生
じ
得
る
。
経
済
観
の
違
い
か
ら
影

響
を
受
け
る
論
争
は
、
緊
縮
財
政
や
イ
ン
フ
レ
な
ど
マ
ク
ロ
経
済
に
関
連
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
新
自
由
主
義
者
は
、
政
府
は
比
較

優
位
性
の
あ
る
分
野
だ
け
に
集
中
し
、
そ
の
他
は
民
間
に
任
せ
る
べ
き
と
し
て
民
営
化
を
主
張
し
た
が
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
政
府
が
比
較
優
位
性

を
持
つ
分
野
を
特
定
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
過
去
の
実
例
を
見
て
も
、
国
営
企
業
が
民
営
化
し
て
効
率
性
を
向
上
さ
せ
た
と
い
う
確
た

る
証
拠
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
一
三
〇
―
一
三
一
頁

（
66
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
一
一
八
―
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一
一
九
頁

（
67
）
翁
邦
雄
「
金
融
政
策
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〜
国
際
的
潮
流
と
非
伝
統
的
政
策
〜
」
日
本
評
論
社

二
〇
一
三
年
一
月
、
二
〇
二
―
二
〇
三
頁

（
68
）
翁
邦
雄
「
金
融
政
策
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〜
国
際
的
潮
流
と
非
伝
統
的
政
策
〜
」
日
本
評
論
社

二
〇
一
三
年
一
月
、
二
〇
三
―
二
〇
四
頁

（
69
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
七
九
―
八
〇

頁

（
70
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
一
七
四
―

一
七
六
頁

（
71
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
六
三
頁

（
72
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
七
〇
頁

（
73
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
三
五
三
頁

（
74
）
構
造
改
革
案
と
し
て
は
、
①
完
全
な
銀
行
同
盟
（
共
通
の
金
融
監
督
体
制
に
加
え
、
共
通
・
単
一
の
破
綻
処
理
手
続
き
、
預
金
保
険
制
度
を
整
備

す
る
）、
②
債
務
の
相
互
化
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
ユ
ー
ロ
債
の
発
行
で
資
金
を
調
達
し
、
ユ
ー
ロ
圏
全
体
が
債
務
を
保
証
し
、
調
達
資
金
は
加
盟
各
国
に
又

貸
し
す
る
仕
組
み
の
導
入
）、
③
安
定
化
の
た
め
の
共
通
の
枠
組
み
（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
収
斂
基
準
の
改
革
、
欧
州
安
定
の
た
め
の
連
帯
基

金
、
不
況
時
に
自
動
的
に
支
出
増
を
行
う
「
革
新
的
な
自
動
安
定
化
装
置
」
の
導
入
）、
④
真
の
収
斂
政
策
（
経
常
収
支
黒
字
の
抑
制
、
黒
字
国
に

お
け
る
賃
金
引
上
げ
と
拡
張
的
財
政
政
策
）、
⑤
欧
州
全
体
の
完
全
雇
用
と
成
長
の
促
進
（
イ
ン
フ
レ
抑
止
と
い
う
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
役
割
に
完
全
雇
用
、

成
長
促
進
、
経
済
安
定
化
を
加
え
る
な
ど
、
マ
ク
ロ
経
済
改
革
を
進
め
る
）、
⑥
欧
州
全
体
の
完
全
雇
用
と
成
長
の
保
証
（
経
済
全
体
を
適
切
に
機

能
さ
せ
る
た
め
金
融
シ
ス
テ
ム
が
本
来
あ
る
べ
き
役
割
を
確
実
に
果
た
す
こ
と
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革
、
米
連
邦
破
産
法
第
一
一
章

の
欧
州
版
「
ス
ー
パ
ー
Ｅ
Ｕ
破
産
法
第
一
一
章
」
の
整
備
、
環
境
投
資
の
促
進
）、
⑦
繁
栄
の
共
有
と
い
う
約
束
（
富
裕
国
と
貧
困
国
の
不
平
等
是

正
に
向
け
た
制
度
改
革
、
税
金
引
下
げ
競
争
な
ど
「
底
辺
へ
の
競
争
」
の
抑
制
、
国
籍
や
居
住
地
に
関
わ
ら
ず
Ｅ
Ｕ
市
民
と
し
て
の
個
人
に
Ｅ
Ｕ
レ

ベ
ル
で
課
税
を
行
う
こ
と
）、
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
上
記
①
の
「
完
全
な
銀
行
同
盟
」
に
向
け
て
は
、
二
〇
一
二
年
六
月
、
ユ
ー
ロ
圏
首

脳
会
議
が
、
ユ
ー
ロ
圏
・
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
に
、
単
一
銀
行
監
督
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）、
単
一
破
綻
処
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
）、
共
同
の
預
金
保

険
制
度
（
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
の
三
制
度
を
伴
う
銀
行
同
盟
（B

anking
U
nion

）
を
創
設
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ

「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
三
五
二
―
三
九
一
頁
、
田
中
素
香
・
長
部
重
康
・

久
保
広
正
・
岩
田
健
治
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
第
五
版
」
有
斐
閣
ア
ル
マ

二
〇
一
八
年
三
月
、
一
五
七
―
一
六
〇
頁

（
75
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
三
九
二
―
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三
九
三
頁

（
76
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
四
二
三
―

四
二
七
頁

（
77
）
貿
易
不
均
衡
が
起
こ
る
原
因
は
名
目
為
替
レ
ー
ト
の
硬
直
性
に
由
来
す
る
実
質
為
替
レ
ー
ト
の
硬
直
性
で
あ
る
。
硬
直
的
な
実
質
為
替
レ
ー
ト
の

調
整
を
行
う
作
業
を
、
賃
金
と
物
価
の
下
落
を
通
じ
て
赤
字
国
に
負
担
さ
せ
る
よ
り
も
、
黒
字
国
が
財
政
政
策
と
賃
金
政
策
な
ど
特
定
の
政
策
を
実

施
し
、
賃
金
と
物
価
の
上
昇
を
通
じ
て
黒
字
を
解
消
す
る
。
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
赤
字
国
に
よ
る
赤
字
解
消
コ
ス
ト
と
黒
字
国
に
よ
る
黒
字
解
消

コ
ス
ト
を
比
較
す
る
と
、
後
者
の
方
が
は
る
か
に
小
さ
い
と
考
え
て
い
る
。

（
78
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
三
九
四
頁

（
79
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
四
〇
九
―

四
一
〇
頁

（
80
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
四
一
七
―

四
一
八
頁

（
81
）
ユ
ー
ロ
加
盟
国
が
ユ
ー
ロ
か
ら
離
脱
し
な
が
ら
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
留
ま
る
こ
と
の
可
否
は
、
法
的
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
資

料

“W
ithdraw

al
and
E
xpulsion

from
the
E
U
and
E
M
U
”
(https://papers.ssrn.com

/sol3/papers.cfm
?abstract_id=

1517760)

に
よ
れ
ば
、「
法

的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
（legally
inconceivable

）」こ
と
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
基
本
条
約
の
下
で
は
、
全
て
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
と
り
通
貨
統
合
に
参
加
す

る
こ
と
は
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。
通
貨
統
合
に
参
加
す
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
が
そ
こ
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
発
効
の
リ
ス
ボ
ン
条

約
（
Ｅ
Ｕ
基
本
条
約
の
修
正
条
約
）
で
規
定
さ
れ
た
義
務
に
関
す
る
重
大
な
違
反
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
同
条
約
か
ら
の
脱
退
を
迫
ら
れ
る
こ
と
で

も
あ
る
。
な
お
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
は
ユ
ー
ロ
に
加
盟
し
て
い
な
い
国
が
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
英
国
と
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
欧
州
連
合
条
約
の
発
効
時
、

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
（
例
外
措
置
と
し
て
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
り
対
象
外
と
な
る
こ
と
）
が
同
条
約
議
定
書
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
ユ

ー
ロ
非
加
盟
国
は
、
加
盟
の
た
め
の
収
斂
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
し
て
加
盟
し
て
い
な
い
。
収
斂
条
件
を
満
た
す
限
り
、
英
国
と
デ
ン
マ
ー
ク

以
外
は
、
法
的
に
は
全
て
ユ
ー
ロ
に
加
盟
す
る
義
務
が
あ
る
。
久
保
宏
正
・
吉
井
昌
彦
「
Ｅ
Ｕ
統
合
の
深
化
と
ユ
ー
ロ
危
機
・
拡
大
」
勁
草
書
房

二
〇
一
三
年
三
月
、
二
八
―
二
九
頁

（
82
）
マ
ン
デ
ル
は
、「
最
適
統
合
理
論
の
父
」
と
呼
ば
れ
、
当
該
理
論
を
も
っ
て
ユ
ー
ロ
の
構
築
の
道
筋
を
開
い
た
こ
と
か
ら
、「
ユ
ー
ロ
の
父
」
と
も

い
わ
れ
る
。

（
83
）
Ｏ
Ｃ
Ａ
古
典
理
論
は
、
マ
ン
デ
ル
の
理
論
に
続
き
、
一
九
六
三
年
に
ロ
ナ
ル
ド
・
マ
ッ
キ
ノ
ン
（
元
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
）
が
別
の
理
論
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を
提
示
し
、
一
九
六
九
年
に
ピ
ー
タ
ー
・
ケ
ネ
ン
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
及
び
学
長
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
を
歴
任
）
が
批
判
的
に
検
討
し

て
さ
ら
に
別
の
理
論
を
提
唱
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
の
三
つ
の
理
論
が
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
古
典
理
論
で
あ
る
。
後
述
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ら
は
、
古
典

理
論
を
再
編
成
し
た
上
で
、
そ
れ
を
超
え
る
基
準
を
「
政
治
的
基
準
」
と
し
て
一
括
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
理
論
を
一
つ

の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

（
84
）
田
中
素
香
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
と
ユ
ー
ロ
危
機
〜
Ｏ
Ｃ
Ａ
理
論
は
生
き
残
れ
る
の
か
〜
」『
熊
本
学
園
大
学
経
済
論
集
』
第
二
二
巻
三
―
四
号
、

二
〇
一
六
年
三
月
、
八
七
―
八
八
頁

（
85
）
ロ
ナ
ル
ド
・
マ
ッ
キ
ノ
ン
は
、
開
放
度
の
高
い
経
済
を
持
つ
諸
国
の
集
合
で
あ
れ
ば
、
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
な
り
得
る
と
主
張
し
た
。
経
済
開
放
度
の
高
い

国
が
貿
易
収
支
赤
字
に
な
っ
て
為
替
相
場
を
切
り
下
げ
て
も
、
輸
入
価
格
の
上
昇
に
よ
り
短
期
間
に
物
価
上
昇
と
な
り
、
為
替
相
場
切
下
げ
の
効
果

は
短
期
間
し
か
続
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
諸
国
は
為
替
相
場
を
切
り
下
げ
る
よ
り
も
、
固
定
相
場
制
あ
る
い
は
共
通
通
貨
制
を
採
用
し
、
金
融
・
財

政
政
策
に
よ
っ
て
経
済
安
定
を
図
る
方
が
合
理
的
で
あ
る
と
問
題
提
起
し
た
。
田
中
素
香
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
と
ユ
ー
ロ
危
機
〜
Ｏ
Ｃ
Ａ
理
論
は

生
き
残
れ
る
の
か
〜
」『
熊
本
学
園
大
学
経
済
論
集
』
第
二
二
巻
三
―
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
八
九
―
九
〇
頁

（
86
）

M
undell,

R
.
A
[1961],

“T
he
T
heory

of
O
ptim
um
C
urrency

A
reas”,

A
m
erican

E
conom

ic
R
eview

51,
pp.
41-60

マ
ン
デ
ル
の
理
論

の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
統
一
通
貨
か
ら
な
る
通
貨
圏
と
複
数
の
通
貨
を
含
む
通
貨
圏
で
は
、
経
済
調
整
の
方
法
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
か
。
マ
ン
デ
ル
は
、
完
全
雇
用
、
国
際
収
支
均
衡
の
状
態
に
あ
る
二
つ
の
経
済
主
体
（
Ａ
、
Ｂ
国
）
の
単
純
な
モ
デ
ル

を
用
い
て
こ
の
違
い
を
説
明
し
た
。
Ｂ
国
の
財
か
ら
Ａ
国
の
財
に
需
要
が
シ
フ
ト
（
Ａ
国
の
あ
る
製
品
へ
の
需
要
が
Ｂ
国
か
ら
の
輸
入
か
ら
自
国
調

達
に
シ
フ
ト
）
し
た
場
合
、
Ｂ
国
の
輸
出
は
減
少
（
Ａ
国
の
輸
入
は
減
少
）
し
対
外
不
均
衡
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
当
該
財
産
業
に
お
け
る
失
業
と

Ａ
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
生
み
出
す
が
、
こ
の
時
調
整
が
必
要
と
な
る
。
両
国
の
間
に
生
産
要
素
（
資
本
と
労
働
力
）
の
移
動
が
な
い
場
合
、

変
動
相
場
制
を
採
用
す
る
の
が
効
果
的
で
あ
る
。
貿
易
収
支
の
不
均
衡
に
よ
っ
て
、
Ｂ
国
通
貨
は
増
価
、
Ａ
国
通
貨
は
減
価
し
、
Ｂ
国
の
対
外
不
均

衡
は
是
正
さ
れ
る
と
と
も
に
、
金
融
財
政
政
策
を
通
じ
、
Ｂ
国
は
不
況
対
策
と
失
業
減
少
、
Ａ
国
は
イ
ン
フ
レ
抑
制
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
両

国
に
生
産
要
素
の
移
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
共
通
通
貨
を
採
用
す
る
の
が
よ
い
。
Ｂ
国
か
ら
Ａ
国
に
資
本
と
労
働
力
が
移
動
し
、
Ａ
国
の
イ
ン
フ
レ

圧
力
を
抑
制
し
、
Ｂ
国
の
不
況
を
是
正
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
マ
ン
デ
ル
は
、
通
貨
圏
が
複
数
の
独
立
通
貨
を
用
い
て
い
る
、
共
通
通
貨

を
用
い
て
い
る
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
加
盟
国
間
の
収
支
不
均
衡
を
修
正
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
完
全
雇
用
と
物
価
安
定
の
ど
ち
ら
か
を
犠
牲
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

（
87
）
例
え
ば
、
テ
キ
サ
ス
州
の
石
油
産
業
、
ミ
シ
ガ
ン
州
（
五
大
湖
周
辺
）
の
自
動
車
産
業
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
金
融
業
、

中
西
部
諸
州
の
農
業
な
ど
。
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（
88
）
田
中
素
香
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
と
ユ
ー
ロ
危
機
〜
Ｏ
Ｃ
Ａ
理
論
は
生
き
残
れ
る
の
か
〜
」『
熊
本
学
園
大
学
経
済
論
集
』
第
二
二
巻
三
―
四
号
、

二
〇
一
六
年
三
月
、
九
一
頁

（
89
）

B
aldw
in,
R
and
W
yplosz,

C
.
[2012],

T
he
E
conom

ics
of
E
uropean

Integration,
4th
edn,

N
ew
Y
ork
M
cG
raw
H
ill

（
90
）
田
中
素
香
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
と
ユ
ー
ロ
危
機
〜
Ｏ
Ｃ
Ａ
理
論
は
生
き
残
れ
る
の
か
〜
」『
熊
本
学
園
大
学
経
済
論
集
』
第
二
二
巻
三
―
四
号
、

二
〇
一
六
年
三
月
、
九
〇
―
九
一
頁

（
91
）
田
中
素
香
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
と
ユ
ー
ロ
危
機
〜
Ｏ
Ｃ
Ａ
理
論
は
生
き
残
れ
る
の
か
〜
」『
熊
本
学
園
大
学
経
済
論
集
』
第
二
二
巻
三
―
四
号
、

二
〇
一
六
年
三
月
、
九
二
頁

（
92
）
Ｅ
Ｍ
Ｓ
加
盟
国
の
間
で
は
、
将
来
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
経
済
通
貨
同
盟
（
Ｅ
Ｍ
Ｕ
）
に
移
行
し
、
さ
ら
に
単
一
市
場
を
形
成
す
る
と
い
う
認
識
が
共
有
さ

れ
て
い
た
。
一
九
九
二
年
に
は
、
Ｅ
Ｃ
単
一
市
場
が
完
成
し
た
。

（
93
）
田
中
素
香
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
と
ユ
ー
ロ
危
機
〜
Ｏ
Ｃ
Ａ
理
論
は
生
き
残
れ
る
の
か
〜
」『
熊
本
学
園
大
学
経
済
論
集
』
第
二
二
巻
三
―
四
号
、

二
〇
一
六
年
三
月
、
九
三
頁

（
94
）
生
産
要
素
の
移
動
性
で
は
、
特
に
国
境
を
越
え
た
労
働
力
の
移
動
の
自
由
と
賃
金
の
伸
縮
性
が
高
い
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
何
ら
か
の
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
、
あ
る
国
だ
け
が
不
況
に
陥
り
雇
用
量
が
減
少
し
た
場
合
、
労
働
力
の
移
動
が
自
由
で
あ
れ
ば
、
労
働
力
は
不
況
の
国
よ
り
好
況
の
雇
用
機

会
の
あ
る
国
に
移
動
す
る
必
要
が
あ
る
。
雇
用
量
や
賃
金
の
不
均
衡
は
、
労
働
力
の
移
動
と
賃
金
調
整
を
通
じ
て
是
正
さ
れ
る
。
ま
た
、
貿
易
面
に

お
い
て
経
済
開
放
度
を
重
視
す
る
考
え
方
は
、
非
対
称
的
な
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
あ
る
国
で
総
需
要
が
増
加
し
、
他
の
国
で
総
需
要
が
減
少
し
て
も
、

各
々
の
財
の
輸
出
又
は
輸
入
を
通
じ
て
需
要
シ
ョ
ッ
ク
は
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
田
中
素
香
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
と
ユ
ー
ロ
危
機
〜

Ｏ
Ｃ
Ａ
理
論
は
生
き
残
れ
る
の
か
〜
」『
熊
本
学
園
大
学
経
済
論
集
』
第
二
二
巻
三
―
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
八
九
、
九
三
頁

（
95
）
二
〇
一
一
年
、
当
時
の
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
だ
っ
た
ジ
ャ
ン＝
ク
ロ
ー
ド
・
ト
リ
シ
ェ
は
、「
Ｅ
Ｕ
財
務
省
案
」
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
、
汎
欧
州
型
の

中
央
銀
行
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
加
え
、
汎
欧
州
型
の
財
務
省
を
設
立
す
る
案
で
あ
り
、
欧
州
の
危
機
克
服
の
た
め
に
統
合
を
一
層
進
め
る
こ
と
を
主
張
し
た
も

の
だ
っ
た
。
近
年
の
金
融
危
機
後
、
先
進
主
要
国
で
は
危
機
再
発
防
止
に
向
け
た
金
融
規
制
改
革
が
国
際
レ
ベ
ル
で
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
欧

州
の
金
融
監
督
制
度
の
強
化
・
拡
充
に
向
け
、
二
〇
一
二
年
六
月
の
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
（
欧
州
理
事
会
）
に
お
い
て
銀
行
同
盟
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
銀
行
の
監
督
権
限
と
い
う
国
家
主
権
の
重
要
な
部
分
を
Ｅ
Ｕ
（
具
体
的
に
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
に
移
譲
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
統
合
は
格
段
に
深
化

し
た
と
い
え
る
。
そ
の
場
合
、
Ｅ
Ｕ
財
務
省
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
る
「
財
政
同
盟
」
設
立
は
、
将
来
視
野
に
入
っ
て
く
る
検
討
事
項
で
あ
る
。
久

保
宏
正
・
吉
井
昌
彦
「
Ｅ
Ｕ
統
合
の
深
化
と
ユ
ー
ロ
危
機
・
拡
大
」
勁
草
書
房

二
〇
一
三
年
三
月
、
五
頁
、
三
一
―
三
三
頁

（
96
）
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
は
六
〇
％
台
、
ド
イ
ツ
二
五
％
に
対
し
、
イ
タ
リ
ア
と
ス
ペ
イ
ン
は
一
四
％
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
二
％
、
ギ
リ
シ
ャ
は
わ
ず
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か
6
％
だ
っ
た
。
田
中
素
香
「
最
適
通
貨
圏
の
理
論
と
ユ
ー
ロ
危
機
〜
Ｏ
Ｃ
Ａ
理
論
は
生
き
残
れ
る
の
か
〜
」『
熊
本
学
園
大
学
経
済
論
集
』
第
二

二
巻
三
―
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
九
四
―
九
五
頁

（
97
）
経
済
産
業
省
「
通
商
白
書
二
〇
二
〇
年
版
」、
四
五
頁

（
98
）
二
〇
一
六
年
時
点
に
お
い
て
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、「
ユ
ー
ロ
圏
の
イ
ン
フ
レ
調
整
後
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
ほ
ぼ
一
〇
年
間
停
滞
し
て
き
た
」

と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
形
成
に
よ
る
経
済
的
な
成
果
に
は
疑
問
を
呈
し
て
い
た
。
二
〇
一
五
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
金
融
危
機
直
前
の
二
〇
〇
七
年
の

水
準
を
わ
ず
か
〇
・
六
％
上
回
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
経
済
大
国
ド
イ
ツ
で
さ
え
、
二
〇
〇
七
年
以
降
の
イ
ン
フ
レ
調
整
後
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、

二
〇
一
五
年
ま
で
の
年
平
均
で
〇
・
八
％
し
か
な
か
っ
た
。
近
年
未
曽
有
の
金
融
危
機
の
震
源
地
と
な
っ
た
米
国
の
経
済
回
復
力
は
ユ
ー
ロ
圏
と
は

段
違
い
に
力
強
く
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
工
業
生
産
は
、
ユ
ー
ロ
圏
が
横
ば
い
だ
っ
た
の
に
対
し
、
ほ
ぼ
一
〇
％
の
伸
び
を
示
し
た
。

ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
一
四
四
―

一
四
七
頁

（
99
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」
峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
六
〇
頁

（
100
）
小
沢
健
二
「
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
一
〇
年
の
農
業
政
策
が
カ
ナ
ダ
の
農
業
に
与
え
た
影
響
」
農
林
水
産
省
「
主
要
国
の
農
業
情
報
調
査
分
析
報
告
書
」

二
〇
〇
四
年
、
五
三
―
五
六
頁

例
え
ば
、
経
済
統
合
形
成
後
一
〇
年
間
だ
け
で
も
、
一
九
九
四
年
の
米
加
小
麦
貿
易
紛
争
、
一
九
九
五
年
の
酪
農

・
家
禽
・
卵
・
大
麦
・
マ
ー
ガ
リ
ン
紛
争
、
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
の
酪
農
紛
争
と
い
っ
た
貿
易
紛
争
が
米
加
間
で
起
こ
り
、
そ

の
紛
争
処
理
は
し
ば
し
ば
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。

（
101
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
大
臣
会
議
の
建
造
物
、
第
二
チ
ュ
ロ
イ
チ
ョ
ン
ヴ
ァ
ー
橋
、
国
道
七
・
八
・
九
号
線
な
ど
が
中
国
の
支

援
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
中
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
援
助
額
は
増
加
し
て
お
り
、
最
近
で
は
二
〇
二
三
年
開
催
予
定
の
東
南
ア
ジ
ア
競
技
大
会
向
け

の
大
規
模
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
、
プ
ノ
ン
ペ
ン＝

シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
間
の
高
速
道
路
建
設
計
画
な
ど
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
中
国
に
と
り
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
建
設
の
重
要
基
点
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
代
に
は
、
西
部
ラ
カ
イ
ン
州
チ
ャ
ウ
ピ
ュ
ー
経
済

特
区
を
開
発
し
た
深
海
港
の
建
設
、
同
港
か
ら
雲
南
ま
で
を
結
ぶ
天
然
ガ
ス
・
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
が
行
わ
れ
た
。
ラ
オ
ス
で
は
、
二
〇
二
一

年
の
運
行
開
始
を
予
定
す
る
中
老
鉄
路
（
中
国
ラ
オ
ス
鉄
道
、
雲
南
省
〜
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
）
の
建
設
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
102
）
ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｅ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ「
ユ
ー
ロ
か
ら
始
ま
る
世
界
経
済
の
大
崩
壊
」峰
村
利
哉
訳

徳
間
書
店

二
〇
一
六
年
九
月
、
六
一
―
六
二

頁

（
103
）
超
国
家
主
義
的
な
欧
州
統
合
が
戦
後
に
開
始
さ
れ
た
の
は
、
複
合
的
な
要
因
か
ら
で
あ
る
。
第
一
に
、
米
ソ
超
大
国
の
登
場
で
あ
る
。
欧
州
は
、

米
ソ
と
い
う
二
大
国
に
挟
ま
れ
る
形
で
、
国
際
的
な
地
位
の
埋
没
の
危
機
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
か
ら
の
脱
却
を
模
索
す
る
な
か
で
、
戦
前
と
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は
異
な
る
欧
州
統
合
手
法
が
採
用
さ
れ
た
。
第
二
に
は
、
欧
州
内
部
か
ら
の
動
き
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
に
見
る
よ
う
な
個
人
的
思
想
や
国
家
の

政
策
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
代
表
さ
れ
る
極
端
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
反
省
が
、
欧
州
と
い
う
枠
組
み
で
の
共
同
体
結
成
に

各
国
を
向
か
わ
せ
た
。
久
保
宏
正
・
吉
井
昌
彦
「
Ｅ
Ｕ
統
合
の
深
化
と
ユ
ー
ロ
危
機
・
拡
大
」
勁
草
書
房

二
〇
一
三
年
三
月
、
八
―
九
頁

（
104
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
政
治
的
統
合
で
あ
れ
ば
、
社
会
主
義
国
家
は
加
入
で
き
な
い
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
（
社
会
主
義
国
家
で
あ
る
）
ベ
ト
ナ
ム
も
参
加
し
て
い

る
。
現
在
注
目
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
に
も
、
中
国
の
ほ
か
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
な
ど
社
会
主
義
国
家
が
参
加

し
て
い
る
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
が
政
治
的
な
協
定
で
は
な
く
経
済
協
定
だ
か
ら
で
あ
る
。
加
盟
国
は
政
治
的
に
独
立
し
て
お

り
、
例
え
ば
難
民
受
入
れ
の
判
断
を
迫
ら
れ
て
も
、
そ
れ
は
各
国
が
自
ら
の
国
民
性
や
経
済
力
に
よ
っ
て
決
め
る
の
で
あ
っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
り
Ｒ
Ｃ

Ｅ
Ｐ
全
体
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。


